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別紙様式１－１ 

神奈川県立横須賀高等学校 指定第２期目 03～07 

 

❶令和４年度スーパーサイエンスハイスクール研究開発実施報告（要約） 

 

 ① 研究開発課題  

科学的リテラシーと国際性を有し、未知の課題を科学的に解決できる人材の育成 

 ② 研究開発の概要  

科学的にものごとをとらえ、思考・判断し、それを海外に向かって発信できる人材を育成する教

育課程を開発、実践し検証を行う。学校設定教科「Principia」を設置し、外部機関等との連携を含

めた先進的な課題研究を体系的に行い、生徒の変容を検証する。また､研究に対し高い倫理観を身

に付けた科学技術をけん引するリーダーを目指す人材を育成する｡ 

本校が掲げる仮説は、以下の５つである。 

《仮説１》汎用的な思考力を育成する課題研究プログラムの開発 

《仮説２》国際的な視野を持つ科学技術人材の育成 

《仮説３》カリキュラム・マネジメントを通じた“知”の活性化     

《仮説４》生徒主体の運営体制の構築 

《仮説５》パフォーマンス評価に基づいた評価システムの実践 

 ③ 令和４年度実施規模  

課程（全日制） 

 

学 科 
第１学年 第２学年 第３学年 計 

実施規模 
生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 

普通科 279 ７ 277 7 269 ７ 825 21 １,２年生は全校生徒対象 

３年生は選択生徒対象 文系 

理系 
    

● 

● 

 

 

 

 

 

 

対象生徒数 279 ７ 277 7 15 ７ 571 21 
 

 ④ 研究開発の内容  

〇研究開発計画 

［A］学校設定教科「Principia」の充実 

第 1 年次 〇課題研究の必要性と意義、研究倫理を学ぶ校内研修の実施 

 事前研修プログラムの実施／研究機関リサーチの実施／教員研修会の実施 

〇国際感覚を養うと共に課題研究の基本姿勢を学ぶ新入生研修の実施（３日間） 

〇探究活動に必要な情報リテラシーの習得 

〇地域の研究機関・大学院・大学と連携した探究活動の実施 

〇ゼミセッション／ポスターセッション／課題研究発表大会 

〇評価システムの構築   〇「Research Support Book」第２版の編集と発行 

第 2 年次 〇課題研究の必要性と意義、研究倫理を学ぶ校内研修の実施 

 事前研修プログラムの実施／PrincipiaⅠ研究機関リサーチの実施／教員研修会の

実施／課題研究を学ぶ意義 YouTube 視聴 講師 栗原峰夫（上智大学） 

〇国際感覚を養うと共に課題研究の基本姿勢を学ぶ Global Village プログラム 

〇地域の研究機関・大学院・大学と連携した探究活動の実施 

  麻布大学獣医学部との連携開始／JA よこすか葉山との連携開始 

〇ゼミセッション／ポスターセッション 

〇評価システムの構築と運営／ルーブリックの改訂 

〇「Research Support Book」第３版の編集と発行 
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［B］生徒の能力を育む高大連携の研究 

第 1 年次 ○横高アカデミア横浜国大  

「宇宙を利用する～人間と宇宙環境利用について～」樋口丈浩 教授 

「医薬品・化粧品の安全性試験と動物福祉〜動物実験がなくなる日〜」飯島一智 教授 

「ランダムウォークの数理」竹居正登 教授 

〇横高アカデミア総研大 

 PrincipiaⅡオンライン指導 国立情報学研究所 橋爪宏達 教授 

 PrincipiaⅡオンライン指導 国立遺伝学研究所(ＫＥＫ) 井ノ上逸朗 教授 

○高大連携講座 

「都市に住む野生動物の生態」総合研究大学院大学 沓掛展之 教授 

「課題研究を学ぶ意義と新しい学力観」上智大学 栗原峰夫 特任教授 

「No-code を使ってアプリをつくる」長岡技術科学大学大学院 白川智弘 教授 

「生き物はひとりで生きているんじゃない－昆虫と共生細菌の多様性」 

     東京大学 総産研ＥＲＡＴＯ 深津武馬 教授 

第 2 年次 ○横高アカデミア横浜国大  

「深層学習の深層 人口知能（AI）のキモチを知ろう！」濱上知樹 教授 

「未来のクルマは何で動く？」荒木拓人 教授 

「自然から学ぶ材料科学」金井俊光 教授 

〇横高アカデミア総研大  

高エネルギー加速器研究機構 大谷将士 助教 

国立情報学研究所 橋爪宏達 教授 

総合研究大学院大学 木下充代 准教授 

総合研究大学院大学 渡邊崇之 助教 

○高大連携講座 

「課題研究を学ぶ意義と新しい学力観」上智大学 栗原 峰夫 特任教授 

「川村研究室の自転車発電機」東京理科大学 川村康文 

「横須賀高校で見つかった絶滅危惧種」麻布大学 中谷樹里奈（H30 卒 71 期生） 

「起業家交流会」アントレプレナーシップ講座  ＢＩＯＴＡ 伊藤光平氏 

［C］科学的思考力を育む各教科・科目の学習内容及び学習方法の実践 

第１年次 〇生徒による授業評価の実施→フィードバックシートの共有 〇学力向上 WG と

連携したカリキュラム・マネジメント〇科学的思考力を養うテスト等の作成検討 

〇新 Principia 評価システムの構築→運用は令和 4 年以降 

第 2 年次 〇生徒による授業評価の実施→フィードバックシートの共有（年 2 回） 

〇カリキュラム・マネジメントの実施 〇科学的思考力を養うテストの実施 

〇横高スペシャル講座  〇公開研究授業の実施  〇新 Principia 評価システム 

［D］科学的活動の促進 

第 1 年次 〇理数系コンテスト 

・ＮＩＣＴ（国立研究開発法人情報通信研究機構）オープンハウス 2021 ・JpＧ

Ｕ（日本惑星連合）2021 年大会 高校生セッション ・ＳＳＨ生徒研究発表会 

・全国高校生理科・科学論文大会 ・高校生科学技術チャレンジ（ＪＳＥＣ）・科

学の甲子園神奈川大会・日本学生科学大賞神奈川大会 ・多言語音声翻訳ハッカ

ソン・ＧＲＩＣＫ2021 ・みんなの理科フェス・日本細菌学会 ・日本物理学会 

Jr セッション ・電気情報通信学会・日本物理学会 ・神奈川探究フォーラム 

○トウキョウサンショウウオ里親会による保全活動・生態調査等 

〇地域貢献活動 
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第 2 年次 〇理数系コンテスト 

・第 95 回日本細菌学会総会中高校生研究発表 ・日本天文学会 Jr セッション ・2022 電

子情報通信学会総合大会 ISS 特別企画ジュニア＆学生ポスターセッション ・第 30 回日本

健康教育学校学術大会（群馬） ・令和４年度ＳＳＨ生徒研究発表大会（神戸） ・第 12

回高校生バイオサミット鶴岡（慶應大 SFC） ・令和 4 年度マスフェスタ（大阪大手前高

校） ・全国高校生理科科学論文大会（神奈川大学） ・第１６回高校生理科研究発表会

（千葉大学） ・高校生科学技術チャレンジＪＳＥＣ入選 ・日本学生科学大賞神奈川大

会 ・科学の甲子園神奈川県大会（総合教育センター） ・Grass Roots Innovator Contest in 

Kanagawa 2022（神奈川工科大学） ・海の宝アカデミックコンテスト 2022（北海道大学） 

・第 82 回海洋教育フォーラム（横須賀） ・みんなの理科フェスティバル（横須賀）  

・電子情報通信学会ＭＶＥ（沖縄） ・第 19 回日本物理学会 Jr セッション 2023（東京） 

・神奈川県教育委員会主催「かながわ探究フォーラム」 ・神奈川県教育委員会主催「探

究的学習発表会」 

○トウキョウサンショウウオ里親会による保全活動・生態調査等 

〇科学の甲子園（神奈川大会）に参加 

〇みんなの理科フェスティバル運営に参画 

〇地域貢献活動 

・万代テラコヤ ・衣笠商店街科学教室・横須賀市立長沢中学校「科学実験教室」 

［E］校外研修や国際交流プログラムを活用した国際性の育成 

第 1 年次 ○Global Village Program 新入生研修の実施（３日間） 

〇マレーシア・スルタンイスマイル高校との Skype 交流 

〇学力向上進学重点校エントリー校 即興型英語ディベート交流会 

〇神奈川県高等学校英語スピーチコンテスト 

〇Global Classmates プログラム（オンライン） 

〇World Café 神奈川県立神奈川総合高等学校 

第 2 年次 〇Global Classmates Summit 2022 選抜 

〇Global Village Program（第１学年対象の英語による３日間の研修） 

〇留学生プログラム（第２学年対象の英語による２日間の研修） 

〇ＰＤＡ神奈川県高等学校即興型英語ディベート交流大会３位 

〇神奈川県高等学校スピーチコンテスト 〇World café 県立神奈川総合高校 

〇マレーシア・スルタンイスマイル高校と Skype 交流 

〇横浜サイエンスフロンティア高校 ysfFIRST エントリー 

［F］運営指導委員会の開催 

第 1 年次 ○年２回開催（９月及び３月） 

第 2 年次 〇年２回開催（10 月及び３月） 

［G］成果の公表・普及 

第 1 年次 ○SSH パンフレット『Super Science High School』の作成及び配付 

○月１回『SSH NEWS』発行 ○探究テキスト『Research Support Book』の作成と配付 

○学校の HP の SSH コーナーの充実 ○科学部による Twitter と Instagram の充実 

○生徒課題研究発表大会／ポスターセッション 〇みんなの理科フェスティバル 

第 2 年次 〇令和３年度研究開発実施報告書配付  〇ＳＳＨパンフレット発行 

〇横高生探究副読本 Research Support Book 発行 〇文化祭ＳＳＨブース展示 

〇公開研究授業 〇横高スペシャル講座 〇みんなの理科フェスティバル 

〇ゼミセッション／ポスターセッション 〇科学部機関紙「ＳＣＩＥＮＣＥ」発行 

〇月１回「ＳＳＨ ＮＥＷＳ」発行 ※各号は横須賀市立中学校に発送 
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［H］事業の評価 

第 1 年次 ○109 の質問紙調査の実施と分析 ○生徒による授業評価の実施と分析 

○リフレクションシートの実施 ○研究機関／保護者／教員対象質問紙調査の実施 

○ワクワク見える化アンケートの実施  〇新 Principia 評価プログラムの開発 

第 2 年次 〇ＳＳＨに関する 109 の質問紙調査  〇生徒による授業評価 年 2 回 

〇学校運営協議会 年 2 回  〇ＳＳＨ運営指導委員会 年 2 回 

〇ＪＳＴ意識調査 在校生／卒業生／教員／ＳＳＨ主担当 

〇研究機関概要説明会／YouTube 公開  〇教員・研究機関対象 質問紙調査 

〇新 Principia ルーブリック  〇通年各行事におけるリフレクションシート 

 

○教育課程上の特例 

学科・ 

コース 

開設する教科・科目等  代替される教科・科目等  
対  象  

教科・科目名  単位数 教科・科目名  単位数 

普通科  

P r i n c i p i a ･ P r i n c i p i aⅠ ３ 
情報・社会と情報   ２  

第１学年  
総合的な探究の時間  １  

P r i n c i p i a ･ P r i n c i p i aⅡ ２  総合的な探究の時間  ２  第２学年  

Principia ･Principia Ⅲ １  総合的な探究の時間  １  第３学年  

数学・ＳＳ数学α  ５  
数学・数学Ⅰ  ３  

第１学年  
数学・数学Ａ  ２  

数学・ＳＳ数学β  ５  
数学・数学Ⅱ  ３  

第２学年  
数学・数学Ｂ  ２  

数学・ＳＳ数学γ  ５  数学・数学Ⅲ  ５  第３学年  

 

○令和４年度の教育課程の内容のうち特徴的な事項 

・令和４年度入学生は、教科「情報」の「社会と情報」２単位と「総合的な探究の時間」１単位を

「PrincipiaⅠ」３単位で代替。 

・スーパーサイエンスハイスクールの教育課程の特例として、教科「数学」の「数学Ⅰ」３単位と

「数学Ａ」２単位を「ＳＳ数学α」５単位で代替。 

・スーパーサイエンスハイスクールの教育課程の特例として、教科「数学」の「数学Ⅱ」４単位と

「数学 B」２単位を「ＳＳ数学β」５単位で代替。 

 

○具体的な研究事項・活動内容 

［A］学校設定教科「Principia」の充実 

課題研究のための学校設定科目「PrincipiaⅠ・Ⅱ・Ⅲ」及び「Super Principia」を設置する。研究

機関や大学・大学院等とも連携し、生徒の興味・関心に基づきながら、実験・フィールドワーク等

を含めた課題研究を体系的に行う。（※Super Principia は令和５年度開講） 

［B］生徒の能力を育む高大連携の研究 

生徒の知的好奇心の覚醒を目的とした大学院・大学との教育連携プログラムを実施する。“学問

の本質”を体験することで、主体的・創造的な探究力を育成し、より深い学びへとつなげる。また、

先進的な課題研究を行う事で、科学技術人材の素地を養い、将来日本の科学技術の発展をけん引す

る研究者となる意欲や能力を有する人材を育成できる。 

学科・コ

ース 

第１学年 第２学年 第３学年 対象 

教科・科目名 単位数 教科・科目名 単位数 教科・科目名 単位数 

普通科 PrincipiaⅠ ３ PrincipiaⅡ ２ PrincipiaⅢ ２ １･２年全員 

３年選択 

ＳＳ数学α ５ ＳＳ数学β ５    
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［C］科学的思考力を育む各教科・科目の学習内容及び学習方法の実践 

教科の特性を踏まえながら各教科会で検討を重ね、科学的思考力及び国際性を育成する学習活動

や学習方法を実践し、課題研究を軸としたカリキュラム・マネジメントを通じ “知”の活性化を

目指す。 

［D］科学的活動の促進 

科学的活動の地域への普及や学会・コンテスト等への参加を通じ、自身の考えを他者へ発信する

意義を認識し、自身の考えを俯瞰的に捉える力や、多様な価値観を享受する姿勢を身に付ける。同

時に科学への深い興味や関心に基づき、主体的・協働的に自身の研究活動を深化させ発展的かつ先

進的な課題研究を進めることで将来日本の科学的発展をけん引する科学技術人材の育成を目指す。 

［E］校外研修や国際交流プログラムを活用した国際性の育成 

語学力の強化と同時に、1 学年研修や研修旅行の中で海外の留学生とグローバルな視点から科学

的な課題を見出し発展的に協働研究などに取り組むことのできる力の育成を図っている。さらに、

グローバルな視野の獲得を目指し様々な国際交流プログラムを実施する。 

［Ｆ］運営指導委員会の開催  ［Ｇ］成果の発信・普及  ［Ｈ］事業の評価 

 ⑤ 研究開発の成果と課題  

○研究成果の普及について 

（１）ホームページの内容充実と更新回数の増加。 

（２）YouTube での学校紹介動画公開や Twitter や facebook などの SNS で発信力向上に努めた。 

（３）報告書・パンフレット等の配付 

 『ＳＳＨ研究開発実施報告書』、『Super Science High School』、『Research Support Book』 

『ＳＳＨ ＮＥＷＳ』※毎月刊行し、各家庭への配付のほか近隣中学校へも発信した。 

（４）イベント等の開催・参加 

（５）生徒研究発表会の公開／ゼミセッション、ポスターセッションの一般公開 

 

○実施による成果とその評価 

【成果１ カリキュラム・マネジメントの充実】 

カリキュラムにおける主な変更点は以下の通りである。「生徒による授業評価」を分析すると令

和 3年度 1学期から令和 4年度後期にかけ数学の SSHにかかる値が大きく向上したことがわかる。 

≪令和３年度導入≫  

・数学Ⅰと数学 A を統合して「SS 数学α」開設 ・PrincipiaⅠ４月～６月に事前研修プログラム実施 

≪令和４年度導入≫ 

・１コマあたりの授業時間を 55 分から 70 分に拡大・３学期制から前期・後期の２学期制へ移行 

・時間割をＡ週／Ｂ週制に移行。※前期終了後に時間割を変更 ・数学Ⅱと数学 B を統合して「SS

数学β」開設 ・PrincipiaⅠとⅡの縦の繋がり ※2 年生から 1 年生に助言する機会を設定 

 

【成果２ キャリア開発による卒業生の理系進学数の維持】 

ＳＳＨ指定以降、令和２年度卒業生において前年度から理系進路先が微減となったものの、Ｓ

ＳＨ指定前と比較すると理系進路先及び国際系進路先については高い割合で推移している。また、

SSH１期生（本校 71 期生）が大学 4 年を迎えたことを受けた卒業生ネットワークも構築した。 
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【成果３ 科学技術人材の育成】 

≪学会やコンテスト等へのエントリーグループ数の推移≫ 

平成 28 年度 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 令和 2 年度 令和 3 年度 令和 4 年度 

1 7 12 20 23 25 32 

 学会やコンテスト等に積極的に参加する生徒（グループ数）が増加し、「令和３年度 SSH 生徒

研究発表会ポスター賞」「日本鳥類保護連盟会長褒章」「高校生科学技術チャレンジＪＳＥＣ入

選」「第 16 回高校生理科研究発表会 奨励賞」など表彰を受けた。 

  

【成果４ 国際性を備えた人材の伸長】 

109 項目の質問紙調査を分析すると、Gloval Village プログラムがはじまった 73 期以降、グロ

ーバル意識の向上が如実にみてとれる。 

 

 

 

 

 

 

○実施上の課題と今後の取組 

【課題１ 科学への興味・関心の停滞】 

109 項目の質問紙調査における分析結果から「科学や科学技術への関心」の平均値が過去 5 年、

73 期生 2.9→74 期生 2.9→75 期生 3.1→76 期生 2.9→77 期生 3.0 と推移している。他項目と比較す

ると相対的に低い数値である。生徒の興味・関心に資する探究活動の中で、行事を区切りとした

時期に調査を行うなど回数を細分化する（1 年生は 4 月、12 月、３月の年 3 回）ことで分析を更

に深めていく。 

【課題２ 令和６年度に開設する学校設定科目の準備】 

 「データサイエンス」「プログラムサイエンス」「理科実験研究」「英語研究 S」は探究活動

にかかわる科目でＳＳＨⅡ期の核となる。年間指導計画ではクロスカリキュラムを明示する。 

【課題３ 新 Principia 評価プログラムの作成】 

 従来のルーブリックは、育成したい生徒の力が不明瞭な部分があった。令和２年度に開発した

リフレクションシートは、各プログラムにおいてどの資質・能力の向上につながったかを数値的

に把握するものだが、得られる数値は主観的なものだった。以上のことから、育成したい生徒の

力を明確にしたルーブリックに改定し指導と評価の一体化を目指した。今後、教員・生徒の負担

を考慮し明快で簡単なパフォーマンス評価になっているか実践を踏まえ検討し修正していく。  

【課題４ ＳＴＥＡＭ教育の視点からの教科等横断的な授業の実践と開発】 

 神奈川県教育委員会の事業の一環で、令和４年度に「ＳＴＥＡＭ教育研究推進校」に指定され

た。“課題研究の先進校”という本校の強みを最大限に生かしながら、教科等横断型の授業の実

践と開発について県内の高校をけん引していくことが求められる。各教科とＳＴＥＡＭ教育を往

還するために、教科等の教育と課題研究のクロスカリキュラム表の作成を急いでいる。 

 ⑥ 新型コロナウイルス感染症の影響  

Principia において、令和４年度後半は従来の対面授業と変わらぬ形態をとった。影響が大きか

ったのは、海外研修およびポスターセッションの校外での行事である。従来の海外研修はリモート

会議や Skype 交流を実施した。9 月に来校を予定していたマレーシアのスルタンイスマイル高校の

受入れは中止となった。３月に横須賀市文化会館で行う予定であったポスターセッションは、第８

波の出口が見えない中、学校での開催に舵を切らざるを得なかった。 
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別紙様式２－１ 

神奈川県立横須賀高等学校 指定第２期目 03～07 

 

❷令和４年度スーパーサイエンスハイスクール研究開発の成果と課題 

 

 ① 研究開発の成果 （根拠となるデータ等を「❹関係資料」に掲載すること。） 

【成果１ カリキュラム・マネジメント】 

ＳＳＨⅠ期の開発期間を経て、大規模なカリキュラム・マネジメントを行った。本校が定義す

る“知”の活性化を見据えた刷新で、令和 4 年度入学生からはじまる新学習指導要領を超える

改革になる。具体的なカリキュラムの改編は以下の通りである。 

≪令和３年度≫ 

・数学Ⅰと数学 A を統合して「SS 数学α」開設 

・PrincipiaⅠの単位を調整して、4 月~６月に事前研修プログラムを実施 

≪令和４年度≫ 

・１コマあたりの授業時間を 55 分から 70 分に拡大 

・３学期制から、前期・後期の２学期制へ移行 

・時間割をＡ週／Ｂ週制に移行。※前期終了後に時間割を変更 

・数学Ⅱと数学 B を統合して「SS 数学β」開設 

・PrincipiaⅠとⅡの縦の繋がり ※2 年生から 1 年生に助言する機会を設定 

 

●下表のとおり数学科の「生徒による授業評価」を分析すると、令和 3 年度 1 学期から令和 4

年度後期にかけて SSH にかかる数値が大幅に向上した。令和 3 年度から開設した学校設定科

目「SS 数学α」と「SS 数学β」にて課題研究と教科学習における“知の活性化”が進んだ

結果と分析できる。 

≪表①生徒による授業評価（数学）≫ 

 

 

  

 

※①～⑩の質問項目は❸63 頁に記載 

 

≪令和５年度≫ 

・数学Ⅲと数学 C を統合して「SS 数学γ」開設 

・「SS 数学β」の取扱内容に、数学 C のベクトルを追加 

・PrincipiaⅢの必修化（１単位） 

・課題研究発表大会を３月から 7 月に移行 

・Super Principia の開設（自由選択１単位） 

 ・PrincipiaⅡと PrincipiaⅢの縦の繋がり 

 

≪令和６年度≫ 

・学校設定科目「データサイエンス」「プログラミングサイエンス」「理科実験探究」「英語

研究Ｓ」の開設 

教育課程編成上の戦略的な改革の他、研究機関ならびに、課題研究にかかる Principia 担当教員か

らの要望を、新カリキュラムプロジェクトチームで検討し年次進行で進めていく。 
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【成果２ キャリア開発による卒業生の理系進学者数の維持】 

 

 

 

 

 

 

≪図１：平成 29 年度～令和３年度（５年間）の卒業生進路≫ 

 

ＳＳＨに指定されて以降、令和２年度卒業生については前年度から理系進路先が微減となった

ものの、ＳＳＨ指定前と比較すると理系進路先及び国際系進路先については高い割合で推移して

いる。一方で、令和２年度卒業生と令和３年度卒業生の進路先を比較・分析すると、理系は 48.5

％→48.3％と横ばい、文系は 45.9％→46.9％と微増、国際系は 5.7％→4.7％と微減となった。国

際系の微減はコロナ禍による国際交流の機会の減少、海外渡航規制等の措置が影響している可能

性があり今後注視したい。 

≪表２.進路先の内訳≫ 

 

 

 

 

 

 

 

なお、今年度は、ＳＳＨ１期生（本校 71 期生）が大学４年を迎えたことを受け、進学者および

研究職への就職者の人材バンク「横高研究者ネットワーク」を構築させた。今後も朋友会（本校

の同窓会組織）と連携しながらネットワークの拡充を進め、キャリア開発の手立てとして活用す

るほか、ＳＳＨ指定後における卒業生の動静を把握していきたい。 

 

【成果３ 科学技術人材の育成】 

ＳＳＨに指定されて以降、校外のコンテストや学会等に参加するグループは増加し続けており、

令和４年度は過去最多の 32 グループとなった。次年度は PrincipiaⅢの必修化と Super Principia が

始まる。３年間の課題研究を通してさらなる科学的人材の育成を果たしていく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪図２．PrincipiaⅢ受講者と学会等参加グループ数の推移≫ 
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 また、令和３年度と令和４年度におけるコンテストや学会での主な表彰実績は以下の通りであ

る。これらは、１期目から継続して開発してきた Principia の取組が“日本の科学的発展を牽引す

る研究者となる意欲を持つ人材の育成”に一定の効果を与えた成果である。 

 

●令和３年度 

・令和３年度 SSH 生徒研究発表会 ポスター賞 

・Grass Roots Innovator Contest In Kanagawa2021 優秀賞 

・第 55 回全国野生生物保護活動発表大会 奨励賞 

・日本鳥類保護連盟会長褒章 

・情報通信研究機構（NICT）オープンハウス 2021 テクノロジー賞／イマジネーション賞 

・多言語翻訳ハッカソン発表会 フェアリーデバイゼス賞／マルチリンガル賞 

・科学の甲子園神奈川大会 実技第４位 

 

●令和４年度 

 ・高校生科学技術チャレンジＪＳＥＣ入選 

・第 16 回高校生理科研究発表会 奨励賞 

 ・かながわ部活ドリーム大賞 科学部 アクティブ賞 

 ・神奈川県立高校児童、生徒表彰  

 

 

≪表３．学会やコンテスト等へのエントリーグループ数の推移≫ 

平成 28 年度 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 令和 2 年度 令和 3 年度 令和 4 年度 

1 7 12 20 23 25 32 

 

校外の学会やコンテスト等に積極的に参加する生徒（グループ数）が増加している。新型コロ

ナウィルス感染症拡大の影響で、令和２年度と令和３年度の伸び率は鈍化したものの、令和 4 年

度は大きく続伸した。 

 

 

【成果４ 国際性を備えた人材の伸長】 

 109 の質問紙調査の定点観測（1 年生の冬季実施）を分析すると、Gloval Village プログラムが

はじまった 73 期以降の数値で「人権の尊重」「他国文化の理解」「世界連携意識」が向上してい

る。グローバル意識の向上が如実に表れた結果である。 

 

≪表４．109 の質問紙調査 国際性抜粋≫ 

 

 

 

 

 

 

 

109 の質問紙調査の詳細は❹73~75 頁  
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 ② 研究開発の課題   

【課題１ 科学への興味・関心】 

109 項目の質問紙調査における分析結果から「科学や科学技術への関心」の平均値が過去５

年、73 期生 2.9→74 期生 2.9→75 期生 3.1→76 期生 2.9→77 期生 3.0 と推移している。他項目と

比較すると相対的に低い数値である。生徒の興味・関心に資する探究活動の中で、行事を区切

りとした時期に調査を行うなど回数を細分化する（1 年生は 4 月、12 月、３月の年 3 回）こと

で分析を更に深めていく。 

≪表４．109 の質問紙調査 科学への興味・関心 過去 5 年≫ 

 

 

 

 

 

 

しかしながら、生徒による授業評価における教科ごとの分析結果からは、「科学への理解・

関心」の項目が上がっている教科も見受けられるので、なぜ数値が向上したのかを適切に分析

し、その結果を全教科・全教職員にフィードバックする必要がある。 

 

【課題２ 令和６年度に開設する学校設定科目の準備】 

  新カリキュラムプロジェクトチームと連携し、「データサイエンス」「プログラムサイエン

ス」「理科実験研究」「英語研究 S」の開設に向けた準備がスタートする。これらは探究活動

にかかわる科目でありＳＳＨⅡ期の核となる科目として育てていく。令和５年度は、各教科と

の協議を踏まえながら担当教員を決定し、年間指導計画を作成する。 

 

【課題３ 新 Principia 評価プログラムの作成】 

  第Ⅰ期で開発したルーブリックは、育成したい生徒の力が不明瞭な部分があった。令和２年

度に開発したリフレクションシートは、各プログラムにおいてどの資質・能力の向上につなが

ったかを数値的に把握するものだが、得られる数値は主観的なものだった。以上のことから、

育成したい生徒の力を明確にしたルーブリックに改定するとともに、リフレクションシートで

資質・能力の変容を客観的に把握できるようにし、指導と評価の一体化を目指すこととした。

なお、教員・生徒の負担を考慮し、明快で簡単なパフォーマンス評価のシステム化を図ってい

く。ならびに、批判的思考力を図る学校独自のテストを PrincipiaⅠの事前指導プログラムの中

で実施した。今後も開発を続け、実施する適切な時期を検討する。さらに、Principia における

“縦のつながり”を重視したプログラムをどう評価に反映させるかが大きな課題である。  

 

【課題４ 教科等横断的な授業の実践と開発】 

  神奈川県教育委員会の事業の一環で、令和４年度に「ＳＴＥＡＭ教育研究推進校」に指定さ

れた。“課題研究の先進校”という本校の強みを最大限に生かしながら、教科等横断型の授業

の実践と開発について県内の高校をけん引していくことが求められる。現在、事業を担当する

教員がほぼ同じ分掌であるので、教員の負担軽減を視野にＳＳＨ事業との棲み分けを視野に入

れつつ円滑な運営に取り組む必要がある。「各教科」と「課題探究 Principia」さらには「ＳＴ

ＥＡＭ教育」が往還するために、教科等についての教育と課題研究のクロスカリキュラム表（令

和５年度版）を作成予定である。 
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❸実施報告書 

①「研究開発の課題」について 

１ 研究開発課題名 

  科学的リテラシーと国際性を有し、未知の課題を科学的に解決できる人材の育成 

 

２ 研究開発の目的・目標 

（１）目的 

 科学的リテラシーと国際性を兼ね備え、自ら課題を発見し、その解決に向けて主体的・協働的に取

り組み、持続可能な社会の実現に貢献し、創造力をもって解決方法を世界に向けて発信できるリーダ

ーとなる人材育成を図る。  

（２）目標 

 （Ⅰ）既有の知識を用いて「与えられた問題を解く」だけでなく、知恵を絞り、「自ら課題を見いだ

 し解決する」経験を積むことにより、“未知に挑む力”を養い、情報化やグローバル化が急速に

 進むこれからの社会において、国際感覚を持って主体的・協働的に活躍できる人材を育成する。 

 （Ⅱ）基礎的・基本的な知識・技能や高い倫理観を有し、自らの考えを俯瞰的に捉えることができ

 る力を育成すると同時に、他者の意見を尊重し、多様な価値観を享受できる人材を育成する。  

 （Ⅲ）将来、日本の科学技術の発展をけん引する研究者となる意欲や能力を有する人材を育成する。 

 

３ 研究開発の概要 

 科学的にものごとをとらえ、思考・判断し、それを海外に向かって発信できる人材を育成する教育

課程を開発、実践し検証を行う。学校設定教科「Principia」を設置し、外部機関等との連携を含めた

先進的な課題研究を体系的に行い、生徒の変容を検証する。また､研究に対し高い倫理観を身に付け

た科学技術をけん引するリーダーを目指す人材を育成する｡ 

 本校が掲げる仮説は、以下の５つである。 

 《仮説１》汎用的な思考力を育成する課題研究プログラムの開発 

 《仮説２》国際的な視野を持つ科学技術人材の育成   

 《仮説３》カリキュラム・マネジメントを通じた“知”の活性化     

 《仮説４》生徒主体の運営体制の構築 

 《仮説５》パフォーマンス評価に基づいた評価システムの実践 

 

さらに、「科学への理解・関心」「論理的思考力」「国際的な視野」「情報収集・情報処理能力」「科学 

を応用する力」「主体性」を身に付けさせるための具体的な研究開発テーマは以下の通りである。 

［Ａ］学校設定教科「Principia」の充実 

［Ｂ］生徒の能力を育む高大連携の研究 

［Ｃ］科学的思考力を育む各教科・科目の学習内容及び学習方法の実践 

［Ｄ］科学的活動の促進 

［Ｅ］校外研修や国際交流プログラムを通じた国際性の育成 

このほか、研究開発の取組の充実を図るため、運営指導委員会の開催を通じた指導・助言の機会、

地域との積極的な関わりやＩＣＴ・ＳＮＳなどの有効活用を図りながら推進した成果の発信や普及、

実施の効果を的確に分析できるよう事業の評価の場面を多く設定し、それぞれ 

［Ｆ］運営指導委員会の開催 

［Ｇ］成果の発信・普及 

［Ｈ］事業の評価 

のテーマに分類して、分析した。  
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②「研究開発の経緯」について 

 

  ※ 科学的活動の促進はコンテスト・学会のみ記載 

川村研究室の自転車 
発電 
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［Ａ］学校設定教科「Principia」の充実 

 ●PrincipiaⅠ（３単位） 

４月  教員向けオリエンテーション／事前研修プログラム開始(６月まで) 

５月  Global Village Program（国際性を育成する３日間の研修） 

６月  研究機関リサーチ 

７月  研究機関配属先決定／キーワード調査／研究計画書作成／課題研究開始 

８月  課題研究を学ぶ意義 YouTube講座 

２月  アブストラクト提出／研究機関ゼミセッション 

    ３月  ポスターセッション 

    ※年間を通して探究にかかる研究倫理や統計処理、プログラミングも学習 

●PrincipiaⅡ（２単位）           

４月  教員向けオリエンテーション／研究計画書作成／校内研究ディスカッション 

２月  アブストラクト提出／ポスター提出 

３月  ポスターセッション／ビデオレター作成 

 ●PrincipiaⅢ（選択１単位） 

４月  学会、コンテスト等ターゲット決定／研究計画書作成 

    ７月  グループミーティング（中間報告会） 

９月  ポスター提出／論文提出  

 

［Ｂ］生徒の能力を育む高大連携の研究 

  ●横高アカデミア横浜国大 

４月 「深層学習の深層」  横浜国立大学理工学部  濱上知樹 教授 

 「人工知能（AI）のキモチを知ろう！」 横浜国立大学理工学部 荒木拓人 教授 

５月 「未来のクルマは何で動く？」   横浜国立大学理工学部 金井俊光 教授 

 ８月 研究室訪問  中間ゼミ（～10月） 

 

  ●横高アカデミア総研大 

 ４月  課題研究講義①  国立情報学研究所    橋爪宏達 教授 

                 高エネルギー加速器研究機構   大谷将士 教授 

 ５月 課題研究講義①  総合研究大学院大学先導科学研究科生命共生体進化学 

木下充代 准教授 渡邊崇之 助教 

     ８月  研究室あるいは研究所訪問  中間ゼミ（～10月） 

 

  ●高大連携講座 

 ５月 朋友会リレチャン企画「横須賀高校で見つかった絶滅危惧種」 

麻布大学 中谷樹里奈（H30卒 71期生） 

７月  アントレプレナーシップ「起業家交流会」  ＢＩＯＴＡ 伊藤光平氏 

８月 オンライン講座「課題研究を学ぶ意義」  上智大学 栗原峰夫 特任教授 

12月 海洋教育フォーラム講座 

「船舶を活用した海洋浮遊ごみの回収の試みとサーマルリサイクル」 

                    防衛大学校 川原秀夫 先生 

「深海生菌類 -未知なる多様性と可能性-」 JAMSTEC 長野由梨子 先生 

     １月 特別講座「川村研究室の自転車発電機」 東京理科大学 川村康文 教授 
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［Ｃ］科学的思考力を育む各教科・科目の学習内容及び学習方法の実践  

 ４月 新着任者 Principiaオリエンテーション ／ 教科代表者会議→教科会 

 ９月 第１回生徒による授業評価 ／ フィードバックシートを授業者へ配付・分析   

 11月 授業見学週間／公開研究授業「主体的・対話的で深い学び」 

  12月 第２回生徒による授業評価 ／ 横高スペシャル講座※２日間の教科等横断型講座 

 １月 生徒対象 109の質問紙調査 ／ フィードバックシートを授業者へ配付・分析 

    ３月 Principiaルーブリック完成（ＳＳＨ２期版） 

※令和４年度に参加した他校公開授業、発表会等の一覧 

・京都府立洛北高等学校 ・京都府立桃山高等学校 ・京都府立嵯峨野高等学校 

 ・鳥取県立鳥取西高等学校 ・学校法人鶏鳴学園青翔開智中高等学校 

 ・栃木県立栃木高等学校 ・国立お茶の水女子大学附属高等学校 ・国立筑波大学附属駒場中高等学校 

・神奈川県立厚木高等学校 ・県立神奈川工業高等学校・県立多摩高等学校・県立相模原弥栄高等学校 

・県立秦野高等学校 ・県立希望ヶ丘高等学校 ・県立翠嵐高等学校 ・県立鎌倉高等学校 

   

［Ｄ］科学的活動の促進 

●理数系コンテスト／学会 

３月 第 95回日本細菌学会総会 中・高校生研究セッション／日本天文学会 Jrセッション 

  2022電子情報通信学会総合大会 ISS特別企画ジュニア＆学生ポスターセッション 

７月 第 30回日本健康教育学校学術大会（群馬） 

   ８月  令和４年度ＳＳＨ生徒研究発表大会（神戸）／高校生バイオサミット鶴岡（慶應大SFC） 

   令和４年度マスフェスタ（大阪大手前高校）／全国高校生理科・科学論文大会 

９月  第 16回高校生理科研究発表会（千葉大学） 

 10月 高校生科学技術チャレンジＪＳＥＣ入選／日本学生科学大賞神奈川大会 

   11月  科学の甲子園県大会（総合教育Ｃ）／海の宝アカデミックコンテスト（北海道大学） 

Grass Roots Innovator Contest in Kanagawa 2022（神奈川工科大学） 

12月  第 82回海洋教育フォーラム（横須賀市） 

１月  みんなの理科フェスティバル（横須賀文化会館） 

   ３月  電子情報通信学会ＭＶＥ（沖縄）／第 19回日本物理学会 Jr セッション 2023（東京） 

         神奈川県教育委員会主催「かながわ探究フォーラム」、「探究的学習発表会」 

 

  ●科学部の主な活動／地域貢献活動 

   ４月 磯の観察会 

 ５月 「横高で見つかった絶滅危惧種」トウキョウサンショウウオ保全活動を同窓会へ配信 

７月  万代テラコヤ「科学教室」開催／衣笠商店街夕涼み会「科学教室」開催 

 天体観測会（三浦初声高校共催） 

 ８月 科学部 OBによる講座「野生生物の手足の骨を観察しよう」 

  横須賀市立長沢中学校「科学実験教室」開催 

 ９月 文化祭における活動報告／演示実験（信号反応・炎色反応） 

12月 トウキョウサンショウウオ里親会オンライン交流会／生息地の環境整備／産卵準備 

   １月 みんなの理科フェスティバル参加「銀樹のワークショップ」 

   ３月 科学部機関紙「ＳＣＩＥＮＣＥ」発行 

 

  ●フィールドワーク 

 ４月 三浦郡葉山町海岸での貝殻調査（7月までに合計 22海岸で調査した） 

 ５月 JAよこすか葉山「すかなごっそ」周辺調査 ／ 久里浜海岸ゴミ調査① 
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 ７月 横須賀美術館調査／池子の森自然公園自然環境調査 

  平作川ゴミ調査 

 10月 大楠山・城ヶ島植生調査／衣笠山周辺調査 

  ノジマモール横須賀支店リサイクリエーション回収 

  神奈川県立近代美術館調査 

  久里浜海岸ゴミ調査② ／ 久里浜花の国蝶調査 

 11月 堀之内～海釣り公園での微動調査 

12月 東京工業大学（大岡山キャンパス） 物質理工学院材料系研究室訪問・調査 

横浜港湾調査クルーズ 

 

［Ｅ］校外研修や国際交流プログラムを通じた国際性の育成 

    ５月 Global Classmates Summit 2022 選抜 

Global Village Program（第１学年対象の英語による３日間の研修） 

６月 留学生プログラム（第２学年対象の英語による２日間の研修） 

    11月 ＰＤＡ神奈川県高等学校即興型英語ディベート交流大会３位 

         神奈川県高等学校スピーチコンテスト 

12月 World café神奈川総合高校／マレーシア・スルタンイスマイル高校と Skype交流 

 ３月 横浜サイエンスフロンティア高校 ysfFIRSTエントリー 

 

［Ｆ］運営指導委員会の開催 

 10月 第 1回運営指導委員会開催 

 ３月 第２回運営指導委員会開催予定（３月 17日実施予定） 

 

［Ｇ］成果の公表・普及 

 ４月 令和３年度研究開発実施報告書配付 ＳＳＨパンフレット発行 

        横高生探究副読本 Research Support Book発行 

 ９月 文化祭ＳＳＨブース展示 

    11月 公開研究授業 

 12月 横高スペシャル講座 

 １月 みんなの理科フェスティバル 

    ２月   ゼミセッション 

３月 ポスターセッション／科学部機関紙「ＳＣＩＥＮＣＥ」発行 

    通年 月１回「ＳＳＨ ＮＥＷＳ」発行 ※各号は横須賀市立中学校に発送 

     小・中学生向け「科学実験教室」開催（万代テラコヤ／衣笠商店街／長沢中学校） 

 

［Ｈ］事業の評価 

 ７月 １年生対象 ＳＳＨに関する 109の質問紙調査 ／ 生徒による授業評価① 

  ８月 第１回学校運営協議会 

    10月  第 1回ＳＳＨ運営指導委員会 

 12月 生徒による授業評価②／ＳＳＨに関する 109の質問紙調査 

  ＪＳＴ意識調査 在校生／卒業生／教員／ＳＳＨ主担当 

 １月  第２回学校運営協議会 

 ２月 研究機関概要説明会（YouTube公開） ／ 教員・研究機関対象 質問紙調査 

 ３月 新 Principiaルーブリック／第２回ＳＳＨ運営指導委員会 

 ※通年 各行事におけるリフレクションシート  
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③「研究開発の内容」について 

≪現状の分析≫ 

本校は、明治 41年に神奈川県立第四中学校として開校した県内有数の伝統校の一つである。百

有余年の歴史の中、政財官界はもとより、科学分野においてもノーベル物理学賞受賞の小柴昌俊博

士を筆頭に有為な人材を多数輩出している。 

平成 19年度、県教育委員会より学力向上進学重点校の指定を受け、平成 28年度からの県立高校

改革「実施計画（Ⅰ期）」のなかで、「学力向上進学重点校エントリー校」及び「理数教育推進校」

に指定され、神奈川県における理数教育の拠点として位置付けられた。さらに、平成 28 年度に指

定されたスーパーサイエンスハイスクール事業では、“科学的な思考力と国際性を持ち、自ら積極

的に課題を発見し、その解決に向けて主体的・協働的に取り組み、持続可能な社会の発展に貢献で

きる国際的なリーダーとなる人材の育成を図る”ことをねらいとした。令和３年度、Ⅱ期ＳＳＨ指

定を期に、本校の課題である【１】科学への興味・関心【２】国際性の育成【３】カリキュラム・

マネジメントと評価システム の向上に向け新しい仮説を立て研究テーマを定めた。 

さらに、令和４年度は神奈川県から「ＳＴＥＡＭ教育推進指定校」に指定された。それに伴い教

科等横断的な教育課程や指導方法、学習プログラム等の開発および、その実践を、本校の強みであ

る先進的な課題研究を生かしながら推進する。具体的には、探究と創造のサイクルを結びつけるよ

うな【４】教科等横断的な授業の実践と開発である。 

また、下図の通りＳＳＨ指定以降、理系学部及び国際系学部への進学者数が指定前と比較し増加

してきた。すべての授業で生徒の思考力や課題解決力、表現力の育成を目指しており、特に理数系

教科の授業においては、科学的なものの見方・考え方を働かせ、論理的思考力を高めるよう取り組

んでいることが成果につながっているといえる。さらに、令和３年度卒業生（74期)の進路先の傾

向を分析すると、理系は横ばい、文系は微増、国際系は微減となった。国際系の微減はコロナ禍に

よる国際交流の機会の減少、海外渡航規制等の措置が影響している可能性があり今後注視したい。

令和４年度卒業生（75期）の分析が待たれる。 

 

 

 

 

 

 

【１】科学への興味・関心 

109の質問紙調査では相対的に“科学への興味・関心”が低いものの、令和３年度から令和４年

度の「生徒による授業評価」の結果を分析すると、教科によって“科学への理解・関心が高まった”

（４段階評価の３，４）と回答した生徒が増加していた。特に、外国語は 60.8→66.8（％）、数学

は 61.1→69.9（％）と大幅に向上している。これらの教科で共通しているのは、実社会で生きる教

材を活用し教科等横断型のテーマを多く扱ったことであった。さらには、グループワークやペア学

習など、従来の指導法から脱却しアクティブな要素を多く取り入れた授業が多かったのも忘れては

ならない。他教科への指標になる数値なので、全教科における令和５年度の授業計画に活かしてい

きたい。また、同項目は時期によっては若干向上している傾向も見て取れる。これは、課題研究が

基礎→応用→完成と向かう流れの中で、科学の芽が育つ瞬間があるのではないかと推測できる。そ

のタイミングを逃さないカリキュラムの構築が今後必要になると判断できる。調査をする回数を増

やすことで、時系列をさらに細分化していきたい。 
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令和２年度　ＳＳＨ生徒用質問紙アンケート集計結果（学年ごと）

70期
２年次
１月

１年次
１月

２年次
12月

３年次
12月

平均
１年次
４月

１年次
12月

２年次
12月

３年次
12月

平均
１年次
４月

１年次
12月

２年次
12月

３年次
12月

平均
１年次
４月

１年次
12月

２年次
１月

３年次
12月

平均
１年次
６月

１年次
１月

２年次
１月

３年次
12月

平均
1年次
12月

２年次
12月

１年次
６月

１年次
12月

科学や科学技術への関心 3.5 3.5 3.0 3.0 3.2 3.2 3.0 2.9 3.0 3.0 2.9 2.9 2.9 3.1 2.9 2.9 2.9 2.8 3.1 2.9 3.0 3.0 3.1 3.1 3.1 3.0 2.8 3.0 3.0

生きていくうえでの理科の必要性 3.3 3.4 3.0 3.1 3.2 3.0 3.4 3.1 3.1 3.1 3.2 3.2 3.3 3.2 3.2 3.3 3.2 3.2 3.2 3.2 3.5 3.4 3.3 3.2 3.3 3.4 3.1 3.3 3.2

観察実験活動への興味 3.4 3.4 3.0 3.2 3.2 3.2 3.2 3.2 3.2 3.2 3.6 3.4 3.4 3.3 3.4 3.7 3.4 3.4 3.5 3.5 3.9 3.7 3.5 3.5 3.6 3.7 3.4 3.7 3.5

身近な問題への科学的解決への興味 3.6 3.6 3.2 3.1 3.3 3.4 3.3 3.1 3.3 3.3 3.4 3.3 3.3 3.3 3.3 3.4 3.3 3.3 3.3 3.3 3.7 3.6 3.6 3.5 3.6 3.6 3.3 3.5 3.5

自分の将来と理科の関連性 3.2 3.1 3.3 3.1 3.2 3.7 3.4 3.3 3.2 3.4 3.7 3.5 3.5 3.3 3.5 3.7 3.5 3.4 3.4 3.5 3.8 3.7 3.6 3.5 3.7 3.7 3.2 3.7 3.5

理科学習で身につく力 2.4 2.4 3.4 3.5 3.1 3.7 3.5 3.4 3.4 3.5 4.0 3.8 3.8 3.7 3.8 4.0 3.8 3.7 3.7 3.8 4.2 4.0 3.9 3.8 4.0 4.0 3.7 4.0 3.8

理科学習の非直接的効果 3.6 3.6 3.2 3.1 3.3 3.2 3.1 2.9 3.1 3.1 2.9 3.1 3.1 3.2 3.1 3.0 3.1 3.1 3.2 3.1 3.1 3.3 3.2 3.1 3.2 3.3 3.1 3.0 3.2

科学技術発展の大切さ 3.5 3.3 3.3 3.5 3.4 3.5 3.3 3.6 3.4 3.5 4.0 3.8 3.9 3.8 3.9 4.0 4.0 3.9 3.8 3.9 4.2 4.1 4.1 3.9 4.1 4.1 3.8 4.0 3.9

主体的に関わるための環境 3.5 3.4 2.9 3.0 3.1 2.9 3.1 3.2 3.1 3.1 3.1 2.9 3.2 3.2 3.1 3.2 3.1 3.2 3.2 3.2 3.5 3.2 3.2 3.2 3.3 3.2 3.0 3.3 3.1

論理的思考力、判断力 3.1 3.2 3.6 3.6 3.5 3.7 3.7 3.5 3.5 3.6 3.8 3.7 3.7 3.7 3.7 3.7 3.9 3.7 3.7 3.7 3.9 4.0 3.9 4.0 3.9 4.0 3.7 3.9 3.8

創造的思考力 2.6 2.6 3.5 3.5 3.2 3.5 3.6 3.4 3.4 3.5 3.6 3.7 3.7 3.7 3.7 3.6 3.9 3.7 3.6 3.7 3.7 3.9 3.8 3.9 3.8 3.9 3.7 3.8 3.7

科学リテラシー 3.0 3.0 3.5 3.6 3.4 3.6 3.6 3.5 3.4 3.5 3.7 3.8 3.8 3.8 3.8 3.6 3.9 3.7 3.7 3.7 3.8 4.0 3.9 4.0 3.9 4.0 3.7 3.8 3.7

協同効用因子 3.0 3.1 3.4 3.6 3.4 3.6 3.6 3.6 3.4 3.5 4.0 3.9 3.8 3.7 3.9 4.1 4.0 3.8 3.8 3.9 4.2 4.1 4.0 4.0 4.1 4.1 3.8 4.1 3.9

個人志向因子 3.0 2.9 3.2 3.1 3.1 3.3 3.3 3.0 3.0 3.2 3.2 3.2 3.1 3.1 3.2 3.1 3.1 2.9 3.1 3.0 3.0 2.9 3.0 3.1 3.0 2.9 3.2 3.0 2.9

互恵懸念因子 3.0 3.1 3.0 2.6 2.9 2.9 3.0 2.4 2.6 2.7 2.1 2.3 2.3 2.5 2.3 2.0 2.2 2.2 2.5 2.2 1.8 2.0 2.1 2.3 2.0 2.0 2.3 2.0 2.1

人権の尊重 3.3 3.4 2.9 3.6 3.3 2.9 3.5 3.6 3.4 3.3 3.9 3.8 3.8 3.8 3.8 4.0 3.8 3.8 3.7 3.8 4.2 4.0 3.9 3.9 4.0 4.0 3.7 4.0 3.9

他国文化の理解 2.7 2.9 3.3 3.4 3.2 3.4 3.1 3.4 3.3 3.3 3.6 3.6 3.5 3.5 3.5 3.7 3.6 3.5 3.5 3.6 3.8 3.8 3.7 3.7 3.7 3.8 3.5 3.7 3.7

世界連帯意識 3.6 3.6 2.8 3.5 3.3 2.6 3.0 3.5 3.4 3.1 3.9 3.8 3.7 3.6 3.8 4.0 3.8 3.8 3.6 3.8 4.2 4.0 4.0 3.9 4.0 4.0 3.7 4.0 3.9

外国語の理解 3.1 2.9 2.8 3.2 3.0 2.8 3.8 3.2 3.2 3.2 3.4 3.3 3.3 3.3 3.3 3.5 3.4 3.3 3.2 3.4 3.5 3.4 3.3 3.1 3.3 3.4 3.3 3.4 3.3

76期 77期75期74期

因子

73期72期71期

科
学
へ
の
興
味

、
関
心

思
考
力

協
働
性

国
際
性

【２】国際性の育成 

国際系学部への進路状況は微増ではあるものの、109の質問紙調査における国際性の項目は、こ

の４年間で「人権の尊重」「他国文化の理解」「世界連携意識」が明らかに向上している。向上がは

じまった 73期生は、Global Village Program（新入生研修）がスタートした学年であり、生徒の

グローバル意識に大きな変革をもたらした行事であるといえる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国際性を分析すると… 

 

 

 

 

 

 【３】カリキュラム・マネジメントと評価システム 

  ＳＳＨⅠ期の開発期間を経て、大規模なカリキュラム・マネジメントを行い、令和３年度入学生か

らは教育課程を大刷新した。令和４年度入学生からは新学習指導要領の運用がスタートするが、それ

に先駆けた改革になる。令和６年には、プログラムサイエンスやデータサイエンスが開講されるので、

「情報」との連携にかかる部分の連携が必要になる。以下は、令和４年度の主な刷新である。 

（１）55分授業→70分授業 

  （２）３学期制→２学期制 

  （３）A週／B週で運用し、10月に時間割変更 

  （４）令和６年度に開校する、学校設定科目「Super Principia」「データサイエンス」「プログラム   

サイエンス」「理科実験研究」「英語研究 S」の準備ＷＧの発足（カリキュラムＰＴ） 

  （５）Principiaにおける“縦のつながり”の重視した体系的なプログラム 

  また、今年度一部刷新した新ルーブリックでは、本校独自の評価指標であるリフレクションシート

との項目のズレが解消された。令和４年度末に年間を通した分析を行い、令和５年度以降に段階的に

修正していく予定である。 

 

【４】教科等横断的な授業の実践と開発 

  神奈川県教育委員会の事業の一環で、令和４年度に「ＳＴＥＡＭ教育研究推進校」に指定された。

当面、向こう３年間の取組になるが、７年間のＳＳＨ指定を経た“課題研究の先進校”という本校の

強みを最大限に生かしながら、県内の公立高校をけん引していくことが求められる。今年度の新たな

取組として、以下の２つの目的のもと「横高スペシャル講座」を実施した。 

①普段の授業からさらに発展的、専門的内容に触れる機会をつくるとともに、実技能力のさらなる

習得の機会をつくる。 

②教科等横断型の授業によって、多角的な視点での学習を行うとともに、複数分野にまたがる総合

的な知識を得る。  
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ａ．研究開発の仮説 

《仮説１》汎用的な思考力を育成する課題研究プログラムの開発 

「PrincipiaⅠ」の事前研修プログラムや、地域の研究者と協働した探究活動を通じ、高い倫理観

を備えた人材を育成することができる。「PrincipiaⅡ」や「PrincipiaⅢ」での課題研究を通じ、自

ら課題を見いだし、仮説を立て検証する過程を経験することで、他者と協働する力や汎用的な思考力

を育成することができる。 

《仮説２》国際的な視野を持つ科学技術人材の育成 

新入生宿泊研修や研修旅行、姉妹校交流や国際交流プログラム等への主体的・積極的な参加を通

じ、国際的な視野で物事を捉える姿勢を養うとともに、多様な価値観を享受できる人材を育成でき

る。「Super Principia」や「横高アカデミア」受講生徒及び科学部部員等による先進的な課題研究に

より、将来、日本の科学技術の発展をけん引する研究者となる意欲や能力を有する人材を育成でき

る。 

《仮説３》カリキュラム・マネジメントを通じた“知”の活性化 

課題研究を軸とした組織的なカリキュラム・マネジメントにより、基礎的・基本的な知識や技能の

習得を土台に、科学的リテラシーや国際性の育成を主眼に置いた各教科による授業改善や、“知の融

合”をテーマとする公開研究授業を通し、学びへ向かう主体性を育むことができる。 

《仮説４》生徒主体の運営体制の構築 

「PrincipiaⅠ」における研究について、翌年度の４月に新入生向けの成果発表会を行うこと、

「PrincipiaⅡ」と「PrincipiaⅢ」を４月～７月の期間、同教室で実施すること等により、生徒間の

“縦のつながり”を構築する。生徒ＳＳＨ委員会の積極的な運営をサポートし、ＳＳＨに係る行事

等では生徒主体の運営体制を構築する。これらの実践を通じ、自らの考えを俯瞰的に捉える力や他

者の意見を尊重する姿勢を身に付けることができる。 

《仮説５》パフォーマンス評価に基づいた評価システムの実践 

ルーブリックの改訂を通じ、育成したい力を客観的に評価することができる。また、評価結果を生

徒・教員に対し迅速にフィードバックすることで、自らを振り返る機会や指導力向上へとつなげるこ

とができる。 

 

研究テーマに関連する仮説は以下の通りである。 

テーマ 仮説１ 仮説２ 仮説３ 仮説４ 仮説５ 

［Ａ］学校設定教科「Principia」の充実 ● ●  ● 〇 

［Ｂ］生徒の能力を育む高大連携の研究 ● ●   〇 

［Ｃ］科学的思考力を育む各教科・科目の学

習内容及び学習方法の実践 
●  ●  〇 

［Ｄ］科学的活動の促進 ● ●   〇 

［Ｅ］校外研修や国際交流プログラムを通じ

た国際性の育成 
 ●  ● 〇 

［Ｆ］運営指導委員会の開催     〇 

［Ｇ］成果の発信・普及    ● 〇 

［Ｈ］事業の評価     〇 

 

次頁からの『 b.研究内容・方法・検証 』では、上記表の［Ａ］～［Ｅ］について記載する。 

なお、実施計画書において仮説５と各テーマの関連は明記していないものの、その性質上全てのテーマ

に関連するものとし「〇」で表記している。   
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ｂ．研究内容・方法・検証 

［Ａ］学校設定教科「Principia」の充実 …仮説１／仮説２／仮説４ 

◇内容 

課題研究のための学校設定科目「PrincipiaⅠ・Ⅱ・Ⅲ」及び「Super Principia」を設置する。研

究機関や大学・大学院等とも連携し、生徒の興味・関心に基づきながら、実験・フィールドワーク等

を含めた課題研究を体系的に行う。（※Super Principiaは令和５年度に新規開講） 

 

 

 

 

 

 

 

 

●令和４年度 連携大学・大学院及び研究機関等一覧 

 研究機関名 所在地 科目 

1 一般財団法人 電力中央研究所 横須賀運営センター 横須賀市 PrincipiaⅠ 

2 神奈川県立金沢文庫 横浜市 PrincipiaⅠ 

3 防衛大学校 横須賀市 PrincipiaⅠ・Ⅱ 

4 花王株式会社 東京都 PrincipiaⅠ・Ⅱ 

5 神奈川歯科大学 横須賀市 PrincipiaⅠ・Ⅱ 

6 国土交通省 国土技術政策総合研究所 横須賀市 PrincipiaⅠ 

7 横須賀アーティスト村 横須賀市 PrincipiaⅠ 

8 株式会社 横須賀テレコムリサーチパーク 横須賀市 PrincipiaⅠ・Ⅱ 

9 横須賀市自然・人文博物館 横須賀市 PrincipiaⅠ・Ⅱ 

10 NTT人間情報研究所 横須賀市 PrincipiaⅠ 

11 
国立研究開発法人  

海上・港湾・航空技術研究所 港湾技術研究所 
横須賀市 PrincipiaⅠ 

12 国立大学法人 総合研究大学院大学 横須賀市 PrincipiaⅡ 

13 神奈川県立保健福祉大学 横須賀市 PrincipiaⅠ・Ⅱ 

14 国立大学法人 横浜国立大学理工学部 横浜市 PrincipiaⅡ 

15 慶応義塾大学環境情報学部 藤沢市 PrincipiaⅠ 

16 京急建設株式会社 横浜市 PrincipiaⅠ 

17 観音崎自然博物館 横須賀市 PrincipiaⅠ 

18 よこすか葉山農業協同組合 横須賀市 PrincipiaⅠ 

19 国立研究開発法人 宇宙航空研究開発機構 相模原市 PrincipiaⅠ 

20 麻布大学獣医学部 相模原市 PrincipiaⅡ 

 ※令和５年度からは、横浜市立大学付属病院、横浜国立大学教育学部と新たに連携 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

PrincipiaⅠ PrincipiaⅡ PrincipiaⅢ Super Principia

必修 

※PrincipiaⅠでの研究を継続する生徒は、引き続き研究機関と連携して進める。 

研究機関と連携した探究活動 自らが見いだした課題に対する主体的な課題研究 
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◎方法 

                         ※太枠内は、令和５年度から 

科目名 対象者と主な実施方法 

PrincipiaⅠ 

 

（３単位） 

１年生全員履修 

 課題研究の必要性と意義、研究倫理を学ぶ校内研修の実施（４～６月） 

 ２年生によるオーラルセッションの参観（４月） 

 国際感覚を養うと共に課題研究の基本姿勢を学ぶ新入生研修の実施（５月） 

 探究活動に必要な情報リテラシーの習得（４～６月） 

 所属する研究機関を検討するための「研究機関リサーチ」の実施（６月） 

 １人あたり３つの研究機関と研究テーマの概要を調査 

 調査結果を全員がプレゼンテーション 

 地域の研究機関・大学院・大学と連携した探究活動の実施（７～２月） 

 生徒の興味関心を考慮した連携研究機関の決定 

 本校教員や研究機関の助言の下、自らが課題を見いだし解決する過程の習得 

※ ２時間連続授業時は授業時間内にフィールドワークや研究機関訪問を実施 

※ １年生全員が、いずれかの研究機関に所属 

 

 

 
※ ３月に実施されるポスターセッションにて、全グループが研究成果を発表 

 次年度の新入生と協働 

 全フィールドがビデオレターを作成し、新入生へメッセージを残す 

PrincipiaⅡ 

 

（２単位） 

２年生全員履修 

 PrincipiaⅠにおける研究に係るオーラルセッションの実施（代表グループ） 

 国際感覚を体験的に養う研修旅行又はオンラインによる同時双方向会議の実施 

 自らの興味関心に基づいた主体的な課題研究（1.5年一貫実施） 

 PrincipiaⅠにて進めた研究を深化させる「研究機関継続研究」 

 自らが“研究したい事”を本校教員と研究を進める「校内研究」 

 大学・大学院と連携した高大共創プログラム「横高アカデミア(横浜国大)」及

び「横高アカデミア(総研大)」「横高アカデミア(麻布大獣医)」 

 

 

 

 

 

 ３年生と協働した学び 

 同教室に異学年が混在して行う課題研究（４月～７月） 

※ ３月に実施されるポスターセッションにて、全グループが研究成果を発表 

PrincipiaⅢ 

 

（１単位） 

３年生全員履修 

 ２年生と協働した学びの実現 

PrincipiaⅡで行ってきた研究を後輩に紹介、縦の繋がり強化 

※縦のつながりを強化し研究の深化 

 PrincipiaⅡにおける課題研究の深化 ※全員履修 

 PrincipiaⅡにおける課題研究のまとめ ※論文作成／生徒課題研究発表会 

Super 

Principia 

 

（１単位） 

３年生自由選択 

 発展的な課題研究の実施と成果の発信 

 PrincipiaⅠ・Ⅱでの成果を踏まえ発展的な課題研究を実施 

 日本学生科学賞や JSEC等、外部コンテスト等へのエントリー 

 地域への科学の普及に係る活動の実施 

 科学技術人材の育成 

 課題研究を通して得られた知見を進路等自己のキャリアプランへ活用 

２年生全員 

研究機関 

校内研究 

横高アカデミア(横浜国大) 

横高アカデミア(総研大) 

横高アカデミア(麻布大獣医) 

１年生全員 いずれかの研究機関に所属 
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●令和５年度から開講の PrincipiaⅢと PrincipiaⅡにおける「縦のつながり」について 

≪令和５年度 PrincipiaⅡ・PrincipiaⅢ年間フロー (予定)≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 令和５年度から必修化する PrincipiaⅢでは、２年生までの成果を論文執筆と生徒課題研究発表大会

で発表する。また、「縦のつながり」を強化することを目的として、２年生へのプレゼンテーションや

助言を行う機会を年間フローの中に組み込み協働した学びを実現するとともに研究の深化を目指す。 

 

 ☆検証  

（１）リフレクションシート 

Principiaに係る活動の中で育成したい力、「科学への理解・関心」「論理的思考力」「国際的な視野」

「情報収集・処理能力」「科学を応用する力」「主体性」が養われたか否かを評価する指標として、令

和２年度からリフレクションシートを導入し各事業で身に付いた力を検証している。導入初年の令

和３年度と令和４年度で行われた事業と、令和４年度に新規に行われた事業について検証する。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図．令和３年度リフレクションシート 

神奈川県立横須賀高等学校SSH事業リフレクションシート

生徒 男 女 合計 有効回答数

1年 171 109 280 280

実施日 2年

実施場所 3年

他

計 171 109 280 280

科学への理
解・関心

論理的思考力 国際性
情報収集・処

理能力
科学を応用す

る力
主体性

参加者評価 4.2 3.9 4.1

担当者評価 4.3 4 4.3

総合評価 5 4 3 2 1 5 4 3 2 1 5 4 3 2 1 5 4 3 2 1 5 4 3 2 1 5 4 3 2 1 5 4 3 2 1 5 4 3 2 1 5 4 3 2 1

事業名 PrincipiaⅠオリエンテーション①

令和３年４月８日(木)

B棟

フィールド

1学年全員を対象とした講座
「何のために課題研究をするのか」
「Principiaの流れ」

PrincipiaⅢ　(3年生) 1単位

月 日(曜日) A/B週 コマ数 研究機関 校内研究 総研大 横国大 麻布大 校内、研究機関、アカデミア

11日（火） A ① PrincipiaⅢ　オリエンテーション

18日（火） B ②
課題研究

(研究課題設定開始)

課題研究

(研究課題設定開始)
講義 講義 講義

プレゼンテーション　スライド作成　①

2年生と顔合わせ

25日（火） A ① 課題研究 課題研究 課題研究 講義 課題研究 プレゼンテーション　スライド作成　②

９日(火) B ② 課題研究(訪問含む) 課題研究 講義 講義 課題研究
プレゼンテーション　完成、リハーサル実

施

16日（火） A ① 講義
課題研

究
課題研究 【後輩へ　プレゼンテーション①】

23日（火） B ② 課題研究
課題研

究
課題研究 【後輩へ　プレゼンテーション②】

6日(火) A(50分) ① 課題研究 課題研究 課題研究
課題研

究
課題研究 論文作成

13日(火) B(50分) ② 課題研究 課題研究 課題研究
課題研

究
課題研究 論文作成

20日(火) A ① 課題研究 課題研究 課題研究
課題研

究
課題研究 論文作成　　　2年生へ助言

27日(火) B ② 課題研究 課題研究 課題研究
課題研

究
課題研究 論文作成　第一次論文提出日

4日(火) A ① 課題研究 課題研究 課題研究
課題研

究
課題研究 論文修正①／課題研究発表会準備①

11日(火) B ② 課題研究 課題研究 課題研究
課題研

究
課題研究

論文修正②／課題研究発表会準備②

第2次論文提出日

第3週 課題研究発表大会（仮称）

夏期休業期間

12日(火) A (40分) ① 課題研究 課題研究 課題研究
課題研

究
課題研究 各種アンケート(校内)

26日(火) B ② 課題研究 課題研究 課題研究
課題研

究
課題研究

ビデオレター　or

2年生への助言

９月

７月

４月

Principia Ⅱ　(2年生) ２単位

夏期休業期間

課題研究発表大会　（仮称）参加

オリエンテーション(顔合わせ)

3年生からのプレゼン受講

3年生からのプレゼン受講

５月

６月

夏期休業期間
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神奈川県立横須賀高等学校SSH事業リフレクションシート

生徒 男 女 合計 有効回答数

1年 172 107 279 165

実施日 2年

実施場所 3年

他

計 172 107 279 165

科学への理
解・関心

論理的思考
力

国際性
情報収集・
処理能力

科学を応用
する力

主体性

参加者評価 4.3 4.1 4.4

担当者評価

総合評価 5 4 3 2 1 5 4 3 2 1 5 4 3 2 1 5 4 3 2 1 5 4 3 2 1 5 4 3 2 1 5 4 3 2 1 5 4 3 2 1 5 4 3 2 1

事業名 栗原先生による探究に関する講演

令和４年度夏季休業期間中

オンデマンド配信

フィールド 1学年全員

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図．令和４年度リフレクションシート 

 

 １学年全員を対象に「課題研究に取り組む意義」についての講演を２年間続けて実施した。令和３年

度は全員一斉に、令和４年度は夏季休業期間中に YouTubeで各自が視聴する形式とした。実施形式の違

いのため、リフレクションシートの回収率に違いがあるが、今年度は特に「主体性」の項目についての

評価が改善していることが結果からわかる。夏季休業前に配属先の研究機関が決定し、いよいよ課題研

究が始まるというタイミングに合致した内容で、生徒自身が興味をもって講義に望めたことが高い評価

につながった要因の一つと考えられる。一方で、夏季休業中の宿題として動画を視聴する形式だったた

め、そもそも課題研究に対して意欲的ではなかった生徒を中心に完全に未視聴である者も一定数みられ

た。生徒の学びを途切れさせることなく、長期休暇を意欲的に有効に利用する手立てを検討していくこ

とが必要である。 

 

図．令和４年度リフレクションシート 

 

この事業では「科学への興味・関心」と「主体性」が高かった。PrincipiaⅠのオリエンテーションに

おける２年生から１年生へのプレゼンテーション実施は、「縦のつながり」を強化することが目的であ

り、今年度が初めての試みである。自由記述からも上級生の研究内容に興味を示す記述が多くみられ、

入学直後の時期に実施したことについて一定の効果があったと考えられる。リフレクションシートによ

る評価は、本校の課題克服のために今後も事業ごとの検証が必要である。 

 

神奈川県立横須賀高等学校SSH事業リフレクションシート

生徒 男 女 合計 有効回答数

1年 172 108 280 273

実施日 2年

実施場所 3年

他

計 172 108 280 273

科学への理
解・関心

論理的思考
力

国際性
情報収集・
処理能力

科学を応用
する力

主体性 内容の理解

参加者評価 4.4 4.0 4.1 4.4

担当者評価

総合評価 5 4 3 2 1 5 4 3 2 1 5 4 3 2 1 5 4 3 2 1 5 4 3 2 1 5 4 3 2 1 5 4 3 2 1 5 4 3 2 1 5 4 3 2 1

事業名 令和４年度オリエンテーション②

4月14日

横須賀市文化会館

フィールド 1学年全員
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 (２)パフォーマンス評価 

《仮説５》を見据え、ＳＳＨⅠ期目で開発したパフォーマンス評価を基にルーブリックをさらに発展

させ評価システムの再構築・実践を図った。令和４年度から導入を目指した新しいパフォーマンス評

価は、令和５年度から本格的に実践する。下記は「身に付けさせたい力」をリフレクションシートで

数値化したもので、一体化した評価システムの構築が本校の課題であったが、項目のズレを刷新し扱

いやすいシートになった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＳＳＨⅠ期目で開発したルーブリックと、現行のリフレクションシートは評価項目に差異があり、

その関係性がわかりにくいものだった。そこで、リフレクションシートの評価項目に合わせた新し

いルーブリックを作成し、整合性を図ることとした。新しいルーブリックではリフレクションシー

トの各項目ごとに入学段階から卒業までの目指す能力を５段階で設定した。また、各段階で具体的

な行動指針を示すことで生徒が自ら活動を振り返りその変容を視覚化できるようにした。令和５年

度から新しいルーブリックを本格的に運用し、リフレクションシートの評価との整合性を検証して

いく。 

 

≪表．新ルーブリックの軸≫ ※ルーブリックは❹75頁 

 レベル５ レベル４ レベル３ レベル２ レベル１ 

最高レベル 卒業までに到

達したい 

PrincipiaⅡで

到達したい 

PrincipiaⅠで

到達したい 

入学段階 

科学への 

理解・関心 

 

 

具体的な 

行動指針 

 

  

神奈川県立横須賀高等学校SSH事業リフレクションシート

生徒 男 女 合計 有効回答数

1年

実施日 2年 153 120 273 241

実施場所 3年

他

計 171 109 280 241

科学への理
解・関心

論理的思考力 国際性
情報収集・処

理能力
科学を応用す

る力
主体性

発表を自己採
点する（５）

参加者評価 4.2 4.2 4.2 4.3 3.6

担当者評価

総合評価 5 4 3 2 1 5 4 3 2 1 5 4 3 2 1 5 4 3 2 1 5 4 3 2 1 5 4 3 2 1 5 4 3 2 1 5 4 3 2 1 5 4 3 2 1

事業名 ２年ポスターセッション

令和4年1月25日

横須賀高校　A棟、B棟

フィールド ２学年全員
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教員アンケート結果（令和４年１月25日実施） （％）

質問項目 非常に高まった やや高まった どちらとも言えない あまり高まらなかった まったく高まらなかった

科学に対する興味や関心 18.8 50.0 18.8 6.3 6.3

実験や観察、観測などの研究活動に対する興味や関心 25.0 56.3 6.3 6.3 6.3

周囲と協力して取り組む姿勢 43.8 37.5 18.8 0.0 0.0

論理的に考える力 12.5 56.3 18.8 12.5 0.0

問題を理解する力 0.0 81.3 6.3 12.5 0.0

科学（学んだこと）を応用する力 20.0 46.7 20.0 13.3 0.0

研究における独創性 6.7 40.0 33.3 20.0 0.0

課題を解決する力 12.5 62.5 18.8 6.3 0.0

研究における探究心 31.3 50.0 12.5 6.3 0.0

人の考え（意見）を聞く力 47.1 41.2 11.8 0.0 0.0

科学的な根拠を重要とする考える力 12.5 50.0 31.3 6.3 0.0

情報のテクノロジーを活用する力 43.8 37.5 12.5 6.3 0.0

プレゼンテーション力 41.2 35.3 17.6 5.9 0.0

研究における倫理観（社会的な良識） 13.3 33.3 46.7 6.7 0.0

科学技術の意義の理解 13.3 40.0 40.0 6.7 0.0

グローバルな視点で物事を考える姿勢 0.0 37.5 37.5 25.0 0.0

研究に主体的に取り組む姿勢 31.3 43.8 18.8 6.3 0.0

未知に挑もうとする姿勢 18.8 43.8 25.0 12.5 0.0

研究機関アンケート結果（令和５年２月９日実施） （％）

質問項目 非常に高まった やや高まった どちらとも言えない あまり高まらなかった まったく高まらなかった

科学に対する興味や関心 30.0 60.0 10.0 0.0 0.0

実験や観察、観測などの研究活動に対する興味や関心 40.0 50.0 10.0 0.0 0.0

周囲と協力して取り組む姿勢 60.0 40.0 0.0 0.0 0.0

論理的に考える力 30.0 60.0 10.0 0.0 0.0

問題を理解する力 40.0 50.0 10.0 0.0 0.0

科学（学んだこと）を応用する力 10.0 30.0 60.0 0.0 0.0

研究における独創性 20.0 60.0 20.0 0.0 0.0

課題を解決する力 40.0 60.0 0.0 0.0 0.0

研究における探究心 30.0 60.0 10.0 0.0 0.0

人の考え（意見）を聞く力 60.0 20.0 20.0 0.0 0.0

科学的な根拠を重要とする考える力 0.0 70.0 30.0 0.0 0.0

情報のテクノロジーを活用する力 20.0 40.0 30.0 10.0 0.0

プレゼンテーション力 30.0 50.0 20.0 0.0 0.0

研究における倫理観（社会的な良識） 10.0 60.0 30.0 0.0 0.0

科学技術の意義の理解 20.0 60.0 20.0 0.0 0.0

グローバルな視点で物事を考える姿勢 10.0 20.0 70.0 0.0 0.0

研究に主体的に取り組む姿勢 30.0 50.0 10.0 10.0 0.0

未知に挑もうとする姿勢 50.0 40.0 0.0 10.0 0.0

 (３)教員及び連携研究機関へのアンケート調査    

教員及び連携研究機関へのアンケート調査を行い、Principiaで育成された（育成されなかった）力

について評価・検証を行っている。今年度はポスターセッション前の１月中旬に Googleフォームを用

いてアンケート調査を実施した。下記は教員アンケートおよび連携研究機関アンケートの結果である。 
 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アンケートの実施時期が異なるために単純比較はできないが、令和３年度と比べて興味・関心に

関わる項目の評価が上昇している。これは、PrincipiaⅠの配属前の研修プログラムや、研究機関

リサーチで配属のミスマッチが解消し、生徒が意欲的に活動したことがひとつの要因と考えられ

る。一方で主体性や協働性に関わる項目では評価が下降しており、探究活動の期間が短くなった

ことの弊害ではないだろうか。 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   研究機関向けのアンケートは令和３年度には実施していないため比較できないが、教員向けアン

ケートよりも概ね高評価であり、本校の取り組みとその意義について一定の理解を得られているも

のと考えられる。  
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［Ｂ］生徒の能力を育む高大連携の研究 …仮説１／仮説２ 

◇内容 

「横高アカデミア」は、生徒の知的好奇心の覚醒を目的とした大学院・大学との教育連携プログラ

ムである。本格的な講義を受講することで、知識習得型の授業に慣れていた生徒は学びの本質と面白

さを知ることができる。“学問の本質”を体験することで、主体的・創造的な探究力を育成し、より

深い学びへとつなげる。同時に、先進的な課題研究を行う事で、科学技術人材の素地を養い、将来日

本の科学技術の発展をけん引する研究者となる意欲や能力を有する人材を育成できる。 

横高アカデミア総研大及び横高アカデミア横浜国大においては高大“連携”にとどまらず、高大で

“共創”できる環境づくりを目指す。受講した講義内容を参考にしつつ、自身の興味関心に基づき自

らが見いだした課題について、総合研究大学院大学や横浜国立大

学理工学部との連携による専門性の高い施設での実験・検証を通

じ、課題の解決に向け先進的な課題研究を実施する。 

さらに、各大学や大学院及び大学校と連携し、PrincipiaⅠにお

ける事前プログラム期間やポスター提出期間など、生徒のニーズ

に合わせたタイミングと手法で特別講演を実施する。なお、令和

５年度からは、「横高アカデミア麻布大獣医」が設立される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎方法 

「横高アカデミア総研大」、「横高アカデミア横国大」講座は、最先端の学術的知見を広げ、より高度

で専門的な学びへつなげていくことができるよう、それぞれ次のステップで構成する 

 

（１）横高アカデミア総研大 

●学習フロー 

 (ア)連携研究所の研究員を本校に招いた特別講義（全２種類を予定） 

 (イ)生徒は２種類の講義のうち１回を選択して受講 

 (ウ)研究員による助言を参考に、自身の興味関心に基づき研究課題を決定 

 (エ)各連携研究所の研究員と協働した課題研究 

     ・Zoom等のオンラインミーティングツールやメールを活用した取組 

     ・ゼミ形式のディスカッションや研究方針等に係る直接指導（長期休業） 

 (オ)本校教員による課題研究のサポートとマネジメント 

 (カ)ポスター・論文の作成 

 

「PrincipiaⅡ」「PrincipiaⅢ」のコースとして位置付ける。１学年で習得した基礎的・基本的な知識や

技能をベースに、総合研究大学院大学と連携し発展的な課題研究を行う。多彩なフィールドを用意し、

生徒の興味・関心に沿った課題研究を進める。 

 

 

●講師 

氏名 所属 専門分野 

大谷 将士 高エネルギー加速器研究機構 助教 高エネルギー加速器科学研究科加速器科学専攻 

橋爪 宏達 国立情報学研究所 教授 複合科学研究科情報学専攻 

木下 充代 総合研究大学院大学 准教授 先導科学研究科生命共生体進化学専攻 

渡邊 崇之 総合研究大学院大学 助教 先導科学研究科生命共生体進化学専攻 
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（２）横高アカデミア横国大 

●学習フロー 

（ア） 各講師から提示された「キーワード」を元に、基礎知識を習得する。 

（イ） 講義を受講する（横浜国大全３回） 

※講義は合計３日間実施され、講義を受講し科学への見識を広げる。 

（ウ） 講義受講を踏まえ、講義翌週の“事後学習”に取り組む。 

※この事後課題は、課題研究で重要なプロセスである“研究課題決定”を含む。 

（エ） 講義と事後学習を踏まえ、３人の研究者から師事する１名を決定し研究課題を決定する。 

（オ） 夏休み期間を利用して研究室・研究所を訪問する。 

※講義担当の講師から、各研究グループに対する助言を頂く。 

（カ） 自身の探究講座について“研究課題”を見いだし、探究活動を行う。 

（キ）  中間ゼミを実施する。 

※ポスターセッション・論文作成に向け、ゼミ形式で助言を頂く。 

 

●講師 

氏名 所属 講義内容 

濱上 知樹 横浜国立大学 深層学習の深層  人工知能（AI）のキモチを知ろう！ 

荒木 拓人 横浜国立大学 未来のクルマは何で動く？ 

金井 俊光 横浜国立大学 自然から学ぶ材料科学 

 

（３）高大連携講座 

  ・朋友会企画「横須賀高校で見つかった絶滅危惧種」 麻布大学中谷樹里奈（H30 卒 71 期生） 

・アントレプレナーシップ「起業家交流会」    ＢＩＯＴＡ 伊藤光平氏 

・特別講演「課題研究を学ぶ意義新しい学力観について」オンライン講座   

上智大学 栗原峰夫 特任教授 

・海洋教育フォーラム講座 

「船舶を活用した海洋浮遊ごみの回収の試みとサーマルリサイクル」 

                          防衛大学校 川原秀夫 先生 

「深海生菌類 -未知なる多様性と可能性-」   JAMSTEC 長野由梨子 先生 

  ・特別授業「川村研究室の自転車発電機」  東京理科大学 川村康文 教授 

 

☆検証 

令和４年度は新型コロナ感染症の為、活動には様々な制限があったが、対面での直接指導と Zoom

等のオンライン指導の活用により、大学と連携した指導を効果的に行うことができた。成果と課題は

次のとおりである。 

 

（１）横高アカデミア総研大 

・対面指導及びオンライン指導を共に行い、生徒の探究活動が充実するように行った。 
・探究活動が始まる前に生徒に研究フィールドの希望をとること  
や、講義を全生徒に受講させ、研究テーマと研究フィールドのマ  
ッチングの対応を行った。 

・生徒が担当講師と連絡をとり、情報の共有を行える体制が出来   
ていた。 

 

（２）横高アカデミア横国大 

・横浜国大の講師による講義を３回受講でき、研究分野への視野   

を広げることができた。 

・大学訪問(８月実施)においては、担当教授からの指導・助言を得たり、大学での研究室を利用させ  

て頂き、設定したテーマについて協議を行うことができた。 

・Zoom 等を用いたオンライン指導の実施した。結果として対面での指導助言の回数は多くなかった

が、教官方は頻繁に指導を重ねてくださり、充実した指導が実現できた。 
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情報収集・処理能力が高い数値を示す一方で、国際性と科学を応用する力は想定よりも低い数値

となった。最先端の研究施設に触れることができ、日本を代表する研究者と連携し課題研究を行うこ

とができる横高アカデミアの目標を鑑みると、物足りない数値である。 

また、主体性を向上させるためには、生徒の関心がある研究テーマと研究フィールドを更にマッ

チングさせる必要がある。そこで、総合研究大学院大学及び横浜国立大学と協力し、早めに担当教員

と分野を決定し、受講内容を選べるように改善を図っている。令和５年度は、現段階で、総合研究大

学院大学では、国立情報学研究所、高エネルギー加速器研究機構、総合研究大学院大学との連携が決

まっている。また、横浜国立大学では、機械・材料・海洋系学科、化学・生命系学科、数物・電子情

報系学科に所属する３人の研究者の参加が確定している。麻布大学獣医学部との連携は、令和５年度

からアカデミアとして進めていく。 

 
 

（３）高大連携講座  

  講座名 「川村研究室によるエネルギー環境教育」 

  講 師 東京理科大学 川村康文教授 李子丂研究員 

 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  研究室で作製した自転車発電機などを使った実験を行いながら、エネルギー環境教育を行った。電

気がどのようにできるか目に見えて体験出来る授業であった。科学への理解・関心の項目が高かった

ことから、体験やフィールドワークなどの驚きや感動を可視化したり、実体験することが数値の向上

につながるのだと改めて感じた講座となった。探究の入口のところで有効な講座である。 

  

神奈川県立横須賀高等学校SSH事業リフレクションシート

生徒 男 女 合計 有効回答数

1年 21 16 37 27

実施日 2年

実施場所 3年

他

計 21 16 37 27

科学への理

解・関心

論理的思考

力
国際性

情報収集・

処理能力

科学を応用

する力
主体性

温暖化への

理解

参加者評価 4.3 3.9 3.8 4.3 4.3 4.3

担当者評価 5 4 4 4 4 4

総合評価 5 4 3 2 1 5 4 3 2 1 5 4 3 2 1 5 4 3 2 1 5 4 3 2 1 5 4 3 2 1 5 4 3 2 1 5 4 3 2 1 5 4 3 2 1

事業名
東京理科大学　川村研究室による

エネルギー環境教育

1月16日

神奈川県立横須賀高等学校

フィールド 1年６組（40名）
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［Ｃ］科学的思考力を育む各教科・科目の学習内容及び学習方法の実践…仮説１／仮説３／仮説５ 

◇内容 

 本研究目的の根幹である｢科学的リテラシーと国際性｣について、教科の特性を踏まえながら各教科会

で検討を重ね、科学的思考力及び国際性を育成する学習活動や学習方法を実践し、課題研究を軸とした

カリキュラム・マネジメントを通じ “知の活性化”を目指す。科学的リテラシーの育成については、特

に論理的思考力を高めること、情報を活用した実証性を重んじる態度を身に付けることを目ざして教育

活動を構築する。すべての教科・科目において、科学的視点を意識した「主体的・対話的で深い学び」

を組織的に実践することで、教科学習で学んだ事柄を日常生活に応用する力や、様々な事象について興

味や疑問を抱く姿勢、物事を論理的に考察する力や、実証的な態度等が育む。さらに、令和 4年度から

指定された「ＳＴＥＡＭ教育推進校」の取組の一環として、探究と創造のサイクルを結びつける教科等

横断的な授業を実践した。 

◎方法 

（１）各教科での取組 

 「科学への理解・関心」「論理的思考力」「国際的な視野」「情報収集・情報処理能力」「科学を応用す

る力」「主体性」の６つの観点から実践に取り組む。同時に、組織的な授業改善に取り組むために、研究

授業や研究協議の機会を設けるとともに、カリキュラム・マネジメントの視点を踏まえて、課題研究や

探究的な学習活動、教科等横断型授業の取組を展開する。 

 

 

※「主体性」は全ての項目にかかわる 

各教科が取り組む主なテーマ 育成する力 

教
科 指導内容 理解 論理 国際 情報 応用 

国 

語 

A評論文や論説文を素材にした、的確な読解力と論理的思考力の育成 
B論理的な文章を書く活動を通した高度な表現力の育成 
Cわが国の伝統と文化に対する理解の醸成 
D Critical Thinkingの能力向上 
E文献の読み方・書き方の学習 

○ ◎  ○  

地
理
歴
史
・
公
民 

Aデータを重視し、資料・文献を活用する際の原則を学び、実証性を尊ぶ態度の醸成 
B自己の主張に必要なデータを他者にわかりやすく伝えるための論理的思考方法の習得 
C複雑化したグローバル社会を生き抜くために、立場の異なる集団（民族・宗教・地域等）
に関する情報を収集し、国際社会における多様性を理解する能力の育成 

D ＮＩＥ（Newspaper In Education）を活用し、社会問題に対する自身の意見を表現する力の育成 

 ◎ ○ ○  

数 

学 
A数学の諸分野の知識の習得と理解の深化を図る授業開発 
B解答に至るまでのプロセスと根拠を論理的に説明する力の育成 
C数学史や数学に関する話題提供による数学への動機付けの促進 
D社会の課題に対して数学的思考を用いて解決方法を探ることによる課題解決能力の育成 

◎ ◎  ○  

理 

科 

A 理科の諸分野に対する基礎的知識を基にした課題発見及び探究能力の習得を図る授業開発 
B観察・実験を通して普遍的な法則や課題の発見力の育成 
C現象に対し自分の考えを持ち、その論拠を示すための実証実験 
D他科目との連携を通した生徒の学術的な興味・関心の向上 

◎ ◎  ○ ○ 

外
国
語(

英
語) 

A国際的な活動の標準ツールとしての実用的な英語力の向上 
B 言語や文化に対する理解を深め、積極的にコミュニケーションを図ろうとする姿勢の醸成 
C英語を使った「自己発信力」の強化 
D科学的分野の内容を扱った英文を教材とした科学への興味を喚起 
E ＴＥＤ（スーパープレゼンテーション英語番組）などの活用 
F理系高等教育機関における専門教育に対する学習準備 

○ ◎ ◎ ○  

保
健
体
育 

A健康科学の分野における科学を応用する観点の育成 
B科学技術の日常性や有用性、可能性の認知 
C科学的根拠に基づいた技術向上や戦術分析などの科学的思考力の育成 

○ ◎   ○ 

家
庭 

A 社会における問題の発見・解決能力の育成により、より良い社会の創造を目指す姿勢を養う 
Bグローバル社会や持続可能な社会への関心を喚起することによる国際性の育成 
C社会における課題を解決するための情報収集・情報処理能力の育成 

 ◎ ○ ○  

芸
術 

Aそれぞれの文化に根ざした精神世界の読解力の育成による国際性の醸成 
B科学的視点に立った作品の鑑賞能力と論理的な表現力の育成 
ＣＡやＢの活動で得た知見や技法を作品の創造に生かすことで、鑑賞と表現を一体化させる 

 ◎ ○ ○  

科学への理解・関心理解  論理的思考力論理 国際性国際 情報活用能力情報 科学応用力応用 
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（２）生徒による授業評価をもとにした学習方法等の検討 

神奈川県が全県的に実施している「生徒による授業評価」に、横須賀高校独自の観点（ＳＳＨに関す

る質問）を加え、 年２回のアンケート調査を全校生徒に実施する。実施したアンケートを各教員に

適切にフィードバックし、各教科会や教員個々で分析・検証を進め、授業改善に活かしていく。 

 

（３）カリキュラム・マネジメント 

 各教科・科目の特性を活かしながら、すべての教科・科目で、科学的リテラシーや国際性を育成す

るよう、教科会を通じて単元構成や教材選択を行い、「主体的・対話的で深い学び」につながる授業

を展開する。さらに、ＳＳＨⅠ期の開発期間を経て、大規模なカリキュラム・マネジメントを行い、

令和３年度入学生からは教育課程刷新がはじまった。新学習指導要領の運用が令和４年度からスタ

ートするが、それに先駆けた改革になる。３学年の自由選択科目においては、「データサイエンス」

「プログラミングサイエンス」「理科実験探究」「英語研究Ｓ」等、「PrincipiaⅢ」や「Super Principia」

の深化に繋がる科目を設置する。以下は、令和３年度からの主なカリキュラムの移行概要である。 

マネジメント概要 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 

Principia事前研修の設置 ➡    
55分授業→70分授業  ➡   
２学期制への移行  ➡   
Ａ週／Ｂ週  ➡   
PrincipiaⅠとⅡの縦の繋がり  ➡   
PrincipiaⅡとⅢの縦の繋がり   ➡  
学校設定科目 Super Principia   ➡  
学校設定科目データサイエンス等    ➡ 
学校設定科目ＳＳ数学α・β・γ ➡ ➡ ➡  
 

（４）教科等横断型授業 

生徒の学力向上と主体的な学習を目指し、学校全体で取り組める新たな講座「横高スペシャル講座」

の実施を今年度試みた。講座としては、基礎講座の他に普段の授業からさらに発展的、専門的内容に

触れる講座をつくることができ、科目によっては実技能力等さらなる習得の機会をつくることがで

きた。受講講座の決定に関しては、生徒が自身の現状を分析し、自分に合った講座を選ぶ形式にした

ので、得意分野の伸長や苦手分野の克服を目指す機会をつくることができた。多角的な視点での学習

を行うとともに、複数分野にまたがる総合的な知識を得る授業になった。【❸58頁で分析】  

 

 

☆検証 生徒による授業評価における各教科の一覧は以下のとおりである。次頁からは教科ごとの検証 

結果を掲載する。 
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【本年度においての分析】 

・学習に関する質問では、概ね良い評価が得られているが、科目ごとに分析するとそれぞれ改善の余地

はあるため、各教科担当者で授業改善に努める。また、令和３年度と比較すると、ほぼすべての項目

で数値が向上した。教科等横断型学習や探究的な学習、あるいは国際交流プログラムの充実が原因と

考えられる。 

 

・ＳＳＨに関する質問では、①②⑨⑩の値が相対的に低い傾向がある。「授業内で科学的内容の英語教  

材に触れる機会が少ない」ことが最も大きな要因だと考えられる。しかしながら、令和 3 年度と比較

すると、他の項目で大幅な向上がみられた。教科の特性もあり、科学的内容にあまり触れることがで

きない部分もあるが、その中でも実社会を意識した授業や、教科等横断型授業に挑戦した結果だと考

えられる。 

 

【次年度に向けて】 

分析より、授業内で英語科として積極的に科学的内容の題材を取り扱うことで、科学的理解を深められ

ると考える。具体的には、以下の３点である。 

・単元を見直し、個別の教材を教員間で共有し授業を展開する 

・教科等横断的な授業をさらに実施し、科学的関心を高める 

・科学的な内容について英語で自分の考えを述べたり、話し合ったりする相互の「やりとり」の活動を

する英語科の教員同士が密に連携を取り、どのような目的を持ちながら年間の授業を展開していくのか

共通理解を図ることが必要不可欠だと考える。 

英語科の科目総計結果・グラフ 　　学習に関する質問 　　SSHに関する質問

回答数 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

1277 92.9 93.3 93.3 93.2 91.4 91.7 94.2 58.5 55.8 83.2 81.3 88.2 86.2 78.0 76.7 61.9 60.2

1107 94.8 95.3 94.6 93.9 92.8 92.9 94.6 69.5 66.8 87.3 85.2 91.3 89.5 82.0 80.9 70.2 67.8

　　学習に関する質問

②　単元の学習の中で、他者の考えを知り、自らの考えを広げ深める機会がある。

③　単元の学習の中で、課題について自らの考えをまとめたり、解決方法について考える場面がある。

　　SSHに関する質問

①　科学に対する理解・関心が高まる学習活動／学習機会がある。

②　授業を通して科学に対する理解・関心が高まったと思う。

③　論理的思考力が育まれる学習活動／学習機会がある。

④　授業を通して、論理的思考力が身に付いたと思う。

⑤　グローバルな視点で物事を考える学習活動／学習機会がある。

⑥　授業を通して、グローバルな視点で物事を考える姿勢が身に付いたと思う。

⑦　情報を収集し、活用する能力を育てる学習活動／学習機会がある。

⑧　授業を通して、情報を収集し、活用する能力が高まったと思う。

⑨　科学を実社会に応用できるような学習活動／学習機会がある。

⑩　授業を通して、科学を実社会で応用できる力が身に付いたと思う。

⑦　授業で学んだことをそれまでに学んだことと関連付けて理解することができた。

④　授業で身に付いたことや、できるようになったことを実感することができた。

①　毎時間の授業や単元のはじめに学習の狙いを示したり、毎時間のあとに学習したことを振り返ったり
する機会がある。

⑤　他者の考えを知ることにより、新たな考え方を知るなど、自らの考えを広げ深めることができた。

⑥　授業で得た知識をもとに、新たな考え方を知るなど、自らの考えを広げ深めることができた。

英語科全体総計

英語科2022年度前期「3」「4」の割合（％）

英語科2022年度後期「3」「4」の割合（％）
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100.0

①

②

③

④⑤

⑥

⑦

学習に関する質問

１学期

２学期

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

SSH関する質問

１学期

２学期

③R3年度との比較 回答数 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

英語科2021年度1学期「3」「4」の割合（％） 1624 91.5 92.6 92.2 90.6 88.2 89.4 92.2 59.1 55.3 80.0 76.9 88.1 85.5 75.6 72.4 59.5 57.7

英語科2021年度2学期「3」「4」の割合（％） 1295 93.6 91.2 91.5 91.9 87.9 91.2 91.9 62.1 60.8 82.7 80.7 88.4 87.9 80.1 79.2 63.4 62.3

英語科2022年度前期「3」「4」の割合（％） 1277 92.9 93.3 93.3 93.2 91.4 91.7 94.2 58.5 55.8 83.2 81.3 88.2 86.2 78.0 76.7 61.9 60.2

英語科2022年度後期「3」「4」の割合（％） 1107 94.8 95.3 94.6 93.9 92.8 92.9 94.6 69.5 66.8 87.3 85.2 91.3 89.5 82.0 80.9 70.2 67.8
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【本年度においての分析】 

「学習に関する質問」について、教科全体としての結果

は概ね高評価であることから、日頃の指導への工夫が生

徒に伝わっていることがわかる。また、項目④の評価が

上がったことは、７月の授業評価からの改善が見られた

こととして評価したい。 

「ＳＳＨに関する質問」は、毎回あまり高いと言えない。

国語という教科柄、「科学」と結び付けるのがなじまな

いことによると思われるが、項目③・④「論理的思考力」、

⑦・⑧「情報収集」に関する評価が高いことは、これら

に結び付く学習活動を行っていることを示している。 

 

【次年度に向けて】 

「学習に関する質問」を学年別にみると２学年の評価が若干低い。２学年は、学習内容が専門的になる

こと、また、生徒の志向（文・理）が分かれることが重なることによると思われる。国語を単なる「文

系」の科目としてではなく、すべての教科にわたる論理的思考力や表現力、文化的な教養を育てる科目

として取り組む意欲を高める工夫を続けたい。 

また、「ＳＳＨに関する質問」について、⑤・⑥「グローバルな視点」に関する力を高めていきたい。

どのような指導方法が考えられるのか年間計画作成時に中長期的なビジョンを持つことが必要であろ

う。強みである論理的思考力の育成はさらに向上させていく。 

 

 

国語科の科目総計結果・グラフ 　　学習に関する質問 　　SSHに関する質問

回答数 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

1360 87.0 92.6 91.3 82.5 89.6 86.9 86.1 49.3 47.6 81.6 77.5 53.0 50.7 74.3 73.0 48.7 47.5

1145 89.8 90.3 90.0 87.2 88.1 87.8 89.0 59.9 58.5 82.6 80.9 64.2 61.3 78.3 76.0 58.9 56.9

　　学習に関する質問

②　単元の学習の中で、他者の考えを知り、自らの考えを広げ深める機会がある。

③　単元の学習の中で、課題について自らの考えをまとめたり、解決方法について考える場面がある。

　　SSHに関する質問

①　科学に対する理解・関心が高まる学習活動／学習機会がある。

②　授業を通して科学に対する理解・関心が高まったと思う。

③　論理的思考力が育まれる学習活動／学習機会がある。

④　授業を通して、論理的思考力が身に付いたと思う。

⑤　グローバルな視点で物事を考える学習活動／学習機会がある。

⑥　授業を通して、グローバルな視点で物事を考える姿勢が身に付いたと思う。

⑦　情報を収集し、活用する能力を育てる学習活動／学習機会がある。

⑧　授業を通して、情報を収集し、活用する能力が高まったと思う。

⑨　科学を実社会に応用できるような学習活動／学習機会がある。

⑩　授業を通して、科学を実社会で応用できる力が身に付いたと思う。

⑦　授業で学んだことをそれまでに学んだことと関連付けて理解することができた。

④　授業で身に付いたことや、できるようになったことを実感することができた。

①　毎時間の授業や単元のはじめに学習の狙いを示したり、毎時間のあとに学習したことを振り返ったり
する機会がある。

⑤　他者の考えを知ることにより、新たな考え方を知るなど、自らの考えを広げ深めることができた。

⑥　授業で得た知識をもとに、新たな考え方を知るなど、自らの考えを広げ深めることができた。

国語科全体総計

国語科2022年度前期「3」「4」の割合（％）

国語科2022年度後期「3」「4」の割合（％）
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【本年度においての分析】 

「学習に関する質問」については、教科全体としての結果はおおかた評価が高かったことから、科目ご

との特性もあるが、生徒に指導の工夫が伝達できているといえると思う。①～⑦は平均して評価が高く、

前期④と⑦の項目が前期より高くなっていることは、教師一人ひとりが工夫して改善しようとの意識の

高まりと考える。「SSHに関する質問」は、毎回高い評価ではない。とくに①・②・⑨・⑩の項目は、地

歴公民という教科であるゆえ「科学」と結びつけることは難しいが、「自然科学」を念頭にしているとこ

ろを「人文科学」に置き換えて考えてもらえば⑨・⑩はもう少し高い評価をもらえるのではないかと考

える。但し、⑤・⑥の項目が高評価であるのは、これらに結び付けることができた実績と考えられる。 

 

【次年度に向けて】 

・教科全体として世界に目を向けたグローバル   

な意識を高める。 

・世界史・日本史は、時代背景の特徴を人文科 

学と結び付け、科学における関心を高める。 

・地理は、歴史における文化・時代背景は気候 

や地形の影響と結び付け、科学における関心  

を高める。 

・公民は、政治や経済の世界状況を把握しつつ、  

課題と改善策を考え、科学における関心を高 

める。 

・ＳＳＨに関する項目を伸ばすために、地歴公  

民科の教員同士が情報を共有して、その目的達成を念頭にして、年間の授業を展開していきたい。 

・教科等横断型の授業にトライする教員をさらに増やしていきたい。 

 

社会科の科目総計結果・グラフ 　　学習に関する質問 　　SSHに関する質問

回答数 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

1493 90.7 89.0 89.6 88.2 86.7 92.2 90.2 60.9 61.3 79.1 78.4 84.8 82.1 83.8 80.7 62.1 51.8

1431 92.1 87.2 90.4 90.4 85.4 91.6 93.4 67.3 64.8 81.6 79.4 89.0 85.6 85.2 83.3 67.9 65.6

　　学習に関する質問

②　単元の学習の中で、他者の考えを知り、自らの考えを広げ深める機会がある。

③　単元の学習の中で、課題について自らの考えをまとめたり、解決方法について考える場面がある。

　　SSHに関する質問

①　科学に対する理解・関心が高まる学習活動／学習機会がある。

②　授業を通して科学に対する理解・関心が高まったと思う。

③　論理的思考力が育まれる学習活動／学習機会がある。

④　授業を通して、論理的思考力が身に付いたと思う。

⑤　グローバルな視点で物事を考える学習活動／学習機会がある。

⑥　授業を通して、グローバルな視点で物事を考える姿勢が身に付いたと思う。

⑦　情報を収集し、活用する能力を育てる学習活動／学習機会がある。

⑧　授業を通して、情報を収集し、活用する能力が高まったと思う。

⑨　科学を実社会に応用できるような学習活動／学習機会がある。

⑩　授業を通して、科学を実社会で応用できる力が身に付いたと思う。

⑦　授業で学んだことをそれまでに学んだことと関連付けて理解することができた。

④　授業で身に付いたことや、できるようになったことを実感することができた。

①　毎時間の授業や単元のはじめに学習の狙いを示したり、毎時間のあとに学習したことを振り返ったり
する機会がある。

⑤　他者の考えを知ることにより、新たな考え方を知るなど、自らの考えを広げ深めることができた。

⑥　授業で得た知識をもとに、新たな考え方を知るなど、自らの考えを広げ深めることができた。

社会科全体総計

社会科2022年度前期「3」「4」の割合（％）

社会科2022年度後期「3」「4」の割合（％）
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【本年度においての分析】 

多くの項目において、「３」「４」の割合が高くなっている。特に、ＳＳＨに関する質問について向上

している傾向がみられた。その中で、「実社会で応用できる力が身についたと思う」については特に大き

く向上している。これは、授業の中で、身の回りの事象が数学によって説明されることを実感できるよ

うな題材を扱ったことによるものだと考えられる。 

一方で、「グローバルな視点で物事を考える学習機会がある」については低下しているため、向上させ

るための工夫が必要である。 

  

以下のように、令和３年度と比較すると、ＳＳＨにかかる質問項目に関してはすべての項目で向上し

ている。数学科の他、英語科の伸びも顕著であったため、該当教科の取組を他教科に波及させていく。 

 

 

【次年度に向けて】 

数学という教科で、「グローバルな視点で物事を考える」とはどういうことなのかを考える必要があ

る。また、身近なことを題材とした問題を扱うことで、ただの教科学習としてだけではなく、数学が日

常の問題を解決することに有効であることを実感させ、知の活性化を推進していきたい。 

 多くの教員が教科等横断型の授業に挑戦するなどして、科学に対しての興味・関心をさらに高められ

るよう教科一丸となって授業改善に取り組みたい。 

数学科の科目総計結果・グラフ 　　学習に関する質問 　　SSHに関する質問

回答数 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

759 86.6 81.7 86.2 88.6 79.4 84.2 89.3 61.7 60.1 80.3 77.3 48.3 46.0 70.2 67.1 58.4 56.1

654 90.9 86.2 90.9 89.4 82.5 88.1 91.2 73.6 69.9 84.7 82.1 54.6 54.7 75.4 73.6 70.7 68.2

　　学習に関する質問

②　単元の学習の中で、他者の考えを知り、自らの考えを広げ深める機会がある。

③　単元の学習の中で、課題について自らの考えをまとめたり、解決方法について考える場面がある。

　　SSHに関する質問

①　科学に対する理解・関心が高まる学習活動／学習機会がある。

②　授業を通して科学に対する理解・関心が高まったと思う。

③　論理的思考力が育まれる学習活動／学習機会がある。

④　授業を通して、論理的思考力が身に付いたと思う。

⑤　グローバルな視点で物事を考える学習活動／学習機会がある。

⑥　授業を通して、グローバルな視点で物事を考える姿勢が身に付いたと思う。

⑦　情報を収集し、活用する能力を育てる学習活動／学習機会がある。

⑧　授業を通して、情報を収集し、活用する能力が高まったと思う。

⑨　科学を実社会に応用できるような学習活動／学習機会がある。

⑩　授業を通して、科学を実社会で応用できる力が身に付いたと思う。

⑦　授業で学んだことをそれまでに学んだことと関連付けて理解することができた。

④　授業で身に付いたことや、できるようになったことを実感することができた。

①　毎時間の授業や単元のはじめに学習の狙いを示したり、毎時間のあとに学習したことを振り返ったり
する機会がある。

⑤　他者の考えを知ることにより、新たな考え方を知るなど、自らの考えを広げ深めることができた。

⑥　授業で得た知識をもとに、新たな考え方を知るなど、自らの考えを広げ深めることができた。

数学科全体総計

数学科2022年度前期「3」「4」の割合（％）

数学科2022年度後期「3」「4」の割合（％）
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③R3年度との比較 回答数 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

数学科2021年度1学期「3」「4」の割合（％） 1062 86.7 78.2 86.5 87.1 76.0 84.2 87.1 63.8 61.1 77.5 74.1 47.7 45.6 66.4 64.6 58.0 56.5

数学科2021年度2学期「3」「4」の割合（％） 903 91.5 84.3 90.5 91.0 81.6 87.6 90.5 69.3 66.2 82.1 77.8 56.7 54.5 71.6 70.5 65.3 62.5

数学科2022年度前期「3」「4」の割合（％） 759 86.6 81.7 86.2 88.6 79.4 84.2 89.3 61.7 60.1 80.3 77.3 48.3 46.0 70.2 67.1 58.4 56.1

数学科2022年度後期「3」「4」の割合（％） 654 90.9 86.2 90.9 89.4 82.5 88.1 91.2 73.6 69.9 84.7 82.1 54.6 54.7 75.4 73.6 70.7 68.2
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【本年度においての分析】 

「学習に関する質問」について、昨年に引き続き８～９割近い値なため、普段の授業において生徒の興

味関心を促す授業展開や演習時間の確保による振り返り、他者との考えを共有し、より理解を深めるグ

ループワーク活動など、指導の工夫が概ね良好といえる。 

「ＳＳＨに関する項目」⑤，⑥について例年低い傾向にある。理由として挙げられるのは現状の授業で

は科学的思考力を身につけるに留まり、活用の幅としてグローバルな課題を取り組む姿勢を培えていな

いのではないかと考える。その傾向は「ＳＳＨに関する項目」⑦～⑩の回答が７割程度からも培った論

理的思考力を実社会で活かせていない傾向が伺える。 

 さらに、下表のとおり、昨年度から今年度にかけほぼ全ての数値に関して下落した。前期と後期のコ

マ数の違いに対応できていないなど、新カリキュラムへの準備が遅れていることが要因の一つに挙げら

れる。 

 

 

 

【次年度に向けて】 

来年度は科学的思考力をどこで活用するかを考えさせるのが課題となる。授業内ではもちろんのこと、

探究活動の授業と連携を取りながら、既存の知識を活用して新たな発見を促せるよう、日頃より現象に

疑問をもち、問題解決に向け他者とコミュニケーションを取りながら授業を取り組む環境を整えていく

所存である。ＳＳＨの研究課題遂行のための基幹となる教科なので評価と分析を的確に行い、次年度で

の改善につなげたい。 

 

理科の科目総計結果・グラフ 　　学習に関する質問 　　SSHに関する質問

回答数 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

1140 90.6 84.2 90.2 86.9 80.9 87.8 91.4 87.7 84.1 83.2 78.0 55.2 53.3 75.1 72.9 77.4 73.0

1016 89.6 83.0 88.7 85.6 79.7 84.6 88.8 87.9 84.4 83.2 79.3 59.2 57.1 78.3 75.8 78.8 76.7

　　学習に関する質問

②　単元の学習の中で、他者の考えを知り、自らの考えを広げ深める機会がある。

③　単元の学習の中で、課題について自らの考えをまとめたり、解決方法について考える場面がある。

　　SSHに関する質問

①　科学に対する理解・関心が高まる学習活動／学習機会がある。

②　授業を通して科学に対する理解・関心が高まったと思う。

③　論理的思考力が育まれる学習活動／学習機会がある。

④　授業を通して、論理的思考力が身に付いたと思う。

⑤　グローバルな視点で物事を考える学習活動／学習機会がある。

⑥　授業を通して、グローバルな視点で物事を考える姿勢が身に付いたと思う。

⑦　情報を収集し、活用する能力を育てる学習活動／学習機会がある。

⑧　授業を通して、情報を収集し、活用する能力が高まったと思う。

⑨　科学を実社会に応用できるような学習活動／学習機会がある。

⑩　授業を通して、科学を実社会で応用できる力が身に付いたと思う。

⑦　授業で学んだことをそれまでに学んだことと関連付けて理解することができた。

④　授業で身に付いたことや、できるようになったことを実感することができた。

①　毎時間の授業や単元のはじめに学習の狙いを示したり、毎時間のあとに学習したことを振り返ったり
する機会がある。

⑤　他者の考えを知ることにより、新たな考え方を知るなど、自らの考えを広げ深めることができた。

⑥　授業で得た知識をもとに、新たな考え方を知るなど、自らの考えを広げ深めることができた。

理科全体総計

理科2022年度前期「3」「4」の割合（％）

理科2022年度後期「3」「4」の割合（％）
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③R3年度との比較 回答数 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

理科2021年度1学期「3」「4」の割合（％） 1438 90.9 86.8 90.5 88.2 81.5 88.0 90.7 84.9 81.1 81.4 77.7 55.3 52.9 73.8 71.2 75.4 72.1

理科2021年度2学期「3」「4」の割合（％） 1123 92.7 85.0 89.2 90.6 80.1 90.4 91.0 90.5 87.4 80.5 77.8 60.9 58.5 77.1 73.9 82.8 80.2

理科2022年度前期「3」「4」の割合（％） 1140 90.6 84.2 90.2 86.9 80.9 87.8 91.4 87.7 84.1 83.2 78.0 55.2 53.3 75.1 72.9 77.4 73.0

理科2022年度後期「3」「4」の割合（％） 1016 89.6 83.0 88.7 85.6 79.7 84.6 88.8 87.9 84.4 83.2 79.3 59.2 57.1 78.3 75.8 78.8 76.7
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【本年度においての分析】 

 本年度は、学力の育成はもちろん、他者理解のための授業展開を増やしているが、生徒のコメントに

も視野が広がった等の肯定的なものがあった。生活視点から社会問題や国際問題など、生徒に探究活動

を促したが、十分にこたえてくれる素晴らしい生徒であり、生徒の柔軟な資質と成長する姿勢に助けら

れている。また、必ずエビデンスを探すことや、公的資料の活用にも事由が要ることなど、科学的な素

養も学んでくれたことが多いと感じる。 

【次年度に向けて】 

 １人１台パソコンの導入により、昨年以上に ICTを用いる探究活動の時間を増やしたが、より効果的

な利用方法を研究することが必要だろう。そのために教員の資質向上も必要であると感じる。 

 コロナ禍の中、中学校で十分な学習や実習がなされていない生徒の入学も懸念される。体験的な学習

から、視野を広げ他者を理解できるリーダーの育成につながる授業を模索したい。 

 

探究的活動を模索する授業 ～家庭科の取組～                          

家庭科は、生活の中の課題を見出し改善していく探究的な活動を、発足時より課せられている教科で

ある。本校のＳＳＨの探究的活動に対し、どういった切り口で生徒自ら学ぶような授業展開ができるか、

昨年度より模索している。１年次に設置されている科目なので、基礎的な探究活動の学びへ寄与できる

ような授業展開を心がけた。前任者はグループでの探究活動を実施していたため、その部分を踏襲し、

発展的に ICTを使っての学習に取り組んでいる。 

教科の内容についての課題をグループ内で仮説を設定し調べ、レジュメやスライドをつくり、発表す

る。それを互いに評価し、より発展的に課題解決に向けての方向性を示していく。現代の家庭の問題・

保育や幼児教育・高齢化社会の問題・相互扶助・社会保険制度・住居問題等の課題を各グループで調べ

る中、データの探し方やエビデンスの求め方、倫理的なデータの使用方法などを学び実践する機会とし

た。生徒の秀麗な視点は相互の発達を促し、視野を広げ、他者理解に向けての成長を感じる場面が多々

あった。 

 また、他教科との横断的な内容として、被服と社会問題や南北問題についての発表、理科の電子顕微

鏡を用いた被服素材の研究、Principia で交流している横須賀アーティスト村の藍染や、生物で学んだ

代謝と栄養学、保健や部活動と関連し新食事摂取基準の改定ポイントとの関係などを調べ学習とととも

に学ぶ機会を設けた。お声をかけてくださった皆様のおかげで、内容に広がりを持つことができた。こ

うした学びの中、実習や実験等の体験的な学習の中にも探究的な視点が活かされ、自らより深く広く学

ぶ姿勢を持ち続ける生徒の可能性を感じる授業であった。 

家庭科の科目総計結果・グラフ 　　学習に関する質問 　　SSHに関する質問

回答数 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

270 90.6 91.3 90.9 84.1 89.1 88.8 90.2 68.8 67.0 77.5 76.1 70.3 67.8 84.8 83.3 69.9 68.5

224 92.5 90.4 90.8 91.2 90.4 92.5 92.1 82.5 78.5 81.1 78.5 83.3 82.0 89.0 86.4 82.5 79.4

　　学習に関する質問

②　単元の学習の中で、他者の考えを知り、自らの考えを広げ深める機会がある。

③　単元の学習の中で、課題について自らの考えをまとめたり、解決方法について考える場面がある。

　　SSHに関する質問

①　科学に対する理解・関心が高まる学習活動／学習機会がある。

②　授業を通して科学に対する理解・関心が高まったと思う。

③　論理的思考力が育まれる学習活動／学習機会がある。

④　授業を通して、論理的思考力が身に付いたと思う。

⑤　グローバルな視点で物事を考える学習活動／学習機会がある。

⑥　授業を通して、グローバルな視点で物事を考える姿勢が身に付いたと思う。

⑦　情報を収集し、活用する能力を育てる学習活動／学習機会がある。

⑧　授業を通して、情報を収集し、活用する能力が高まったと思う。

⑨　科学を実社会に応用できるような学習活動／学習機会がある。

⑩　授業を通して、科学を実社会で応用できる力が身に付いたと思う。

⑦　授業で学んだことをそれまでに学んだことと関連付けて理解することができた。

④　授業で身に付いたことや、できるようになったことを実感することができた。

①　毎時間の授業や単元のはじめに学習の狙いを示したり、毎時間のあとに学習したことを振り返ったり
する機会がある。

⑤　他者の考えを知ることにより、新たな考え方を知るなど、自らの考えを広げ深めることができた。

⑥　授業で得た知識をもとに、新たな考え方を知るなど、自らの考えを広げ深めることができた。

家庭科全体総計

家庭科2022年度前期「3」「4」の割合（％）

家庭科2022年度後期「3」「4」の割合（％）
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【本年度においての分析】 

以前に比べて論理的思考力や情報収集の項目ではパーセンテージがあがっており、PC活用やグループ

学習などを効果的に行っている成果が表れたと感じている。しかし、グローバルな視点を養う項目に関

しては例年パーセンテージが低くなる傾向があり、今年度も変わらず低いので、今後数値をあげていく

ためには工夫が必要である。 

【次年度に向けて】 

体育と科学は密接な関係があり実生活に最も生かされている。教科の特性上、ＳＳＨの質問項目の

数値をあげることはすぐには難しい部分もあるが、１人１台パソコンやタブレットなどのＩＣＴを体

育にも活用していく必要がある。また、リーダーシップを養うという面で体育の授業が寄与できる部

分は多くあると思うので、ただ種目を行うということでなく、リーダーシップを育むことのできるよ

うな仕掛けを入れ込み、授業の展開を工夫していく。 

 

全教科を通じた総評 

 本校の特色で『学習に関する質問項目』は全教科で前期より後期の数値が向上する。新型コロナ感染

症拡大防止の観点から授業形態に制限がかかる中、学力向上ワーキンググループと連携し、生徒のニー

ズに応じたきめ細かな指導を行ったり、教科代表者会議を密に開催しながら授業改善を進めた結果であ

ると分析できる。 

学校設定科目「Principia」における探究的活動をとおして、教科融合型学習、課題解決型学習を往還

的に作用させ“知の活性化”につなげることが本校のテーマであるが、『ＳＳＨにおける質問項目』で

は、項目①②「科学に対する理解・関心」及び項目⑨⑩「科学を応用する力」の数値は物足りない。し

かしながら、教科ごとに令和３年度と令和４年度を比較すると明らかに向上している教科もあった。科

学的リテラシーと国際性を全教科で同程度伸ばすことは難しいところもあり、科目の特性を考慮しつつ、

伸ばしやすい科目で重点的に取り組むなど柔軟性も必要である。 

実社会で生きる教材の積極的な活用のほか、全教科でフィールドワークを実施するなど、驚きや感動

などをスパイスとした興味や関心を引き上げる工夫も検討していく。項目③④「論理的思考力」は全教

科で高い数値を示していることから、科学的視点を意識した「主体的・対話的で深い学び」を組織的に

実践することはできている。引き続き、様々な事象について興味や疑問を抱く姿勢、物事を論理的に考

察する力や実証的な態度等を育みながら、“科学”の解釈を生徒にしっかりと伝えつつ文理を問わず全

教科で未知に挑む力の育成を図る。 

体育科の科目総計結果・グラフ 　　学習に関する質問 　　SSHに関する質問

回答数 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

638 90.6 85.9 90.4 91.0 85.8 88.6 90.4 61.5 58.6 68.5 68.0 60.7 58.1 73.3 71.1 62.3 61.5

994 93.6 90.7 91.2 94.3 89.0 89.7 91.0 67.2 65.6 73.8 72.5 67.3 65.4 77.2 74.9 68.0 66.9

　　学習に関する質問

②　単元の学習の中で、他者の考えを知り、自らの考えを広げ深める機会がある。

③　単元の学習の中で、課題について自らの考えをまとめたり、解決方法について考える場面がある。

　　SSHに関する質問

①　科学に対する理解・関心が高まる学習活動／学習機会がある。

②　授業を通して科学に対する理解・関心が高まったと思う。

③　論理的思考力が育まれる学習活動／学習機会がある。

④　授業を通して、論理的思考力が身に付いたと思う。

⑤　グローバルな視点で物事を考える学習活動／学習機会がある。

⑥　授業を通して、グローバルな視点で物事を考える姿勢が身に付いたと思う。

⑦　情報を収集し、活用する能力を育てる学習活動／学習機会がある。

⑧　授業を通して、情報を収集し、活用する能力が高まったと思う。

⑨　科学を実社会に応用できるような学習活動／学習機会がある。

⑩　授業を通して、科学を実社会で応用できる力が身に付いたと思う。

⑦　授業で学んだことをそれまでに学んだことと関連付けて理解することができた。

④　授業で身に付いたことや、できるようになったことを実感することができた。

①　毎時間の授業や単元のはじめに学習の狙いを示したり、毎時間のあとに学習したことを振り返ったり
する機会がある。

⑤　他者の考えを知ることにより、新たな考え方を知るなど、自らの考えを広げ深めることができた。

⑥　授業で得た知識をもとに、新たな考え方を知るなど、自らの考えを広げ深めることができた。

体育科全体総計

体育科2022年度前期「3」「4」の割合（％）

体育科2022年度後期「3」「4」の割合（％）

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

①

②

③

④⑤

⑥

⑦

学習に関する質問

１学期

２学期

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

SSH関する質問

１学期

２学期

46



47 

 

［Ｄ］科学的活動の促進 …仮説１／仮説２ 

◇内容 

 科学的活動の地域への普及や学会・コンテスト等への参加を通じ、自身の考えを他者へ発信する意義

を認識し、自身の考えを俯瞰的に捉える力や、多様な価値観を享受する姿勢を身に付ける。同時に科学

への深い興味や関心に基づき、主体的・協働的に自身の研究活動を深化させ、発展的かつ先進的な課題

研究を進めることで、将来日本の科学的発展をけん引する科学技術人材の育成を目指す。 

◎方法 

（１）科学部 

 科学分野への深い興味や関心に基づき、生徒が自発的・自主的に研究を深め、仮説と計画を立てて研

究活動に取り組むことで、論理的思考力を育成する。また、研究を通して得た知識を地域や社会へ発信

することで、伝え、教えることの意義を自覚する。さらに、各種の理数系コンテストや学会等に積極的

に参加し、外部との交流を通して研究を深化させる。 

 Ⅰ期目では、科学部等が最先端の科学技術や研究に触れたり、協力研究機関の指導・助言等を受けな

がら、独自の工夫を加えた実験を行ったりすることで科学への興味を深め、創造性を育むことに効果を

発揮した。また、科学分野に興味・関心を持つ国内外の多くの参加者から良い刺激を受ける場として、

各種コンテストに参加する機会も増えた。このことが、生徒による地域の児童・生徒に向けた「科学（実

験）教室」の主体的な企画・運営につながり、研究成果の発表や科学教育の普及の場になるだけでなく、

主体的な科学的活動の活性化に向けた取組にもなった。生徒が活動の過程で「教える」側に立つことで、

科学に関する深い理解と表現力の育成を果たすことができた。Ⅱ期目では、科学部のみならず、「Super 

Principia」や「横高アカデミア」を受講する生徒を中心として、継続的・発展的な取組を進め、科学技

術人材の育成に努める。 

 

（２）生徒研究発表会・交流会やフィールドワーク等への参加 

生徒研究発表会や交流会への積極的な参加は、相互の刺激による生徒の自発的・自主的な研究の深化

や論理的思考力の育成、多様な価値観を享受する姿勢の育成につながる。研究を通して得た知見を発信

することで、伝え、教えることの意義を自覚する。校内で行われるゼミセッションやポスターセッショ

ン及び生徒による課題研究発表大会の実施のほか、県内外を問わずＳＳＨ指定校等が主催する事業へ積

極的に参加し、他のＳＳＨ指定校や、県立高校改革に基づく理数教育推進校との連携を深化させること

で科学意欲の向上と科学への興味・関心の向上を図る。Ⅰ期目に引き続きⅡ期目では、多くの県内外の

理数系コンテストや、学会およびコンペティション等への参加がみられ、「令和３年度ＳＳＨ生徒研究

発表会」でポスター賞、「Grass Roots Innovator Contest In Kanagawa2021」で優秀賞、「第 55回全国

野生生物保護活動発表大会」で奨励賞、「日本鳥類保護連盟会長褒章」受賞の他、「高校生科学技術チャ

レンジＪＳＥＣ2022」で入選、「第 16回高校生理科研究発表会」では奨励賞受賞を果たした。 

とくに、２期目に入ってからは、他のＳＳＨ指定校や、県立高校改革に基づく理数教育推進校との連

携をより強化し、合同発表大会や合同研究会を定期的に行うことによって、相互のレベルアップを図る。

また、県内外を問わず、海外も視野に入れた学会、理数系コンテスト、オンラインによる学会や交流会

等への積極的な参加を促し、科学への興味・関心のより一層の向上につなげていく。 

  

 科学部部員や､｢Super Principia｣や｢横高アカデミア｣を受講する生徒による各種コンテストへの参

加や理数系プログラムの企画・運営、科学教育の普及活動への参加や地域の教育機関との連携等への積

極的参加を促すとともに、インフルエンサーとして生徒ＳＳＨ委員会の活動の活性化や学校全体での取

組意識を向上させる。 
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☆検証 

（１）科学部 

 

 

 

（２）生徒研究発表会・交流会やフィールドワーク等への参加一覧 
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部員数はＳＳＨ指定以降上昇し

ていたが、令和３年度から減少

傾向にある。科学部情報班の生

徒が同年設立の e-スポ同好会へ

流れた影響はある。一方で、トウ

キョウサンショウウオの保全を

中心に熱心に活動している部員

も多くいるので、一概に悲観す

るべきものではない。しかしな

がら、次年度に向けて、科学部活

性化のために部員を増加させる

手だてを検討する必要がある。 

ＳＳＨ指定以降、学会等に

参加するグループに関して

は順調に向上している。次

年度は PrincipiaⅢの必修

化と SuperPrincipiaが始ま

る。科学的人材を育成する

重要な科目として受講者を

増加させる手立てを検討し

ていきたい。 
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ＴＯＰＩＣＳ トウキョウサンショウウオ里親会 
2019年８月 「トウキョウサンショウウオ里親会」発足  

 

2022年４月 里親会の学校（今年度は県立横須賀工業高校と横須賀市立城北小学

校に卵塊を渡し、各校で観察飼育。生育状況・飼育方法などの情報交

換を行った。 

 ５月 トウキョウサンショウウオ啓発活動パンフレット完成。 

リレチャン「横高で見つかった絶滅危惧種」YouTube配信。 

     地域イベント「万代テラコヤ」にて生体展示と啓発活動。 

     科学部 OB からアドバイスを受け、トウキョウサンショウウ

オの捕食者実験開始。 

７月  三浦初声高校主催の天体観測会に参加。 

     衣笠商店街で化学実験、生体展示、貝のデコパージュな 

どのワークショップを展示。 

８月  科学部 OBの講義／野生生物の手足の骨を観察。  

９月  文化祭でトウキョウサンショウオの生体展示。 

      来場者に啓発活動パンフレット配付。 

 12月  里親会オンライン交流会 

追浜高校サンショウウオ保全について意見交換会。 

トウキョウサンショウウオの産卵にむけて、人工池の整備。 

1月  理科フェスティバル 銀樹のワークショップ出展 

追浜高校サイエンス部、横須賀大津高校科学部と協力。 

産卵期に入り、生育地の観察記録開始。 

 

 

ＴＯＰＩＣＳ 第６回みんなの理科フェスティバル 
 

（１）開催期間  2023年１月 23日(土)～24日(日) 

（２）場  所   横須賀市自然・人文博物館 

              横須賀市文化会館３階 

（３）主な内容  ポスター展示・工作展示、発表、 

科学実験・実演ショー、工作体験、 

外部機関巡回展、講演会など  

（４）主    催   横須賀市自然・人文博物館 
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［Ｅ］校外研修や国際交流プログラムを通じた国際性の育成 …仮説２／仮説４ 

◇内容 

  校外研修並びにその事前・事後学習や､希望者対象の姉妹校

交流・国際交流プログラム等を舞台として、語学力の強化と同

時に新入生研修や研修旅行の中で海外の留学生とグローバル

な視点から科学的な課題を見出し、ディスカッションを重ねる

ことで発展的に協働研究などに取り組むことのできる力の育

成を図る。さらには、各プログラムへの主体的・積極的な参加

を通じ、英語でのコミュニケーション力、ディスカッション力

等の語学力の強化のほか、国際的な視野で科学的に物事を捉え

る姿勢を養うことができ、多様な価値観を享受できる人材の育

成が期待できる。 

 

（ア）第１学年研修(Global Village プログラム) 

 ・「ＳＤＧｓ」を共通テーマとし外国人留学生を交えた３日間に  

わたる英語による実習を行った。 

 ・科学的リテラシーと国際性の育成を図るため、在日本の海外

留学生を招聘し、世界中で起きている課題に対する思考を深

める題材を英語で議論した。  

 ・従来の思考方法に留まらず、英語という言語に内在する思考

過程を体験することで自分の考え方や、価値観の創造的発展

を図るグループワークを実施した。 

 

（イ）研修旅行(北海道方面) 

   新型コロナウイルス感染症の影響により、令和３年に実施予定だった 75期生（現３年生）の研修

旅行が延期され、76期生（現２年生）と 75期生が５月に研修旅行の実施という異例の日程となった。

北海道でのテーマ別探究活動を行い、事前、事後研修では外国人留学生との研修も含め活動を行っ

た。新型コロナウイルス感染症の影響が収まれば、シンガポール等、海外への研修旅行も再び検討す

る予定である。しかしながら、社会情勢を考慮に入れると来年度以降も国内で行うのが最も現実的で

ある。なお、77期生（現１年生）の研修旅行は 10月に実施される予定である。 

 

（ウ）国際交流プログラム 

 （ａ）姉妹校・連携校交流 (訪問と受入を隔年実施)  

 オーストラリア姉妹校のベノワ高校との交流や、マレーシア・イノベーション・コンペティショ

ンへの参加は全て新型コロナウイルス感染症による影響で中止となった。一方、マレーシアの連

携校スルタン・イスマイル高校とは Skypeを活用した交流をほぼ毎月の頻度で実施した。 

 （ｂ）国際交流・海外研修 

  新型コロナウイルス感染症拡大の影響で、米国ベイエリア研修、フィリピン介護福祉士候補者と

の交流、アジア高校生架け橋プロジェクト（ＡＦＳ）ホストスクール参加、グローバル・リンク・

シンガポール参加は中止となった。しかしながら、以前より交流のある米国イリノイ州のホイッ

トニー・ヤング・マグネット(Whitney M. Young Magnet)高校とは、個別に連携関係を築き、イン

ターネット上の SNS(Schoology)や、グーグルミート(Google Meet)を使用し、交流する機会を持

ち、国際交流の貴重な機会の創出をおこなった。 
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◎方法 

  （１）第１学年研修(Global Village プログラム) 

   新入生宿泊研修（平成 29 年度まで）については発展的に解消し、生徒の実態と SSH 事業の研究

開発課題をふまえ、課題研究と実社会の関連を生徒がより意識しやすくすること、及び多様性と

思考の柔軟性の育成をねらいとして、ゼロベースから再設計してから４年目の実施となる。 

  ①目  的  ・課題研究スキームを用いた課題解決学習をコアとする英語コミュニケーション実

習を集中研修として行うことで、『科学的リテラシー』『国際性』の育成を図る。 

         ・これまで培ってきた従来の思考方法に留まらず、英語という第二言語に内在する 

     思考過程、方法を体験する。自分の考え方や価値観の創造的発展を図る。 

・これから研究活動を行っていく上で必要とする知の探究心及び従来の思考方法の 

あり方そのものを革新的に変化させる機会とする。 

  ②実施時期  令和４年５月 25日（水）～27日（金） 

  ③実施場所  横須賀高校 Ｂ棟 

  ④研修のポイント 

  ・国際連合で 2015年に採択された「ＳＤＧｓ」をバックボーンとして進める 

  ・教科指導と課題研究の連携、教科指導と教科外指導をすべて抱合した企画である 

  ・PrincipiaⅠのミニ課題研究を体験できる 

・異文化理解を含めたコミュニケーションスキルを身に付けることができる 

・３日間の研修全体を通してエンパワーメント的要素を加味する 

  ⑤事前研修 「発信型英語」に向けた新入生対象の課題の設定と授業の連携 

  

 （２）北海道研修旅行  ※２，３年生実施 

  ①目  的  「科学的リテラシー」と「国際性」を基本コンセプトに、フィールドワーク・協働的

活動を通しグローバルな視野に立った課題発見・解決方法の模索につながる探究心を

育成する。     

  ②実施時期   令和４年５月 23日（月）～26日（木） ３泊４日 … 75期（現３年生）  

令和４年５月 24日（火）～27日（金） ３泊４日 … 76期（現２年生） 

  ③事後指導 研修旅行で学んだことを英語で留学生にセッション 

する「留学生プログラム」を事後指導で行った。 

  １年次の Global Village プログラムからの継続性を 

意識した企画で、30名ほどの留学生に来校頂いた。 

 

 （３）国際交流プログラム 

   Langley High School (Global Classmates Program) ＋ Whitney M. Young Magnet High School 

  ①目  的  SNS を活用した国際交流を米国高校生と行うことで異文化の習慣や価値観に触れ、

国際性の向上を図る。 

  ②実施時期  令和４年９月 ～ 令和５年３月 

  ③対 象 者  英語部 + 希望者 

  ④方    法 Whitney M. Young Magnet High Schoolの生徒たち

と SNS(Schoology) や Google Meetを活用し、月に

1回程度、Google Meetで協働作業を実施。日米の

文化比較をテーマに各校にてアンケートやインタ

ビューを行ってデータを収集し、インフォグラフィ

クスにまとめる。 
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神奈川県立横須賀高等学校SSH事業リフレクションシート

生徒 男 女 合計 有効回答数

1年 171 109 280 220

実施日 2年

実施場所 3年

他

計 171 109 280 220

科学への理
解・関心

論理的思考
力

国際性
情報収集・
処理能力

科学を応用
する力

主体性

今後の英語

学習への取
り組み

研修全体の
評価

参加者評
価 4.0 4.2 4.5 4.2 4.2 4.3 4.5 4.7

担当者評
価

総合評価 5 4 3 2 1 5 4 3 2 1 5 4 3 2 1 5 4 3 2 1 5 4 3 2 1 5 4 3 2 1 5 4 3 2 1 5 4 3 2 1 5 4 3 2 1

事業名 １学年 Global Village Program

5月25～27日

神奈川県立横須賀高等学校

フィール
ド

1学年

神奈川県立横須賀高等学校SSH事業リフレクションシート

生徒 男 女 合計 有効回答数

1年 171 109 280 220

実施日 2年

実施場所 3年

他

計 171 109 280 220

科学への理
解・関心

論理的思考
力

国際性
情報収集・
処理能力

科学を応用
する力

主体性

今後の英語

学習への取
り組み

研修全体の
評価

参加者評
価 4.3 4.3 4.5 4.4 4.1 4.3 4.5 4.5

担当者評
価

総合評価 5 4 3 2 1 5 4 3 2 1 5 4 3 2 1 5 4 3 2 1 5 4 3 2 1 5 4 3 2 1 5 4 3 2 1 5 4 3 2 1 5 4 3 2 1

事業名 76期　第2学年　研修旅行

5月24～27日

北海道

フィール
ド

２学年

☆検証  

  （１）第１学年研修(Global Village プログラム) 

 今年度もコロナ禍の影響によって泊をともなわない研修に変更。前年度と同様の実施形態を企

画し生徒 10人に１人の割合で外国人留学生を配置する Global Village プログラムを実施。リフ

レクションシートの集計結果では、全項目にわたり昨年度と同様の評価が見受けられるため、目

的に適ったプログラムを実施できたと考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）研修旅行 

  「科学的リテラシー」と「国際性」を基本コンセプトに、

フィールドワーク・協働的活動を通しグローバルな視野

に立った課題発見・解決方法の模索につながる探究心を

育成する研修の一環で行っている行事である。参加者の

評価は全項目で高い数値を得た。科学への理解・関心も高

く、フィールドワークや協働的な活動を通した体験的な

活動は、興味・関心に繋がるのだと実証された。 

一方、科学を応用する力の項目が若干低かったので来年

度の課題となる。いずれにしても、「科学的リテラシー」

と「国際性」双方の育成が求められる研修であり、今後も

さらに発展させていく必要がある。ＳＳＨⅠ期では北海道

方面一択であったものの、Ⅱ期では海外も含めた行先の検

討をすすめている。しかしながら、令和４年度現在、新型

コロナ感染症の終息状況が見えないことから、研修旅行の

海外実施は極めて厳しい状況である。 
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神奈川県立横須賀高等学校SSH事業リフレクションシート

生徒 男 女 合計 有効回答数

1年 1 3 4 3

実施日 2年 1 8 9 7

実施場所 3年 1 0 1 1

他 0 0 0 0

計 3 11 14 220

科学への理
解・関心

論理的思考
力

国際性
情報収集・
処理能力

科学を応用
する力

主体性

今後の英語

学習への取
り組み

研修全体の
評価

参加者評
価 2.4 3.3 4.5 3.7 3.0 3.6 4.7 4.3

担当者評
価

3.5 3.7 4.5 4 3.5 4 4.5 4.6

総合評価 5 4 3 2 1 5 4 3 2 1 5 4 3 2 1 5 4 3 2 1 5 4 3 2 1 5 4 3 2 1 5 4 3 2 1 5 4 3 2 1 5 4 3 2 1

事業名 国際交流プログラム

9月から半年間

コンピュータ室

フィール
ド

希望者

 （３）国際交流プログラム 

   昨年同様、新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から教育活動に制限がかかり、本校におい

ても国際交流プログラムの多くは延期あるいは中止となった。このような状況からオンラインでの

交流が盛んに行われている。以前より交流のある米国イリノイ州のホイットニー・ヤング・マグネ

ット(Whitney M. Young Magnet)高校との直接の交流を、SNSと Google Meetを用いて実施した。参

加者評価では、英語の学習に取り組む意欲が高い数値を示している一方、「科学への理解・関心」

「科学を応用する力」「論理的思考力」については低い評価となった。生徒がイメージする「科学」

（＝理科）的なテーマについて話し合う機会が少なかったことが一因と考えられる。今後は、科学

的な議論を促すようなテーマを設定していくことで、育成を図りたいと考えている。また、主体性

についても、生徒がより主体的に、リーダーシップが発揮しやすいように、工夫していきたいと考

えている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＴＯＰＩＣＳ 校外で活躍するグローバルリーダー                      

●「Global Classmates Program」に参加し秀でた活躍を認められた生徒

（約 2,000名のうち、日本側とアメリカ側からそれぞれ 6～8名）が選抜

される「Global Classmates Summit2022」に 3年 3組飯田愛香さんが選抜

された。7/16～8/12の計 10日間にわたり、表現力・語学力・国際性など

を育むことを目的としたプログラムに参加した。なお、横須賀高校では昨

年度も２名選抜され、２年連続の栄誉となった。 

 

 

●2022年 11月 5日、「令和 4年度 PDA神奈川県高等学校即興型

英語ディベート交流大会」が実施された。これは即興型英語ディ

ベートを通じて、生徒の英語による実践的コミュニケーション

能力の向上を図るとともに、様々な国際舞台で活躍できる人材

の育成を図ることを目的とする大会である。なお、参加校は学力

向上進学重点校及び学力向上進学重点校エントリー校（横浜翠

嵐、横浜平沼、横浜緑ケ丘、横浜国際、光陵、希望ケ丘、川和、

柏陽、多摩、横須賀、平塚江南、鎌倉、湘南、小田原、茅ケ崎北

陵、相模原、厚木、大和）の 18校であった。 
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ｃ．教育課程の編成や指導方法等 

①教育課程の特例に該当しない教育課程上の工夫（学校設定教科・科目の開設など。令和５年度から   

 取り組む内容も含む） 

（ア）学校設定教科「Principia」に学校設定科目｢Super Principia｣(１単位)の設置 

第３学年に自由選択科目として設置する。課題研究の成果を対外的に発信し、独創性あふれる

科学技術人材の育成を目指す。 

（イ）学校設定教科「Principia」に学校設定科目｢データサイエンス｣(１単位)の設置 

第３学年に自由選択科目として設置する。多様かつ大量のデータの存在や、データ活用の有用

性を科学的な観点から理解し、Society5.0で実現する社会に主体的に参画し、その発展に積極

的に寄与する資質・能力を育成する。 

  （ウ）学校設定教科「Principia」に学校設定科目｢プログラミングサイエンス｣(１単位)の設置 

第３学年に自由選択科目として設置する。プログラミングやシミュレーションによって問題を

発見し、科学的に解決する手法を学び、事象のモデル化やモデルを的確に評価することができ

る力の育成を図り「未知なる課題に挑む」資質・能力の育成を目指す。 

  （エ）教科「理科」に学校設定科目「理科実験探究」(１単位)の設置 

第３学年に自由選択科目として設置する。物理・化学・生物・地学の各領域を基礎に、日常生

活や社会的な課題となる題材を見つけ、自ら実験計画を立て、実施、まとめまでを行う。研究

倫理など研究に対する姿勢を身に付け、科学技術の発展をけん引し、社会に貢献できる科学技

術人材の育成を目指す。 

（オ）教科「外国語」に学校設定科目「英語研究Ｓ」(１単位)の設置 

第３学年に自由選択科目として設置する。科学に関する語彙、表現等について理解を深め、こ

れらの知識を適切に活用して課題研究の成果を諸外国へ発信したり、科学的な話題について伝

え合ったりできる力の育成を目指す。 

 

②必要となる教育課程の特例 

（ア）学校設定教科「Principia」に学校設定科目として次の３科目を設置する。 

・１学年に必履修の学校設定科目「PrincipiaⅠ」（３単位） 

・２学年に必履修の学校設定科目「PrincipiaⅡ」（２単位） 

・３学年に必履修の学校設定科目「PrincipiaⅢ」（１単位） 

     ※学校設定科目「PrincipiaⅠ」は、教科「情報」の科目「社会と情報」（令和４年度入学生か

らは「情報Ⅰ」）及び「総合的な探究の時間」の代替とし、研究倫理や情報活用・情報モラ

ルなどを系統的に扱うとともに、研究機関と連携した探究活動を実施する。 

     ※学校設定科目「PrincipiaⅡ」及び「PrincipiaⅢ」は、「総合的な探究の時間」の代替とし、

課題研究全体のさらなる充実のため「PrincipiaⅡ」を２単位（ＳＳＨⅠ期では１単位）とす

る。また、「PrincipiaⅢ」を必修化し、全校生徒が課題研究に３年間にわたって取り組むこ

とで、課題研究の質的向上を目指す。 

   （イ）教科「数学」に、各々の代替元となる科目における基本的な概念、原理、法則について系統

的な理解を深め、知識の融合化を図る学校設定科目として次の３科目を設置する。課題研究と

の連携を図り「未知なる課題に挑む」資質・能力を伸長させる。なお、令和４年度入学生の「Ｓ

Ｓ数学β」は６単位とする。 

      ・１学年に必履修の学校設定科目「ＳＳ数学α」（５単位） 

・２学年に必履修の学校設定科目「ＳＳ数学β」（５単位） 

・３学年に必履修の学校設定科目「ＳＳ数学γ」（５単位） 

      ※学校設定科目「ＳＳ数学α」は「数学Ⅰ」及び「数学Ａ」の代替とし、確率やデータ分析な

どを系統的に扱い、「PrincipiaⅠ」における課題研究の基礎を養う。「ＳＳ数学β」は「数

学Ⅱ」及び「数学Ｂ」「数学Ｃ」の代替とし、各種関数、確率分布や標本分布、ベクトルな

どを系統的に扱い「PrincipiaⅡ」における仮説の検証に生かす力を身に付ける。「ＳＳ数学

γ」は「数学Ⅲ」及び「数学Ｃ」の代替とし、日常の事象などを数学的に考察できるように

することを目指す。 
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ｄ．課題研究の取組について 

●本校の課題研究の柱は学校設定科目「Principia」である。 

令和３年度入学生 

学科・ 

コ ー ス 

第１学年 第２学年  第３学年 

対象 教科・科目名 単

位 

教科・科目名 単

位 

教科・科目名 単

位 

普通科 

Principia・PrincipiaⅠ ３ Principia・PrincipiaⅡ ２ Principia・PrincipiaⅢ １ 全 

    Principia・Super Principia  １ 選択 

    Principia・データサイエンス １ 選択 

    Principia・プログラミングサイエンス １ 選択 

    理科・理科実験探究 １ 選択 

    外国語・英語研究Ｓ １ 選択 

 

 

 ●1期からⅡ期にかけて変更した箇所の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●令和 5年度に向けた主なポイント 

・PrincipiaⅠ、Ⅱ、Ⅲは必履修科目。 

・Super Principiaは選択履修科目になる。 

・縦の繋がり強化のため、１年生⇔２年生、２年生⇔３年生が協働する場面が多く設定される。 

・PrincipiaⅠでは横浜市立大学附属病院との連携が始まる。 

・PrincipiaⅡでは校内研究とアカデミアがさらに充実。（アカデミア麻布大学獣医学部新設など） 

・PrincipiaⅢは 1、２年次の研究のまとめとして論文を作成。 

・Super Principiaは原則時間割の枠外での活動になる。 

・Super Principia外部での発表が単位履修の条件になる。 
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●学校設定科目 Principiaの位置付けとねらい 

[PrincipiaⅠにおける事前研修の充実] 

Ⅱ期では研究機関との連携開始を夏休み以降へ繰り下げる。これは、４月～６月における校内事前

研修の必要性を重視したものである。コロナ禍での事業実施となった令和２年度は、臨時休業期間中

に事前研修の動画を作成し、その視聴を行った上で７月より本格的な連携を開始した。動画教材視聴

に関してリフレクションシートにて評価を行った結果、５段階評価の結果が、「科学への興味・関心」

「主体性」がともに 4.2 以上と高水準に位置した。この結果も踏まえ、Ⅱ期目では「PrincipiaⅠ」

における事前研修の充実を図る。連携開始の時期を繰り下げることにより、各研究機関との綿密な打

ち合わせが可能となり、教職員の働き方改革の視点からも、各研究機関との綿密な打ち合わせが可能

で見通しを持った有意義な活動へと繋がると考えている。 

[縦の繋がりを意識した体系的なカリキュラム] 

学年ごとの進行となっていた従来の「PrincipiaⅠ・Ⅱ・Ⅲ」を抜本的に見直し、“縦の繋がり”を

意識した体系的なカリキュラムを作成する。第一に、従来、年度内に行っていた「PrincipiaⅠ」の代

表グループによるオーラルセッションを、翌年度４月の実施へ繰り下げる。これにより、「PrincipiaⅠ」

における研究時間を確保すると共に、成果発表を次年度の新入生が参観でき、目標を見据えた上で

「PrincipiaⅠ」の活動を開始できる環境を整えることができる。第二に、従来、選択科目となって

いた３学年設置の「PrincipiaⅢ」を必修化し、全校生徒が課題研究に取り組むことで、研究の質的

向上や広い意味での“進路”に直結するカリキュラムとする。特に前期では、２年生と３年生が同一

教室で活動できる環境が整い、先輩の研究を引き継ぐことによる研究の深化や課題設定における実践

的な助言も期待される。また、従来の「PrincipiaⅢ」を発展的に再構築した科目として「Super 

Principia」を設置する。受講生徒は「PrincipiaⅢ」も併修するため、研究時間を確保しながら自身

の研究に集中でき、国内外の理数系コンテストや各種学会への参加を通じ、これからの日本の科学的

発展をけん引する研究者となる意欲を持つ人材の育成を目指すことができる。 

[10進分類表を活用したフィールド分けの実践（PrincipiaⅡにおける校内研究）] 

従来、PrincipiaⅡにおける校内研究は、「物理」「化学」「生物」「数理」の４フィールドで展開し

てきた。しかしながら、これらのフィールド名につられ、自身の興味関心を十分に踏まえることが

出来なかった生徒のモチベーション低下や、「課題研究＝理数系教員の担当」という誤認による理

数系教員の負担増加等、課題が見られた。したがって、Ⅱ期においては、“10進分類表”を活用

し、フィールド分けの方法を刷新する。これにより、生徒の興味関心の方向性を十分に踏まえたフ

ィールド分けや、教科の専門性に依らない組織的な事業運営が期待される。 

科目名 履修 位置付け ねらい 

PrincipiaⅠ 

（３単位） 
必修 

課題研究

の 

基礎 

グローバル化や情報化が急速に進み、人間の在り方が大きく変わ
るこれからの社会を見据え、自ら課題を見いだし、それを解決す
るために試行錯誤する過程を主体的に経験すると共に、その必要
性や意義を学ぶ。同時に、研究倫理を身につけ、社会に求められ
る人物像を描き出す。また、地域の研究機関と連携したフィール
ドワークや実験・実習を通じ、実践的な課題発見能力・課題解決
能力の伸長を目指す。 

PrincipiaⅡ 

（２単位） 
必修 

課題研究

の 

応用 

「PrincipiaⅠ」で学んだ課題研究の過程やその意義を踏まえ、自
身の興味関心に基づきながら主体的に課題を見いだし、客観的根
拠を基に他者と協働しながら考察を重ね、それを論理的に説明で
きる力の育成を目指す。さらに、課題研究に係るコンテストや各種
学会への参加も視野に入れ、より発展的な課題研究を実施すると
共に、研修旅行等を通じ国際的な視点で物事を捉えることのでき
る素地を養う。 

PrincipiaⅢ 

（１単位） 
必修 

課題研究

の 

深化 

「PrincipiaⅡ」で行った課題研究を発展的に継続すると共に、成
果をまとめ、他者へ共有する。また、下級生と協働した学びを通
じ、プレゼンテーション能力やコミュニケーション能力の向上を
目指す。さらに、論文執筆を通じ、物事を論理的にまとめる力を養
い、総合的な人間力の向上を目指す。 

Super 

Principia 

（１単位） 

選択 

課題研究

の 

発信 

「PrincipiaⅠ・Ⅱ・Ⅲ」で進めた研究をベースに、高等学校学習
指導要領を超える発展的な課題研究を行い、国内外の理数系コン
テストや各種学会への参加を通じ、これからの日本の科学的発展
をけん引する研究者となる意欲を持つ人材の育成を目指す。 
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ｅ．学校設定教科・科目について 

（令和３年度） 

学科・ 

コース 

開設する 

教科・科目等 

代替される 

教科・科目等 
対 象 

教科・科目名 
単

位 
教科・科目名 

単

位 

普通科  

Principia・ PrincipiaⅠ ３ 
情報・社会と情報  ２  

第１学年  
総合的な探究の時間  １  

Principia・ PrincipiaⅡ ２  総合的な探究の時間  ２  第２学年  

Principia・ PrincipiaⅢ １  総合的な探究の時間  １  第３学年  

数学・ＳＳ数学α  ５  
数学・数学Ⅰ  ３  

第１学年  
数学・数学Ａ  ２  

数学・ＳＳ数学β  ５  
数学・数学Ⅱ  ３  

第２学年  
数学・数学Ｂ  ２  

数学・ＳＳ数学γ  ５  数学・数学Ⅲ  ５  第３学年  

                   ※令和３年度のＳＳ数学βは、減単して実施 

（令和４年度） 

学科・ 

コース 

開設する 

教科・科目等 

代替される 

教科・科目等 
対 象 

教科・科目名 
単

位 
教科・科目名 

単

位 

普通科  

Principia・ PrincipiaⅠ ３ 
情報・情報Ⅰ  ２  

第１学年  
総合的な探究の時間  １  

Principia・ PrincipiaⅡ ２  総合的な探究の時間  ２  第２学年  

Principia・ PrincipiaⅢ １  総合的な探究の時間  １  第３学年  

数学・ＳＳ数学α  ５  
数学・数学Ⅰ  ３  

第１学年  
数学・数学Ａ  ２  

数学・ＳＳ数学β  ６  
数学・数学Ⅱ  ４  

第２学年  
数学・数学Ｂ  ２  

数学・ＳＳ数学γ  ５  数学・数学Ⅲ  ３  第３学年  

 

ｆ．教師の指導力向上のための取組 

 ≪校内研修≫ 

 （１）課題研究にかかる着任者研修会４月２日 

 （２）Principia担当者研修会４月 14日、10月 18日、1月 24日 

 （３）横高みらいナビ ※朋友会による卒業生講演 

 

 

 （４）授業見学週間 11月２日(月)～１月 25日(火) 

 

 
職業／所属 氏名 

1 大学教員 宮脇文恵 

2 日本航空（パイロット） 眞鍋要一 

3 プロベリーダンサー 谷口文華 

4 弁護士 角井駿輔 

5 トヨタ自動車 水上俊樹 

6 日本赤十字社 渡部由美 

7 広告コンサルタント 新田真隆 

8 東急 岩田健太 
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（５）横高スペシャル講座 12月 13日、14日 

本校の新たな取り組みとして「横高スペシャル講座」を実施した。この企画は１・２学年を対象

とし、次の２つを目的に教員が講座を設定した。 

① 普段の授業からさらに発展的、専門的内容に触れる機会をつくるとともに、実技能力のさ

らなる習得の機会をつくる。 

② 教科横断型の授業によって、多角的な視点での学習を行うとともに、複数分野にまたがる

総合的な知識を得る。 

生徒には希望をとり、それをもとに

して振り分けを行った。 

この企画を通して、教員の指導力も

向上するのではないかと考え、事後

アンケートを実施した。その質問項

目と結果・分析が右の通りである。 

 

 

 

この項目では、「５.そう思う」「４.や

やそう思う」と解答した割合が

44.1％であった。あまり高い数値が

でなかったのは、一部の生徒が定員

の関係で、希望の講座を受講できな

かったことが原因として考えられ、

企画の運営面での課題である。 

 

 

次の項目では、「５.そう思う」「４.ややそう思う」と解答した割合が 35.3％であった。高い数値

がでなかったのは、そもそも「横高スペシャル講座」が教員の指導力向上を目的としてスタート

しておらず、教員にその意識がないまま企画を実施したことが原因であると考えられる。指導力

向上を目的として明確化する必要がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「横高スペシャル講座」を通して、73.5%の教員が「教材解釈、教材開発」の力が向上したと

考えていることが分かった。教科書や評価にとらわれずに講座を設定できるため、普段は扱わな

い教材を準備する中で、この力が高まったと感じていると思われる。 

以上より、本年度はこの企画を通して、教員の指導力向上をめざすには多くの課題が残った。

一方で、「教材解釈・教材開発」を通して、教員の資質を向上させる可能性を見出すことができた。 
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（６）課題研究の進め方の共有（中丸雅代指導教官の取組紹介） 

●令和３年度 SSH 生徒研究発表会「ポスター発表賞」受賞 
主催：文部科学省・国立研究開発法人科学技術振興機構 

開催：2021年 8月 4日（水）/ 5日（木）神戸国際展示場 

テーマ：「箱根温泉水の表面張力の比較」 

研究者：PrincipiaⅢ 3年 2組沼尻大和 3年 4組菊池壮哉 3年 6組阿部実和 （74期生） 

概要：温泉の肌あたりを表すときの「しっとり」や「さっぱり」に着目し泉質や pH域が温泉水の張り付

く強さに関係しているのではないか、との見解から本テーマに至った。仮説を「肌あたりのさら

っとした湯は表面張力が小さく、とろっとした湯やにごり湯は表面張力が大きい」と設定し、温

泉旅館や企業に温泉水の提供を依頼。25ヵ所 32種の温泉水を収集し調査した。 

 

【約４カ月間の主な取組】 

4月：プレテスト（水道水等で 100回以上）、 

各種調査（泉質種別調査、pH調査、

循環式・掛流し調査等）、購入品リス

トアップ等。 

5月：提供依頼ホテル一覧・依頼文・お礼状 

等の作成、郵送作業、協力先連携等。 

6月：表面張力測定（32種 640回測定）、 

データ分析、温泉分析書まとめ、二次

調査準備、研究要旨作成等。 

7月：意見交換、PC作業、ポスター作成、 

補助的展示資料作成等。 

【PricipiaⅢ 活動報告】 

本チームは SSH 生徒研究発表会の出場を目

標に掲げ、春休みから活動を開始した。8月

のコンテストを目指した活動計画を立て、

常に進捗状況と照合することで研究の地道

な場面でも時間を捻出して粘り強く進め

た。また、自分たちの発信によって社会の協

力を得る場面では手書きの依頼文で研究目

的を伝える等、自分たちにできることを丁

寧に行って協力体制を築いた。実際に行っ

た表面張力の測定回数は、準備・練習・本番

を合わせおよそ 800 回にのぼる。これらの

データをまとめて考察した結果、「温泉水の

pH（酸性→アルカリ性）と表面張力 T との

関係には負の相関がある」という傾向を得

た。その他、湧出地の標高の関係性や、エリ

ア・泉質・含有成分別の分析等、様々な観点

も考慮して多角的に検討した。本チームの

特性として、スケジュールの管理能力、外

部に対する礼節や実行力、チームでの協働

力やコミュニケーション能力に優れた点

が挙げられる。受賞後には協力先にむけて

研究報告書を作成し、お礼状とともに送付

した。本チームは互いに思いやって友好関

係を保ち、最後には全員が感謝と達成感を

伝え合った。 

 

スケジュール 時間 スケジュール 時間

1 木 春季休業 0900～ 1 土

2 金 春季休業 2 日

3 土 3 月

4 日 4 火

5 月 始業式 放 5 水

6 火 入学式 6 木 ⑥放課 昼・放

7 水 ④放課 放 7 金 ⑦放課 放

8 木 ⑥放課 放 8 土

9 金 ⑦放課 昼 9 日

10 土 10 月 ⑥放課 昼 ・放

11 日 11 火 ⑥放課 昼

12 月 ⑥放課 昼 ・ 放 12 水 ⑥放課 昼

13 火 ⑥放課 朝・昼・放 13 木 ⑥放課(職会） 昼・放

14 水 ⑥放課 昼 14 金 ⑦放課 放

15 木 ⑥放課(職会） 昼・放 15 土

16 金 ⑦放課 昼・放 16 日

17 土 17 月 ⑥放課 昼

18 日 18 火 ⑥放課 昼

19 月 ⑥放課 昼・放 19 水 ⑥放課 放

20 火 ⑥放課 昼・放 20 木 ⑥放課 放

21 水 ⑥放課 放 21 金 ⑦放課 放

22 木 ⑥放課 昼・放 22 土 １日

23 金 ⑦放課 昼 23 日 半日

24 土 24 月 ⑥放課

25 日 25 火 ⑥放課 放

26 月 ⑥放課 朝・昼・放 26 水 ⑥放課 放

27 火 ⑥放課 朝・昼・放 27 木 昼・放

28 水 ⑥放課 朝・昼・放 28 金 ３年遠足

29 木 昭和の日 29 土 半日

30 金 新体力テ/結団式 朝・放 30 日

31 月 ④限で放課 朝・放

年度当初の動き

4月 5月
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●第 20回高校生・高専生科学技術チャレンジ（ＪＳＥＣ2022）「入選」 
●第 16回高校生理科研究発表会「奨励賞」 

テーマ：「サステナブルな三浦半島～貝殻のもたらす地域経済の活性化～」 

研究者： PrincipiaⅢ 3年 2組野澤仁 3年 2組帖佐優太 3年 2組吉浦颯海 （75期生） 

概 要： 三浦半島に堆積している貝殻を資源として有効活用することで地域経済を活性化し、サステナ 

 ブルな三浦半島を構築したいと考え、本研究を始めた。貝殻の活用例にはホタテの貝殻由来の

炭酸カルシウムが実用されていることから、「半島の貝殻も純粋な炭酸カルシウムの代替品と

しての使用が可能である」という仮説を設定。三浦半島３地域 22 ヵ所の海岸を対象とし、６

種の貝殻を選定して採集・調査した。 

 

【約 6カ月間の主な取組】 

4月：初活動 4/26スタート。「コンテストでの

タイトル獲得」が本チームの最終目的。

29日フィールドワーク実施。 

5月：塩酸との反応での問題点発生。解決方法

の模索開始。本研究を遂行・完成させる

ための期間を設定しスケジュールに合

ったコンテストを選定。「高校生理科研

究発表会」（9月下旬実施）に目標確定。 

6月：粉砕機導入。試行実験の本格化。 

7月：中高連携実験教室の企画立ち上げ。内容

確認・器具類の準備等。データ収集と信

頼性確認。国立国会図書館来訪等。 

8月：データ分析、データ取り直し、文献調査、  

発表資料準備等。 

9月：意見交換、PC作業、スライド作成、説明

資料作成、考察による追加実験等。 

【PricipiaⅢ 活動報告】 

本チームは PrincipiaⅢのメンバー結成から

スタートし、新規のテーマを決定するまで順調

には進まなかった。しかし全員が「コンテスト

でタイトルをとる」という決意をもち、その後

は可能な限りの時間を費やして没頭した。半島

全域での貝殻採集フィールドワーク 7回、塩酸

との反応実験の実施回数は試行・本番を通して

およそ 350 回にのぼる。本チームの特性とし

て、フィールドワークへの行動力、研究に対す

る思考・判断力、チームでの議論や会話力に優れた点が挙げられる。

「第 20回高校生・高専生科学技術チャレンジ（JSEC2022）」や「第

16回高校生理科研究発表会」の他にも「海の宝アカデミックコンテ

スト 2022」「海洋教育フォーラム」に参加し、各審査員の先生方よ

りコメント

や評価をい

ただいた。 

 

  

スケジュール 時間 スケジュール 時間

1 金 1 日 FW振返り

2 土 2 月 新体力テ/身体測定 放

3 日 3 火

4 月 4 水

5 火 5 木

6 水 6 金 70×5 放

7 木 7 土

8 金 8 日

9 土 9 月 70×5 放・自宅

10 日 10 火 PM放課 朝・昼～

11 月 11 水 70×5 朝・昼・放

12 火 12 木 70×5 朝・昼・放

13 水 13 金 70×5 朝・昼・放

14 木 14 土

15 金 15 日

16 土 16 月 テスト１日目

17 日 17 火 テスト２日目

18 月 18 水 テスト３日目

19 火 19 木 テスト最終日 放

20 水 20 金 事前指導 朝・放

21 木 21 土

22 金 22 日

23 土 23 月 研修旅行

24 日 24 火 研修旅行

25 月 25 水 研修旅行

26 火 PM放課 放 26 木 研修旅行

27 水 70×5 昼・放 27 金 事後指導 放

28 木 70×5 28 土

29 金 FW① 29 日

30 土 FW振返り 30 月 50×5 放

31 火 PM放課 放

4月 5月

年度当初の動き
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 ≪校外研修≫ 

（１）探究活動に係る指導力向上研修（神奈川県教育委員会主催）３回 

令和 4年 6月から 10月にかけて 3日間開催された。参加校は県内のＳＳＨ指定校の他、県教委

による理数教育推進校、教育課程研究開発校、ＳＴＥＡＭ教育研究推進校などの 36 校だった。研

修講座の目的は、総合的な探究の時間や共通教科である理数をはじめ、学習指導要領で重視されて

いる探究的な学習活動をより効果的に指導できる教員の育成を目ざし、課題の発見から、情報の整

理・分析、研究のまとめ、発表に至る一連の過程における指導力の向上を図ることである。 

1日目は学習指導要領上の探究活動の位置づけを確認した後、「物のライフサイクル」をテーマに

して、横浜国立大学の松本真哉氏による模擬授業で、課題の設定からまとめ・表現までの探究活動

のサイクルを体験した。2日目は参加各校の教育目標に合わせ、カリキュラム・マネジメントを踏

まえて単元指導計画を、3日目は年間指導計画を作成した。2日目、3日目とも参加校同士で協議を

行い、計画のブラッシュアップをしながら探究活動に係る指導力の向上を目ざした。 

 

（２）ＳＳＨ先進校視察 11月 12日、11月 13日、12月５日、12月６日 

  【京都方面】京都府立嵯峨野高等学校・京都府立洛北高等学校・京都府立桃山高等学校 

※３校合同ＳＳＨ成果報告会、みやびサイエンスガーデン（SSH 生徒研究発表会） 

  【鳥取方面】青翔開智中学校・高等学校、鳥取県立鳥取西高等学校 

  【栃木方面】栃木県立栃木高等学校 

 

（３）県立高校指定校事業「理数教育推進校」テーマ別研究協議会兼ＳＳＨ指定校情報交換会 

   県立高校指定校事業「ＳＴＥＡＭ教育推進校」テーマ別研究協議会（神奈川県教育委員会主催） 

 

（４）ＳＴＥＡＭ ＰＢＬモデル授業研修 12月 11日 

令和 4 年 12 月 11 日にインテル株式会社トレーニングルームで開催され、オンライン参加も含

めて全国から中学校、高等学校の教員等約 30名が参加した。講師は鳥取県教育センターGIGAスク

ール推進課係長の岩崎有朋氏が務めた。 

研修では、ＳＴＥＡＭ教育の在り方の一つとして、Project Based Learning（プロジェクト型学

習、以下 PBL）の手法を、指導計画の作成などを通して身につけることが目的だった。参加者は事

前課題として PBLに基づいた授業の実践例や指導、評価の方法について動画視聴で把握し、架空の

学校を題材にして指導計画の作成を行った。当日は、企業等が学生に求める資質能力を確認するこ

とからスタートした。中学校や高等学校など早い段階からその資質能力を身につけるための活動を

取り入れる必要性があり、そのためには PBLをはじめとした探究活動の実践が必要である。参加者

が持ち寄った事前課題を俯瞰し、PBLにおいても生徒自身が課題の発見から、情報の整理・分析、

研究のまとめ、発表に至るまでの探究のサイクルを組み込み、生徒が試行錯誤を繰り返す活動を行

う必要があるが、必ずしも一つの教科内・単元内ですべてを取り入れる必要はなく、カリキュラム

マネジメントを適切に行って学校全体で取り組むことが大切であることを、参加者で確認した。当

日の後半は、参加者の勤務校の実情に応じながら指導計画を作成する演習を行った。 

対面とオンラインのハイブリッド型の研修会ではあったが、オンライン参加者も対面参加者と

遜色なく交流できるような工夫が散りばめられており、PBLのみならず運営の手法についても教員

の指導力向上につながる研修会だった。 

 

（５）公開研究授業視察 

・国立お茶の水女子大学附属高等学校 ・国立筑波大学附属駒場中高等学校  

・神奈川県立厚木高等学校 ・神奈川県立神奈川工業高等学校  

・神奈川県立多摩高等学校 ・神奈川県立相模原弥栄高等学校 ・神奈川県立秦野高等学校 

・神奈川県立希望ケ丘高等学校・神奈川県立翠嵐高等学校・神奈川県立鎌倉高等学校  
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④「実施の効果とその評価」について 

（１）キャリア開発による卒業生進学先 

 平成 29 年度から令和３年度までの過去５年間の卒業生の進路先概略は以下の通りである。なお、Ｓ

ＳＨ主対象生徒は、平成 30年度卒業生以降になる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和２年度卒業生において前年度から理系進路先が微減となったものの、ＳＳＨ指定前と比較すると

理系進路先及び国際系進路先については明らかに高い割合で推移している。 

一方で、令和２年度卒業生と令和３年度卒業生の進路先を比較・分析すると、理系は 48.5％→48.3％

と横ばい、文系は 45.9％→46.9％と微増、国際系は 5.7％→4.7％と微減となった。国際系の微減はコ

ロナ禍による国際交流の機会の減少、渡航規制等の措置が影響している可能性があり今後注視したい。 

 

 さらに、下図は総合型選抜の受験者数の推移である。ＳＳＨ指定後、探究の成果を利用した受験者数

増が顕著であったが、令和３年度卒業生(74期生)の数値において前年度比で 68%およそ７割減という非

常に大きな下降が見られた。コロナ禍における度重なる行動制限によって、実験や実証そのものの実施

が出来なかった状況が長かったことから、課題探究として十分な成果が得られず、進路に活用するまで

に至らなかった可能性も考えられる。 

しかしながら、学校全体として総合型入試への対応が遅れたことが最も大きな課題であり、進路グル

ープおよび対象学年との連携を

密にし、同じ方向性を共有しつ

つ全職員が一体となって進路指

導に当たる必要がある。その克

服のために、まずは生徒向けお

よび教員向けのキャリガイダン

スの機会を増やすことが必要で

ある。課題研究を全生徒が行っ

ている本校の強みをキャリアに

活用できる環境づくりを次年度

は積極的に行う。                                                                                  

                      太字内はＳＳＨ指定後／点線内は総合型入試開始 
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（２）学校で行う調査の具体的な内容と結果 

 （あ）「生徒による授業評価」の比較検証 

   神奈川県立高校で行っている「生徒による授業評価」では、神奈川県からの指定項目の他、ＳＳ

Ｈに関連する以下の 10 項目に関する調査を３年前より実施している。回答の入力は生徒が Google 

Forms によって行う。３年前は授業時間外に回答させていたが、２年前からは授業内に時間を取り

回答させる形式に変更した。 

   課題としては引続き生徒が回答形式に慣れてきたこともあり、上級生になるほど回答数は減少し、

形がい化の可能性がみられることである。本調査が授業改善と結びついていることを再度生徒たち

に周知し職員の授業改善に結びつけていくことが肝要であると考える。 

 

  【生徒による授業評価 ＳＳＨ質問項目】 

 ①科学に対する理解・関心が高まる学習活動／学習機会がある 

 ②授業を通して科学に対する理解・関心が高まったと思う 

 ③論理的思考力が育まれる学習活動／学習機会がある 

 ④授業を通して、論理的思考力が身に付いたと思う 

 ⑤グローバルな視点で物事を考える学習活動／学習機会がある 

 ⑥授業を通して、グローバルな視点で物事を考える姿勢が身に付いたと思う 

 ⑦情報を収集し、活用する能力を育てる学習活動／学習機会がある 

 ⑧授業を通して、情報を収集し、活用する能力が高まったと思う 

 ⑨科学を実社会に応用できるような学習活動／学習機会がある 

 ⑩授業を通して、科学を実社会で応用できる力が身に付いたと思う 

 

 （い）教員、研究機関、保護者対象の質問紙調査 

   ＳＳＨⅡ期目に入り、質問項目を一新した。生徒に身につけさせたい力を中心に、研究倫理や主

体性についても項目を追加し、Ⅰ期目から定点観測してきた項目を残しつつ新しい項目も追加した。

今年度は、３月の Principia ポスターセッション後に研究機関と保護者を対象とした調査を行う。

（２月に先行実施した研究機関調査の中間結果は❸34頁に記載） 
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 （う）「生徒対象のＳＳＨ事業に関する 109の質問紙調査」の学年ごとの変容 

   科学への興味・関心、論理的思考力、協働性、国際性の４項目を客観的に評価するために、この

４項目が集約できる因子が設計されている次の既存の調査を活用し、学年ごとの変容を見取った。 

  ・「高校生の科学等に関する意識調査」（独立行政法人国立青少年教育振興機構 小倉康氏） 

  ・「共同作業認識尺度」（三重大学高等教育創造開発センター 長文与氏） 

  ・「国際理解測定尺度 IUS2000」を統合整理し「横須賀高校学習活動に関する質問紙」とした。 
 

●学年ごとの一覧 

 

  ＳＳＨ第Ⅰ期からの課題である「科学や科学技術への関心」について、改善に向けたプログラム

を講じたが前年度と同様に横ばいとなった。しかしながら、生徒による授業評価において教科ご

との分析をみると教科によって向上がみられる。あらためて目標達成のためには探究だけではな

い、教科との連携が必須でより一層組織的に取り組むことが肝要と考える。いくつかの項目で１

年次から年次が上がる過程で数値の伸びに陰りが見られる一方で「論理的思考力、判断力」「創造

的思考力」「科学リテラシー」は引続き高い数値を示している。一年次入学直後の期待感と実際の

取組内容にややギャップがある可能性も否定できないため、今後調査する必要があると思われる。 
 

 （え）リフレクションシートの成果検証 

   ＳＳＨに関連する行事について、「科学への理解・関心」・「論理的思考力」・「国際性」・「情報収

集・処理能力」・「科学を応用する力」・「主体性」の６観点の評価を参加生徒及び担当教員が行っ

てきた。評価の回答は Google Formsを利用した。 

実施方法（令和４年度） 

①ＳＳＨ推進委員会でリフレクションシート実施対象イベントを選定 

②ＳＳＨ推進委員会で当該事業によって生徒に身に付けさせたい力（以下、｢観点｣）を確認 

③当該事業において各観点を評価する際の着目点を確認 

④ＳＳＨ推進委員会で Google Forms質問文を作成・２次元コード配付 

⑤対象生徒に配付・入力【５段階評価・非匿名】→対象教員に配付・入力【５段階評価・匿名】 

⑥ＳＳＨ推進委員会で集計（各観点、小数第２位を四捨五入） 

実施上の注意 

・「科学への理解・関心」・「論理的思考力」・「国際性」・「情報収集・処理能力」・「科学を応用する 

力」・「主体性」の６観点は、全イベント共通の観点とする。※全てを評価対象とする必要はない。 

・各イベントで独自の観点を用意することも可能。 

各調査における数値の分析・検証は本文に掲載している。異なる立場からの評価を総合して得ること

ができるようになり、今後のＳＳＨ事業の改善に資することが期待される。  
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⑥「校内におけるＳＳＨの組織的推進体制」について 

ＳＳＨ推進委員会の主導のもと、学年・グループ・教科など全ての分掌と連携し協力体制を構築

している。働き方改革の観点を踏まえ、グループ業務に偏りが生じないようワークシェアを積極的

に進めた。 

教務Ｇ 
・新カリキュラムの運営  ・授業改善に関わる取組 

・学校設定科目「PrincipiaⅠ・Ⅱ・Ⅲ」の実施状況の把握及び改善                

総務Ｇ ・発表会、公開講座等の設定及び運営 

進路支援Ｇ 
・生徒の進学指導ならびに進路結果把握 ・キャリア開発全般 

・ＳＳＨの取組と進路状況の分析 

学問探究Ｇ 
・「横高アカデミア」関連の大学や研究機関等との連絡・調整及び運営 

・研究室訪問の企画、運営  ・校外研修の企画・運営 

生徒支援Ｇ ・各種コンテスト、コンクールへの参加促進 

広報・図書Ｇ 

・学校ＨＰ、ＳＳＨパンフレットを活用した広報活動 

・保護者、地域、小・中学校等へのＰＲ 

・サイエンスルームの運用規定の作成と管理 

・ＩＣＴ機器の管理全般 

・学習支援ツール（ロイロノート）の導入 

事務 
・ＳＳＨ関連の予算の調整 

・ＪＳＴへの要求書申請や調整 

学力向上 

ＷＧ 

・課題研究と教科内容の「知の活性化」の実現 

・「論理的思考」の育成を目ざした授業実践の継続 

・学習支援ツール（ロイロノート）を活用した授業実践 

・思考力・判断力・表現力を高めるための深い学び（問い）の実践 

・校内研修会、公開授業の計画・実施    

新カリキュラ

ムＰＴ 

・新しい学習指導要領に対応した教育課程表の作成 

・ＳＳＨⅡ期におけるカリキュラム・マネジメント全般 

             Ｇ＝グループ ＷＧ＝ワーキンググループ ＰＴ＝プロジェクトチーム 
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⑦「成果の発信・普及」について 

（１）ホームページの充実 

冊子『スーパーサイエンスハイスクール研究開発実施報告書』やパンフレット『Super Science 

High School』のＰＤＦ版の更新、イベント等の開催・参加情報等の可及的速やかに掲載する。 

 

（２）ＩＣＴを活用した発信 

YouTubeでの学校紹介動画の限定公開や Google Classroomまたは 

ロイロ・ノートスクールでの公開を定期的に行う。 

さらに、Twitterや facebookなどのＳＮＳでは、学校アカウントを  

作成し生徒主体の発信力向上に力を入れた。 

 

（３）報告書・パンフレット等の配付〈連携する研究機関や生徒に配付〉 

   ・『スーパーサイエンスハイスクール研究開発実施報告書』 

  ・本校独自のパンフレット『Super Science High School』 

  ・本校作成『Research Support Book』〈全生徒に配付〉 

 ・生徒が主体的に作成した『ＳＳＨ ＮＥＷＳ』 

    ※毎月刊行し、各家庭への配付のほか近隣中学校へも届けた。 

 

（４）イベント等の開催・参加 

 ・地域の小学校・中学校の児童・生徒に向けた「科学（実験）教室」を

生徒主体で企画・運営する中で成果の普及を図る。 

 ・トウキョウサンショウウオをはじめとした地域の環境について啓発 

活動を行う。 

 ・横須賀市自然・人文博物館主催「みんなの理科フェスティバル」で探 

究活動の発表を行うとともに、運営を通して、一般の来場者や市民に  

対して成果の普及を図る。 

 ・全公立展や公私合同説明会等での生徒によるポスター発表や科学系コ

ンテスト、研究課題発表等 のイベントで研究成果を発信する。  

 

（５）校内における研究成果の共有・継承 

職員会議でＳＳＨについての時間を設定する。また、教材や成果物を電子媒体で蓄積・共有した

り、生徒の探究活動をサポートするための『Research Support Book』等のマニュアルを作成する。

また月に１度『SSH NEWS』を発行し、生徒の活動、学会発表の様子などを生徒全体に共有する。 

 

（６）生徒研究発表会の公開 

   ポスターセッション、生徒課題研究発表大会を一般公開する。必要に応じてＷｅｂサイトを開設

し、成果物を限定公開する。 

 

 ※今年度は、多くの事業および行事でタイムスケジュールや会場レイアウト、司会等の進行を生徒（Ｓ

ＳＨ委員会）主体の企画・運営に移行した。上記（１）～（６）における情報の発信・普及について

も同様で、「横須賀高校広報プロジェクトチーム」を立ち上げるなど、生徒中心の発信を積極的に行っ

た。 
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⑧「研究開発実施上の課題及び今後の研究開発の方向性」について 

本校は、平成 28 年度にⅠ期に指定されて以降“科学的リテラシーと国際性を育成する教育課程の

開発”を行ってきた。その根幹には、課題研究のための学校設定科目「PrincipiaⅠ・Ⅱ・Ⅲ」があ

る。令和３年度にⅡ期指定をうけ、この「Principia」の発展的な再構築を主軸に「科学的リテラシー

と国際性を有し、未知の課題を科学的に解決できる人材の育成」を目指し、引き続き研究開発を行っ

ていく。下図がＳＳＨⅡ期の研究開発の概要を示した図である。 
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事前研修
プログラム

研究倫理教育・情報リテラシー教育
新入生研修事前指導
課題研究の動機付け

仮説１ 仮説２ 仮説３

「
知
の
融
合
」
を

テ
ー
マ
と
し
た
公
開
研
究

授
業
の
実
施

学力向上

WG

仮説４

生
徒
Ｓ
Ｓ
Ｈ
委
員
に
よ
る
「
Ｓ
Ｓ
Ｈ

Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
」
の
発
行
（
月
１
回
程
度
）

Ｓ
Ｓ
Ｈ
に
係
る
行
事
等
の
生
徒
に
よ
る
企
画
・
運
営 PrincipiaⅠにおける探究活動

・本校教員による外部連携のマネジメント
・研究機関と連携した探究活動
・ゼミセッション・ポスターセッションの実施

～探究活動を通じ、課題研究の姿勢を学ぶ～

PrincipiaⅡにおける課題研究

・10進分類表を活用したフィールド分け(校内研究)

・自ら課題を見出し、仮説を立て、検証する
・自身の興味関心に基づいた課題研究を実施

～未知に挑む姿勢を育む～

PrincipiaⅢにおける課題研究

～研究をまとめ社会に貢献する～

・生徒課題研究発表大会実施
・卒業研究論文（仮称）の執筆
・後輩への継承

縦の
繋がり

縦の
繋がり

同じ教室で異学年が同時に

課題研究を進める環境

２年生による研究内容紹介を実施
・研究機関の概要
・PrincipiaⅠの研究成果発表

科学部の活動

仮説５ パフォーマンス評価に基づいた評価システムの実践

高い倫理観を有し、多様な
価値観を享受できる人材
の育成

“未知に挑む力”を有し、国際
感覚を持って主体的・協働的
に活躍できる人材の育成

日本の科学技術の発展を牽引
する研究者となり得る人材育成

グローバルな視点で課題を自ら発見し、科学的思考・論理的思考を基礎に、
創造力をもって解決方法を世界に向けて発信できるリーダー

育成したい
生徒像

国際性
の育成

理数系
人材育成

科
学
的
リ
テ
ラ
シ
ー
・

国
際
性
の
育
成
を
主
軸
に

お
い
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

新カリ
キュラム

PT

新
入
生
研
修

海
外
研
修
旅
行

国際的な視野

論理的思考力

科学への理解・関心

主体性

情報収集・情報処理能力

科学を応用する力

学問探究

G

神奈川県立横須賀高等学校 科学的リテラシーと国際性を有し、
未知の課題を科学的に解決できる人材の育成

「未知に、挑もう。」

Super Principiaに
おける課題研究

データサイエンス

プログラミング
サイエンス

理科実験探究

英語研究Ｓ

ＳＳ数学γ

ＳＳ数学β

ＳＳ数学α

海
外
で
開
催
さ
れ
る
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
へ
の
参
加
等

英
語
部
の
活
動
・
デ
ィ
ベ
ー

ト
大
会
へ
の
参
加

学問探究

G

３
つ
の
目
標

５
つ
の
仮
説 生徒主体の

運営体制の構築
汎用的な思考力を育成する
課題研究プログラムの開発

国際的な視野を持つ
科学技術人材の育成

カリキュラム・マネジメ
ントを通じた

“知”の活性化
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ＳＳＨⅡ期における今後５年間の研究開発計画は下表のようになる。  

項目 令和３ 令和４ 令和５ 令和６ 令和７ 

Ａ 

PrincipiaⅠ（必履修） □ ○ ◎ ◎ ◎ 
PrincipiaⅡ（必履修） △ □ ○ ◎ ◎ 

PrincipiaⅢ（必履修） △ △ □ ○ ◎ 

Super Principia（選択） △ △ □ ○ ◎ 

Ｂ 

横高アカデミア（横浜国大） △ □ ○ ◎ ◎ 

横高アカデミア（総研大） △ □ ○ ◎ ◎ 

横高アカデミア（麻布大獣医） △ □ 〇 ◎ ◎ 

 

Ｃ 

 

各教科での取組 〇 ◎ ◎ ◎ ◎ 

評価の開発 〇 〇 ◎ ◎ ◎ 

“知の活性化”公開研究授業 □ 〇 ◎ ◎ ◎ 

Ｄ 
科学技術人材の育成 〇 ◎ ◎ ◎ ◎ 
交流会等への積極的な参加 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 

Ｅ 
研修等 □ ◎ ◎ ◎ ◎ 

課題研究及び授業 △ □ ◎ ◎ ◎ 

△準備期 □導入期 ○充実期 ◎発展期 ※網掛け部分は当初予定からの変更部分 

 

研究開発を実施していく上で、本校の課題を以下の項目に集約し、研究開発を展開していく。 

【課題１ 科学への興味・関心】 

109 項目の質問紙調査における分析結果から「科学や科学技術への関心」の平均値が過去 5 年、73

期生 2.9→74期生 2.9→75 期生 3.1→76期生 2.9→77期生 3.0 と推移している。他項目と比較すると相

対的に低い数値である。生徒の興味・関心に資する探究活動の中で、行事を区切りとした時期に調査

を行うなど回数を細分化する（1 年生は 4 月、12 月、３月の年 3 回）ことで分析を更に深めていく。 

≪表 109 の質問紙調査 科学への興味・関心 過去 5 年≫ 

 

 

 

 

 

 

しかしながら、生徒による授業評価における教科ごとの分析結果からは、「科学への理解・関心」

の項目が上がっている教科も見受けられるので、なぜ数値が向上したのかを適切に分析し、その結果

を全教科・全職員にフィードバックする必要がある。 

 

【課題２ 新カリキュラムへの移行】 

 令和５年度の具体的な課題は、令和６年度に開設する学校設定科目の準備である。新カリキュラム

プロジェクトチームと連携し、「データサイエンス」「プログラムサイエンス」「理科実験研究」「英

語研究 S」の開設に向けた準備がスタートする。これらは探究活動にかかわる科目でありＳＳＨⅡ期

の核となる科目として育てていく。特に、情報とのかかわりに関して大学側の対応を見定めた上で進

路支援グループや学力向上ワーキンググループと連携し、各教科との協議を踏まえながら年間指導計

画を作成する必要がある。授業担当者に大きな負担を強いることがないようＴＴを活用しながら担当

教員のサポート体制を厚くしていく。 

さらに、令和５年度は２年生と３年生の縦のつながりが深化され、学年を超えた協働研究がスタート

する。正確には、３年生による２年生への指導・助言の機会が Principia の中で設定される。本校の

校是である「自主自律のもとリーダーを育てる」の中で、生徒の主体性が求められる活動になるため、

プログラムの実践における評価を的確にしながらＲＰＤＣＡサイクルの構築が必要である。環境の整

備とともに全項目においてガバナンスの徹底が不可欠である。 
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【課題３ 新 Principia評価プログラム】 

  第Ⅰ期で開発したルーブリックの項目と、リフレクションシートで計っている項目に相違点があ

り、評価する者・評価される者のどちらも戸惑うことがあったため、令和４年度にルーブリックの一

部修正を行った。本校がＳＳＨ事業を通して育成したい生徒の力は明確なので、運用を重ねながら修

正につなげていきたい。一方で、教員・生徒の負担を考慮すると明快で簡単なパフォーマンス評価の

システム化が必要不可欠となる。 

また、令和４年度は、批判的思考力が育成されたかを図る学校独自のテストを実施した。Principia

Ⅰの事前指導プログラムの中で実施したもので、今後も開発を続け、適切な時期に実施していきたい。

さらに、Principiaにおける“縦のつながり”を重視したプログラムをどう評価に反映させるかも大

きな課題である。以下の新ルーブリックの項目にある「主体性」の部分で適切に評価できるように具

体的な行動指針に適切な項目を立てていく。（ルーブリックは❹75頁） 

 レベル５ レベル４ レベル３ レベル２ レベル１ 

最高レベル 卒業までに到達

したい 

PrincipiaⅡで到

達したい 

PrincipiaⅠで到

達したい 

入学段階 

主体性 

 

 

具体的な 

行動指針 

 

【課題４ 教科等横断的な授業の実践と開発】 

  神奈川県教育委員会の事業の一環で、令和４年度に「ＳＴＥＡＭ教育研究推進校」に指定された。

“課題研究の先進校”という本校の強みを最大限に生かしながら、教科等横断型の授業の実践と開発

について県内の高校をけん引していくことが求められる。現在、事業を担当する教員がほぼ同じ分掌

であるので、教員の負担軽減を視野にＳＳＨ事業との棲み分けを視野に入れつつ円滑な運営に取り組

む必要がある。「各教科」と「課題探究 Principia」さらには「ＳＴＥＡＭ教育」を往還するために、

教科等の教育と課題研究のクロスカリキュラム表（令和５年度版）の作成が必須である。 

 

 

※用語集 

用語 意味（概要） 

科学的リテラシー 自身の考えを俯瞰的に捉えながら、他者の意見や多様な価値観を享受し、
高い倫理観を持って未知に挑む力を積極的に活用しようとする姿勢。 

汎用的な思考力 基礎的・基本的な知識や技能を活用し、物事を多面的・多角的に捉え、自身
の意見や考えを主体的・協働的に深化させ、それを他者に向けて論理的に
発信できる力。 

未知に挑む力 本研究開発で身に付けさせたい６つの力（「科学への理解・関心」・「論理的
思考力」・「国際的な視野」・「情報収集・情報処理能力」・「科学を応用する
力」・「主体性」）を総合的に兼ね備え、これからの社会を創る担い手として、
未知なる事項に対しても汎用的な思考力を発揮し、各方面で幅広く活躍す
ることができる人材の根幹となり得る力。 

“知”の融合 他教科で学習する事項との関連を図りながら、教科横断的に各教科の学習
を進める事。知識同士を結び付けることにより、新たな知見の創造や知識
の深化に繋がる。 

“知”の活性化 基礎的・基本的な知識や技能と、学校設定教科「Principia」をはじめとす
る各教科における探究的活動で得られる経験や知見を、往還的に関連付け
ることによって生まれる、“知識の相乗効果”の事。 

科学的リテラシーについては一般的に定義された言葉であるため、ここでは本校としての解釈を記載 
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❹関係資料 

［Ⅰ］教育改訂編成表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ ２ 小　計
教　科 学級数 7 ７ 21

科　目 自由選択 自由選択 自由選択 自由選択

現代の国語 ２ ２ ２
言語文化 ２ ２ ２
論理国語 ４ ２ ２ ４ ２ ２ ４,６
古典探究 ４ ３　 ４ ５ ２ ３,５,７,８

地理総合 ２ ２ ２ ２,４
地理探究 ３ ３　 ３　　３ ２ ３ ２ ２ ０,２,３,５,６

歴史総合 ２ ２ ２ ２,４
日本史探究 ３ ３　 ３　　３ ２ ３ ２ ２ ０,２,３,５,６

世界史探究 ３ ３　 ３　　３ ２ ３ ２ ２ ０,２,３,５,６

公共 ２ ２ ２
倫理 ２ 　　　３ ２ ３ ２ ２ ２ ０,２,３
政治・経済 ２ 　　　３ ２ ３ ２ ２ ２ ０,２,３
数学Ⅰ ３ ■
数学Ⅱ ４ ※ア
数学Ⅲ ３ ※イ ※イ
数学Ａ ２ ◆
数学Ｂ ２ ※ア
数学Ｃ ２ ※イ ※イ
☆ＳＳ数学α ５ ５
☆ＳＳ数学β ６ ６
☆ＳＳ数学γ ５ ５ ０,５
☆数学総合Ｚ ２ ２ ０,２
☆数学総合ＬＸ ４ ４ ０,４
☆数学総合ＬＹ ４ ４ ０,４
☆数学総合ＳＹ ４ ４ ０,４

物理基礎 ２ ２ １ ２,３
物理 ４ ３ ４ ４ ０,３,７
化学基礎 ２ ３ １ ３,４
化学 ４ ５ ５ ０,５
生物基礎 ２ ２ １ ２,３
生物 ４ ３ ４ ４ ０,３,７
☆理科実験探究 １ １ １ １ ０,１

体育 ７～８ ２　 ２ ３ ３ ３ ３ ７
保健 ２ １ １ ２
音楽Ⅰ ２ ２ ０,２
音楽Ⅱ ２ ２ ２ ２ ２ ０,２
美術Ⅰ ２ ２　 ０,２
美術Ⅱ ２ ２ ２ ２ ２ ０,２
書道Ⅰ ２ ２ ０,２
書道Ⅱ ２ ２ ２ ２ ２ ０,２
英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅠ ３ ３ ３
英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅡ ４ ４ ３ ３ ３ ３ ４,７
英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅢ ４ ４ ４ ４ ４ ４
論理・表現Ⅰ ２ ２ ２
論理・表現Ⅱ ２ ２ ２ ２ ２ ２ ２,４
論理・表現Ⅲ ２ ２ ２ ２ ２ ２
☆英語研究Ｓ １ １ １ １ ０,１

家庭 家庭基礎 ２ ２ ２
情報 情報Ⅰ ２ ●

☆Principia Ⅰ ３ ３
☆Principia Ⅱ ２ ２
☆Principia Ⅲ １ １ １ １ １
☆Super Principia １ １ １ １ ０,１
☆データサイエンス １ １ １ １ ０,１
☆プログラミングサイエンス １ １ １ １ ０,１
☆校外講座※ ０～４ ０～４ ０～４ ０～４ ０～４ ０～４ ０～４
☆ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ活動※ ０,１ ０,１ ０,１ ０,１ ０,１ ０,１ ０,１

３ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲

計 32 33 28 ０～４ 22 ０～10 25，28 ０～４ 25，28 ０～４ 87～97

３ １ １ １ １ １ １ ３

33 34 90～100

☆は学校設定教科・科目。　※学校外活動は卒業単位に含まない。
※学校外活動は「学校外における学修の単位認定に関する実施要項」により実施。
○Ⅰ類型の「地理探究」「日本史探究」「世界史探究」の自由選択２単位は、各々の科目の３単位を選択した場合の
み選択可。
○スーパーサイエンスハイスクールの教育課程の特例として、教科「情報」の「情報Ⅰ」（●）を「PrincipiaⅠ」３
単位で代替。「総合的な探究の時間」（▲）を「PrincipiaⅠ」３単位で代替、「PrincipiaⅡ」２単位、「Principia
Ⅲ」１単位、計６単位により代替している。
○スーパーサイエンスハイスクールの教育課程の特例として、教科「数学」の「数学Ⅰ」（■）と「数学Ａ」（◆）
を「ＳＳ数学α」５単位、「数学Ⅱ」（※ア）と「数学Ｂ」（※ア）を「ＳＳ数学β」６単位により代替している。
○スーパーサイエンスハイスクールの教育課程の特例として、教科「数学」の「数学Ⅲ」（※イ）と「数学C」（※
イ）を「ＳＳ数学γ」５単位で代替し、履修の際は学校設定科目「数学総合Ｚ」２単位もあわせて選択する。

備　　　　　　考

総　　　　　　計 29～33 23～33 26～33 26～33

芸術

外国語

☆
学校外活動

総合的な探究の時間

ホームルーム活動

☆
Principia

国　語

地　理
歴　史

公　民

理　科

保健体育

数　学

学 年 ３
７

Ⅰ類型 Ⅱ類型 Ⅲ類型 Ⅳ類型標　準
単位数

入 学 年 度 令　　和　　４　　年　　度

小 学 科 又 は 類 型 普　　　　通　　　　科

⑦

ま

た

は

④

④

②

④

②

③

④

③

③ ③

③

①

⑦

ま

た

は

④
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１ ２ 小　計

教　科 学級数 7 ７ 21

科　目 自由選択 自由選択 自由選択 自由選択

国語総合 ４ ４　 ４

現代文Ｂ ４ ２ ２ ２ ２ ２ ４

古典Ｂ ４ ３　 ３

☆現代文研究 ２ ２ ０,２

☆古典講読 ４ ４ ０,４

☆漢文講読 ２ ２ ０,２

☆古典研究 ２ ０,２

世界史Ｂ ４ ２ ２ ４

日本史Ｂ ４ ４ ０,４

地理Ｂ ４ ３　 ０,３

☆郷土史かながわ １ ０,１

☆世界史研究 ４ ４ ４ ０,４

☆日本史研究 ４　 ４ ４　 ０,４

☆地理研究 ４ ４ ４ ０,４

☆地理特講 ２ ２ ２ ２ ０,２

現代社会 ２ ２ ２

倫理 ２ ２ ２ ２ ２ ０,２

政治・経済 ２ ２ ２ ２ ２ ０,２

数学Ⅰ ３ ■ ０

数学Ⅱ ４ ※ア ０

数学Ⅲ ５ ※イ ※イ ０

数学Ａ ２ ◆ ０

数学Ｂ ２ ※ア ０

☆ＳＳ数学α ５ ５

☆ＳＳ数学β ５ ５

☆ＳＳ数学γ ５ ５ ０,５

☆数学総合Ｗ ２ ２ ０,２

☆数学総合Ｘ ４ ４ ０,４

☆数学総合Ｙ ４ ４ ４- ４- ０,４

☆数学総合Ｚ ２ ２ ０,２

☆数学研究 ２　 ０,２

物理基礎 ２ ２ ２

物理 ４ ４ ４ ０,４

化学基礎 ２ ３　 ３

化学 ４ ４ ４ ０,４

生物基礎 ２ ２ ２

生物 ４ ４ ４ ０,４

☆物理総合 ２　 ０,２

☆生物総合 ２ ０,２

☆物理化学Ｌ ２　 ０,２

☆生物化学Ｌ ２ ０,２

体育 ７～８ ２　 ２ ３ ３ ３ ３ ７

保健 ２ １ １ ２

音楽Ⅰ ２ ２ ０,２

音楽Ⅱ ２ ２ ２ ２ ２ ０,２

美術Ⅰ ２ ２　 ０,２

美術Ⅱ ２ ２ ２ ２ ２ ０,２

書道Ⅰ ２ ２ ０,２

書道Ⅱ ２ ２ ２ ２ ２ ０,２

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅰ ３ ３ ３

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅱ ４ ３　 ３

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅲ ４ ４ ４ ４ ４ ４

英語表現Ⅰ ２ ２ ２

英語表現Ⅱ ４ ２ ２ ２ ２ ２ ４

☆英語研究Ａ ４ ４ ０,４

☆英語研究Ｂ ２ ２ ２ ２　 ０,２

家庭 家庭基礎 ２ ２ ２

情報 社会と情報 ２ ●

☆Principia Ⅰ ３ ３

☆Principia Ⅱ ２ ２

☆Principia Ⅲ １ １ １ １ １

☆Super Principia １ １ １ １ ０,１

☆校外講座※ ０～４ ０～４ ０～４ ０～４ ０～４ ０～４ ０～４

☆ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ活動※ ０,１ ０,１ ０,１ ０,１ ０,１ ０,１ ０,１

３ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲

計 30 33 26 ０～６ 22 ０～10 24，27 ０～５ 24，27 ０～５ 85～95

３ １ １ １ １ １ １ ３

31 34 88～98

備　　　　　　考 ☆は学校設定教科・科目。　※学校外活動は卒業単位に含まない。
※学校外活動は「学校外における学修の単位認定に関する実施要項」により実施。
○スーパーサイエンスハイスクールの教育課程の特例として、教科「情報」の「社会と情報」２単位（●）と「総合
的な探究の時間」１単位（▲）を「PrincipiaⅠ」３単位で代替。「総合的な探究の時間」３単位（▲）を
「PrincipiaⅡ」２単位、「PrincipiaⅢ」１単位により代替する。
〇スーパーサイエンスハイスクールの教育課程の特例として、教科「数学」の「数学Ⅰ」３単位（■）と「数学Ａ」
２単位（◆）を「ＳＳ数学α」５単位で代替する。
※ア　学校設定科目「ＳＳ数学β」５単位は、「数学Ⅱ」と「数学Ｂ」の内容を網羅した科目である。
※イ　学校設定科目「ＳＳ数学γ」５単位は、「数学Ⅲ」と「数学Ｃ」の内容を網羅した科目であり、履修の際は学
  　　校設定科目「数学総合Ｚ」２単位もあわせて選択する。

芸術

外国語

☆
Principia

☆

学校外活動

総合的な探究の時間

ホームルーム活動

総　　　　　　計 27～33 23～33 25～33 25～33

保健体育

学 年 ３

７
標　準
単位数

Ⅰ類型 Ⅱ類型 Ⅲ類型 Ⅳ類型

国　語

地　理
歴　史

公　民

数　学

理　科

入 学 年 度 令　　和　　３　　年　　度

小 学 科 又 は 類 型 普　　　　通　　　　科

④

ま

た

は

⑦

④

ま

た

は

⑦

④

②

②

④

②

④ ④

④

④
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  １ ２ 小　計

教　科 学級数　　 7 ７ 21

科目 自由選択 自由選択 自由選択 自由選択

国語総合 ４ ４　 ４

現代文Ｂ ４ ２ ２ ２ ２ ２ ４

古典Ｂ ４ ３　 ３

☆現代文研究 ２ ０,２

☆古典研究 ２ ０,２

☆古文研究 ４ ４ ０,４

☆漢文講読 ２ ２ ０,２

世界史Ｂ ４ ２ ２ ４

日本史Ｂ ４ ４ ０,４

地理Ｂ ４ ３　④ ０,３

☆郷土史かながわ １ ０,１

☆世界史研究 ４ ４ ４ ０,４

☆日本史研究 ４　④ ４ ４　④ ０,４

☆地理研究 ４ ４ ４ ０,４

☆地理特講 ２ ２ ０,２

現代社会 ２ ２ ２ ２ ２ ２

倫理 ２ ２ ２ ２ ２ ０,２

政治・経済 ２ ２ ２ ２ ２ ０,２

数学Ⅰ ３ ３　 ３

数学Ⅱ ４ ３　 ３

数学Ⅲ ５ 5　　 5　　 ０,５

数学Ａ ２ ２ 　　④ 　　④ ２

数学Ｂ ２ ２ 　　ま 　　ま ２

☆数学総合Ｗ ２ ２ 　　た 　　た ０,２

☆数学総合Ｘ ４ ４ ４　は ４　は ０,４

☆数学総合Ｙ ４ ４ ４　⑦ ４　⑦ ０,４

☆数学総合Ｚ ２ ２ ０,２

☆数学研究 ２　 ０,２

物理基礎 ２ ２ ２

物理 ４ ４ ４ ０,４

化学基礎 ２ ３　 ④ 　　④ ３

化学 ４ ４ ４ ０,４

生物基礎 ２ ２ ２

生物 ４ ４ ４ ０,４

☆物理総合 ２　② ０,２

☆生物総合 ２ ０,２

☆物理化学Ｌ ２　② ０,２

☆生物化学Ｌ ２ ０,２

体育 ７～８ ２　 ２ ３ ３ ３ ３ ７

保健 ２ １ １ ２

音楽Ⅰ ２ ２ ０,２

音楽Ⅱ ２ ２ ２ ２ ２ ０,２

美術Ⅰ ２ ２　② ０,２

美術Ⅱ ２ ２ ２ ２ ２ ０,２

書道Ⅰ ２ ２ ０,２

書道Ⅱ ２ ２ ２ ２ ２ ０,２

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅰ ３ ３ ３

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅱ ４ ３　 ３

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅲ ４ ４ ４ ４ ４ ４

英語表現Ⅰ ２ ２ ２

英語表現Ⅱ ４ ２ ２ ２ ２ ２ ４

☆英語研究Ａ ４ ４ ０,４

☆英語研究Ｂ ２ ２ ２ ２　 ０,２

家庭 家庭基礎 ２ ２ ２

情報 社会と情報 ２ ●

☆Principia Ⅰ ４ ４

☆Principia Ⅱ １ １

☆Principia Ⅲ ２ ２ ２ ２ ０,２

☆校外講座※ ０～４ ０～４ ０～４ ０～４ ０～４ ０～４ ０～４

☆ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ活動※ ０,１ ０,１ ０,１ ０,１ ０,１ ０,１ ０,１

３ ▲ ▲

計 31 30 25 0,2,4,6 25 0,2,4,6 25，28 0,2,4 25，28 0,2,4 86～93

３ １ １ １ １ １ １ 3

32 31 89～96

備　　　　　　考 ☆は学校設定教科・科目。　※学校外活動は卒業単位に含まない。

○PrincipiaⅠの４単位のうち１単位は集中講座として実施。

入 学 年 度 令　　和　　２　　年　　度

小 学 科 又 は 類 型 普　　　　通　　　　科

学 年 ３

標　準
単位数

７

Ⅰ類型 Ⅱ類型 Ⅲ類型 Ⅳ類型

ホームルーム活動

国　語

地　理
歴　史

公　民

数　学

理　科

保健体育

芸術

外国語

☆
探求

☆

学校外活動

総合的な探究の時間

○スーパーサイエンスハイスクールの教育課程の特例として教科「情報」の「社会と情報」２単位（●）と「総合的
な探究の時間」２単位（▲）を「PrincipiaⅠ」４単位により代替し、「総合的な探究の時間」１単位（▲）を
「PrincipiaⅡ」１単位により代替する。

総　　　　　　計 26～32 26～32 26～33 26～33

※学校外活動は「学校外における学修の単位認定に関する実施要項」により実施。
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［Ⅱ］109 の質問紙調査 
１ 中学校までの学習に関する活動をふり返って、次のそれぞれの質問についてあてはまる番号をマークしてください。 

4 いろいろな考え方の人と接して、考えをひろげることができた。 

5 人の考えを聞く時は、自分の考えにこだわらないようにした。 

6 新しく得た知識について、偏りのない判断ができた。 
7 人の考えを判断する時は、客観的に判断した。 

8 判断をする時は、できるだけ多くの事実や証拠を調べた。 

9 自分の考えを表現する時は、事実の裏付けを第一に考えた。 

10 考えをまとめる時は、複数の選択肢があるかどうか検討した。 
11 問題や課題を考える時は全体を考え、もとの問題から離れないようにした。 
12 考える時は、問題の前提（仮説）から結論まで、順序に沿って考えた。 

13 研究や調査は、仮説を証明できる筋道を考えて計画した。 

14 研究や調査を進めたり、考えをまとめたりする時に、複数のアイデアを出すことができた。 

15 自分のアイデアが適切かどうか客観的に分析できた。 

16 調べたいことがあった時、本や論文の探し方がわかる。 

17 調べたいことがあった時、インターネットの検索の仕方がわかる。 
18 自分の考えを言葉（文章）で表現することができる。 

19 自分の考えをコンピュータを利用した図や表を使って表現することができる。 

20 本や情報などの資料に書かれている内容が理解できた。 
21 自分の科学的な知識は、日頃の生活や学習に役立つ。 

２ 協同作業に対する、あるいはグループで一緒に仕事をすることに対する意見や感想に関する次の質問に関して、あなたはどの程度同

意できますか。あてはまる数字をマークしてください。 

22 みんなで一緒に作業をすると、自分の思うようにできない。 
23 グループのために自分の力（才能や技能）を使うのは楽しい。 

24 一人でやるよりも協同したほうが良い成果を得られる。 

25 グループでやると必ず手抜きをする人がいる。 

26 周りに気遣いしながらやるより一人でやる方が、やりがいがある。 

27 協同はチームメートへの信頼が基本だ。 
28 みんなでいろいろな意見を出し合うことは有益である。 
29 能力の高くない人たちでも団結すれば良い結果を出せる。 

30 みんなで話し合っていると時間がかかる。 

31 グループ活動ならば、他の人の意見を聞くことができるので自分の知識も増える。 

32 人に指図されて仕事はしたくない。 
33 優秀な人たちがわざわざ協同する必要はない。 

34 失敗した時に連帯責任を問われるくらいなら、一人でやる方が良い。 

35 協同は仕事のできない人たちのためにある。 

36 個性は多様な人間関係の中で磨かれていく。 

37 協同することで、優秀な人はより優秀な成績を得ることができる。 

38 たくさんの仕事でも、みんなと一緒にやればできる気がする。 

39 弱い者は群れて助け合うが、強い者にはその必要はない。 

３  国際理解に対する意見や感想に関するそれぞれの質問について、あなたはどの程度同意できますか。あてはまる数字をマークして

ください。 

40 貧しい国の人ならば、意見が軽視されることがあってもやむをえない。 

41 各国に見られる独自の習慣を尊重したい。 

42 海外に行ったら、地元の人の習慣に触れたいと思う。 

43 世界の子どもたちが教育の機会に恵まれるよう支援していきたい。 

44 今後、さまざまな国の言語を学ぶ気はない。 

45 いろいろな国の人たちと知り合いになるのは楽しい。 

46 廃棄物による土壌・水・大気の汚染状況について知りたい。 

47 ある民族が他の民族より劣っていると絶対に考えてはいけないと思う。 

48 世界平和の維持に努めている機関を支援したい。 
49 国の文化を理解したいとは思わない。 

50 今後、外国語検定（英検、仏検、TOEFL、TOEICなど）を受験しようとは思わない。 

51 多くの外国人と友達になりたいと思う。 
52 世界にどのような宗教があるか知りたい。 

53 世界の自然を守るために活動している国際機関を支援したい。 

54 外国で起きたいくつかの歴史的事件について詳しく説明できる。 

55 外国人とはあまり話をしたくない。 

56 地球温暖化を防止するために、二酸化炭素などの排出を抑える努力をしていきたい。 
57 外国語で書かれた新聞や雑誌には関心がない。 
58 異なる文化に触れることは、興味深い体験だと思う。 

59 外国で信仰されている宗教をいくつか挙げることができる。 

60 出身国によって待遇に差があってもやむをえないと思う。 
61 外国の伝統文化を紹介するような番組は見ないほうである。 

62 世界平和の維持に関心がない。 
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４ これは、学校で学ぶ理科をもっとよくするために、高校生のみなさんが理科の勉強や科学技術に対してどのように  

 感じているかを調べるためのものです。正解はありませんから、考えこまないで、感じたままを回答してください。 

 なお、問における「理科」は、あなたが学習してきた「理科全体」のことと考えてください。 

63 理科を学ぶことは、受験に関係なくても重要だ。 

64 理科で学ぶことに、役に立つものは多いと思う。 

65 理科で学ぶことに、役に立たないものは多いと思う。 

66 ある程度の理科は、大人になるまでに学習しておきたい。 

67 学校で理科を学ばなくても、生きていくのには困らない。 

68 理科がわからないと、社会に出てから損をする。 

69 社会に出たら、理科は必要なくなる。 

70 理科を学習すれば、身のまわりの自然や科学がわかる。 

71 理科を学習すれば、自然や科学のニュースや新聞記事がわかる。 

72 理科を学習すれば、生活がより便利になる。 

73 理科を学習すれば、より健康に生活できる。 

74 理科を学習すれば、よりお金持ちになる。 

75 理科を学習すれば、自然や地球環境を破壊しない人になる。 

76 理科を学習すれば、悪い人にだまされなくなる。 

77 理科を学習すれば、疑問を解決したり予想を確かめる力がつく。 

78 理科を学習すれば、新しい物を作ったり発見したりする力がつく。 

79 理科を学習すれば、自分の考えを人に伝える力がつく。 

80 理科の学習は好きだ。 

81 理科の実験や観察は好きだ。 

82 理科でわざわざ実験をしなくても、結果を教えてくれればよい。 

83 理科が嫌いな人は、無理に理科を学ばなくてもよい。 

84 私は、大人になって理科が関係する仕事をするかもしれない。 

85 将来進む道を決めるためにも、理科を学ぶ必要がある。 

86 理科を学習すれば、これまで誰も気付かなかった発見をする人が出てくるかもしれない。 

87 生物や地球を守るには、科学やテクノロジーの発展が必要だ。 

88 平和な社会づくりには、科学やテクノロジーの発展が必要だ。 

89 私は、自分が将来何をして生きていきたいのか考えていない。 

90 理科の学習はおもしろい。 

91 理科の学習がもっとよくわかるようになりたい。 

92 教科書の内容よりも、理科をもっとくわしく学習したい。 

93 教科書の内容よりも、高度な理科の観察や実験をしたい。 

94 家庭や知り合いにくわしい人がいて、理科について質問できる。 

95 理科について興味があることを自分で調べたり学習したりしている。 

96 興味があることを自分で調べたり学習したりするための時間がない。 

97 自分で調べたり学習したいと思うような興味のある事がらがない。 

98 テレビで、理科に関係する番組をよくみる方だ。 

99 新聞や雑誌や本で、理科に関係する文章をよく読む方だ。 

100 科学技術についてのニュースや話題に関心がある。 

101 科学者や技術者の話を聞いてみたい。 

102 機械のしくみを調べることに興味がある。 

103 身のまわりの物質の性質を調べることに、興味がある。 

104 動植物の生き方やその環境を調べることに、興味がある。 

105 地球や宇宙がどのようにできたかを調べることに、興味がある。 

106 地震や火山や台風の被害をどう防ぐかに、興味がある。 

107 病気の原因や治し方について調べることに、興味がある。 

108 食べるものが安全かどうかを調べることに興味がある。 

109 すぐれたスポーツ選手の運動を調べることに興味がある。 
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〇新ルーブリック 

  
資質 レベル5（最高レベル） レベル4（卒業までに到達したい） レベル3（PrincipiaⅡで到達したい） レベル2（PrincipiaⅠで到達したい） レベル1（入学段階）

科学への

理解関心

文明が科学技術とともに発展してきた事実を理解し、最先端の科

学技術に興味を持ち、これからの科学技術の発展をけん引する気

概を持って、より良い社会を作るために自分自身がどのように取

り組めばよいか具体的に考えることができる。

文明が科学技術とともに発展してきた事実を理解し、最先端の科

学技術に興味を持ち、より良い社会を作るために自分自身がどの

ように取り組めばよいか考えることができる。

最先端の科学技術や研究に興味をもち、社会活動とどのように関

係するか考えることができる。

最先端の科学技術や研究に興味をもち、日常生活とどのように関

係するか考えることができる。
最先端の科学技術に興味をもっている。

(具体的な

行動指針)

□課題に直面した時に、先行研究を参考にする習慣が身について

いる。

□よりよい社会を作るために、自分自身の考えを世界に発信した

り行動に移したりすることができる。

□科学技術の意義を理解している。

□(研究計画書)研究の意義・目的が明確である。

□日常的にニュースや校内の掲示物などから科学技術に関する情

報を得ようとしている。

□(夏休み課題)課題に対して十分な考察がされている。

□(研究計画書)研究課題決定の背景・動機が明確である。

□未知に挑もうとする姿勢をもっている。

論理的思

考力

全ての情報に対して、客観的・批判的立場に立って俯瞰的にとら

えるとともに、物事を体系的に整理し、矛盾や飛躍のない筋道を

立てて考えることができ、国内外を問わず多様な価値観が実在す

る中でだれにでもわかりやすく伝えることができる汎用的な思考

ができる。

得られた情報を鵜呑みにすることなく、客観的・批判的立場に

立って俯瞰的にとらえるとともに、物事を体系的に整理し、矛盾

や飛躍のない筋道を立てて考えることができ、他者にわかりやす

く伝えることができる。

得られた情報を、客観的・批判的立場に立って俯瞰的にとらえる

とともに、物事を体系的に整理し、矛盾や飛躍のない筋道を立て

て考えることができ、他者に伝えることができる。

得られた情報を客観的・批判的立場に立って俯瞰的にとらえ、体

系的に整理し、他者に伝えることができる。

得られた情報をもとに、自分の考えをもち、他者に伝えることが

できる。

(具体的な

行動指針)

□得られた情報について、まず、その真偽や背景を考えている。

□(論文)仮説から結論までの道筋に矛盾や飛躍がない。

□得られた情報について仮説をもとに客観的に分析し、結論に近

づくことができる。

□課題や問題点を正しく把握することができる。

□(ポスター)仮説から結論までの筋道に矛盾や飛躍がない。

□知りたい情報について、インターネットや書籍、論文など複数

の情報源から調べることができる。

□起承転結がはっきりした表現で他者に伝えることができる。

□(研究計画書)研究テーマを焦点化し、研究課題を設定するとと

もに、適当な仮説を立てている。

□(ラボノート)活動で得られた情報を客観的に分析し、次の活動

に活かそうとしている。

□知りたい情報について、インターネットや書籍などを用いて調

べることができる。

□得られた情報をもとに、自分なりの意見を述べることができ

る。

国際的な

視野

環境問題や経済格差、紛争などの国境を越えた課題について考え

国際的な視野で科学的に物事をとらえ、解決に向けて具体的な行

動ができるとともに、英語を用いて様々な背景を持つ国籍・人種

の人々とコミュニケーションを図り協働して活動することができ

る。

環境問題や経済格差、紛争などの国境を越えた課題について真摯

に向き合い、英語を用いて様々な背景を持つ国籍・人種の人々と

コミュニケーションを図ることができる。

環境問題や経済格差、紛争などの国境を越えた課題について、自

分と同じ考えをもつ他者と英語を用いてコミュニケーションを図

ることができる。

日常生活のさまざまな問題について、自分と同じ考えをもつ他者

と英語を用いてコミュニケーションを図ることができる。
自己の立場や考えを、英語を用いて表現できる。

(具体的な

行動指針)

□環境問題や経済格差、紛争などの国境を越えた課題について、

自らの意見を英語で表現できる。

□他者の意見を尊重しつつ、自らの意見を述べることができる。

□環境問題や経済格差、紛争などの国境を越えた課題のうち、自

らの興味関心と一致するものについて考えを持つことができる。

□上記のことを英語で表現するとともに、他者の意見にコメント

できる。

□日常生活で不自由を感じることに意識を向けている。

□上記のことを英語で表現するとともに、他者の意見に同意でき

る。

□自分自身の所属や趣味などの簡単な自己紹介を英語でできる。

情報収

集・処理

能力

高度情報化社会に対応し適切な方法で情報を収集・分析し、その

真偽を根拠をもって見抜くとともに、深い知識と適切な技能を活

用し他者にわかりやすいように処理してプレゼンテーションや論

文などで積極的に世界へ発信することができる。

適切な方法で情報を収集し、その真偽を根拠をもって見抜くとと

もに、他者にわかりやすいように処理してプレゼンテーションや

論文などで表現できる。

適切な方法で情報を収集し、その真偽を根拠をもって見抜くとと

もに、他者にわかりやすいように処理してプレゼンテーションで

表現できる。

適切な方法で情報を収集し、他者にわかりやすいように処理して

表現できる。
書籍やインターネットなどを用いて情報を収集できる。

(具体的な

行動指針)

□得られた情報の真偽を、根拠をもって説明できる。

□(論文)本文が2段組みの論文を規定量作成している。

□(論文)引用文を本文と区別して表記している。

□(論文)図や表に適切なタイトルをつけている。

□複数の情報源にアクセスし、得られた情報の真偽を判断でき

る。

□(プレゼンテーション)必要事項を簡潔にまとめたスライドを作

成できる。

□(プレゼンテーション)配色や文字の大きさに配慮したスライド

を作成できる。

□論文やインターネットなど、得ようとしている情報に対して適

切な方法でアクセスすることができる。

□表計算ソフトを用いて、データの種類を統一した表を作ること

ができる。

□(ポスター)グラフや表を用いて、見やすい資料作りをしてい

る。

□書籍の目次や索引を活用できる。

□インターネットで検索サービスを活用できる。

□人の考え(意見)を聞くことができる。

科学を応

用する力

社会と科学のかかわりについて十分理解するとともに、研究倫理

を大切にしながら、先行研究や基礎理論をもとに、課題の本質を

見極めながら創造力と情熱をもってその解決に取り組むことがで

きる。

研究倫理を大切にしながら、先行研究や基礎理論をもとに、新た

な課題を発見して創造力をもってその解決に取り組むことができ

る。

研究倫理を大切にしながら、先行研究や基礎理論をもとに、新た

な課題を発見してその解決に取り組むことができる。

研究倫理を大切にしながら、先行研究や基礎理論をもとに、自ら

の研究課題を設定できる。
研究倫理を理解している。

(具体的な

行動指針)

□先行研究や基礎理論をもとに、独自性のある課題を見いだせ

る。

□課題の解決に向けて筋道を立てて取り組むことができる。

□先行研究や基礎理論をもとに、いくつかの工夫を組み合わせて

新たなアイディアを考案できる。
□既存の技術や製品を自己のニーズに合わせて活用できる。

□「改ざん」「捏造」「盗用」が研究不正であることを理解して

いる。

主体性

情報化やグローバル化が急速に進む社会の中で、自ら積極的に課

題を発見し、その解決に向けて自ら判断し、リーダーとして未知

に挑もうとする強い意思をもって社会で主体的・協働的に活躍で

きる。

日常生活の中で自ら課題を発見し、その解決に向けて自ら判断

し、強い意思をもって取り組むことができる。

日常生活の中で自ら課題を発見し、その解決に向けた手法を考え

て取り組むことができる。

提示されたテーマの中から課題を発見し、その解決に向けた手法

を考えて取り組むことができる。

提示された複数の課題から興味をもったものを選択し、その解決

に向けて取り組むことができる。

(具体的な

行動指針)

□日常生活で見出した課題について、強い意志をもって解決でき

る。

□日常生活で感じる些細な疑問や不便さなどから課題を見出せ

る。

□見出した課題について、解決に向けた手法を考えて取り組むこ

とができる。

□探究活動のサイクル「課題の設定」「情報の収集」「整理・分

析」「まとめ・表現」を繰り返して、課題解決に向けて取り組む

ことができる。

□先行研究などで示された手順に従って、課題の解決に向けて取

り組むことができる。
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［Ⅲ］Principia 研究課題一覧 
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［Ⅳ］運営指導委員会議事録 

【日時】合和４年 10月 17日(月) 15:30～17: 00 

【場所】神奈川県立横須賀高等学校 セミナーホール 

【出席者】※敬称略 

＜運営指導委員＞ 

国立大学法人東京工業大学科学技術創成研究院研究院長 未来產業技術研究所 教授 大竹 尚登 

N-EM ラボラトリーズ株式会社 CSTA（最高科学技術顧問） 永山 國昭 

国立大学法人横浜国立大学教育学部 教授 鈴木 俊彰 

横須賀市教育委員会事務局 学校教育部 部長 米持 正伸 

総合研究大学院大学 理事 蟻川 謙太郎  

●欠席者 

日本電信電話株式会社 担当部長 荒金 陽助 

＜管理機関 神奈川県教育委員会＞ 

高校教育課 課    長 増田 年克 

高校教育課 指導主事 比良 剛 

＜本校職員＞ 

校 長  鑪 英治 

副校長  野澤 恵津子 

教 頭  小澤 美紀 

総括教論 柴田 治郎(数学)、龍見 玄太郎(外国語)、平田 太一(理科) 

教 諭  守田 裕一(理科)、大野 太幹(数学)、中川 玄(理科)、関口 さやか(外国語)、藤田 雅裕

(外国語)野口 健（数学）、榎本 一也（保健体育） 

 

【議事録】 

＜増田高校教育課長＞ 

・Ⅱ期目としての横高の取り組みをさらに発展・加速させる視点でご助言いただきたい。 

＜鑪校長＞ 

・中間評価を見据えて、様々な取り組みをしている。 

・担当から PrincipiaⅢの変更点を詳しくお伝えする。 

・忌憚のないご意見をいただければと思っている。 

 

≪研究協議≫ 

【１】令和３・４年度の取り組み状況 

＜柴田総括教諭＞ 

・仮説５つをパンフレット３ページにあるポンチ

絵で説明。 

・仮説１は Principiaでの活動である。

PrincipiaⅠでは、今年度から JA葉山・麻布

大・JAXAとの連携が始まった。PrincipiaⅡは

今年から２単位になった（昨年度は１単位）。

十進分類表を活用した校内研究の組分けを行っ

ている。 

・仮説２について、海外との交流は少しずつ開か

れている。来年度はさらに充実させたい。 

・仮説３について、令和６年度からデータサイエ

ンス等の新設科目で対応する。現在準備を進め

ている。 
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・仮説４について、生徒主体の SSHを目指してお

り、SSHNEWSやポスターセッションを生徒主体

で実施する。 

・仮説５について、これらの仮説を評価する評価

システムは準備中。次の運営指導委員会で示し

たい。 

・研究開発実施計画書４ページ、現状の分析と課

題。現状は、理系・国際性への進学が増えてい

る状況にあるが、２学年の理系は大きく減って

いる。学会の参加人数は減っていないが、科学

部の部員が減っている。このあたりの対策を講

じたい。 

・12ページ、ターゲットとなる学会・コンテス

ト。今年もすでにいくつかの学会に参加し、高

校生理科研究発表会では奨励賞を受賞してい

る。今後もいくつか参加予定でいる。 

・19ページ、学校全体で SSHに関わっている。

来月 PrincipiaⅠ公開研究授業を控えている。 

＜永山副委員長＞ 

・①PrincipiaⅡが２単位になったことがうれし

く思う。 

・②科学への興味はスタートから決まっているの

か、途中で変わるのか。 

・③横高のプログラムは科学の楽しさよりも苦し

さが伝わっているのかもしれない。 

＜柴田総括教諭＞ 

・②現２年生は途中から文系に変更している生徒

が多いが、その理由までは分析できていない。 

＜鈴木委員＞ 

・生徒の変化はコロナのせいか。 

＜柴田総括教諭＞ 

・はっきりとはわからない。 

＜蟻川委員＞ 

・①PrincipiaⅡの時間数が増えたことがかえっ

て裏目にでたのではないか。 

・②高校の頃はいろいろな学問に触れることが大

切。文系の子にこそサイエンスの考え方を教え

られるといい。理系に進む子が減ったことは失

敗ではない。 

＜柴田総括教諭＞ 

・①時間数が増えてより前向きになっている生徒

もいるが、つらく感じている生徒もいる。 

＜大竹委員長＞ 

・神奈川県全体で理系が減ったというデータはあ

るか。 

＜課長＞ 

・データはない。 

＜米持委員＞ 

・①理科の学力調査によると、横須賀市は他教科

に比べて理科の学力が高い。小学生までは理科

を楽しんでいるが、中学から興味関心が落ちる

傾向がある。しかし、学力は維持している。 

・②横須賀高校が SSH校とわかって受験をしてく

る。入学してから興味を失っているのではない

か。卒業間際の調査が必要と思う。 

＜柴田総括教諭＞ 

・②今の２学年の推移を確認していきたい。 

＜鈴木委員＞ 

・受験の傾向として、理系の生徒が経済や経営に

流れているのではないか。 

＜龍見総括教諭＞ 

・感覚的には理系が減っているとは感じていな

い。 

・本校は文理融合で考えているので、文系の中で

サイエンスの考え方が伝わっているかを見てい

く必要がある。 

＜大竹委員長＞ 

・協力研究機関が増えたことについて、どのよう

に交渉したのか。 

＜柴田総括教諭＞ 

・次年度農業系がなくなってしまうことを受け、

JA・獣医学部に声をかけた。 

＜永山副委員長＞ 

・農業系を取り入れたのは大変よい。 

＜蟻川委員＞ 

・高校生の間に農業に触れることでサイエンスの

考え方をもった人材が増えていくことはよい。 

＜大竹委員長＞ 

・協力研究機関から昨年度のフィードバックはあ

ったか。 

＜柴田総括教諭＞ 

・大きな問題点はなかった。 

＜龍見総括教諭＞ 

・授業を全学年同じ時間帯にしてほしいとの連絡

はあった。 

＜米持委員＞ 

・過去に JAMSTECと連携していたが、どういう経

緯でなくなったのか。 

＜柴田総括教諭＞ 

・研究機関に丸投げになっている今の形では協力

できないという理由で断られた。 

＜大竹委員長＞荒金委員のコメントより 

・国際的視野を養うことは大切である。 

＜柴田総括教諭＞ 

・グローバルビレッジプログラムにより国際性を

養っている。 
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＜龍見総括教諭＞ 

・１年生はグローバルビレッジプログラム、２年

生は研修旅行で留学生と関わる。ロシア人留学

生とのかかわりの中で、世界で起きていること

が身近に感じられるなど、貴重な経験をたくさ

んしている。 

【2】PrincipiaⅢ・SuperPrincipiaについて 

＜龍見総括教諭＞ 

・PrincipiaⅢは課題研究の「完成」と位置づけ

ており、PrincipiaⅡまでの研究を論文等にま

とめる。 

・２・３年生の「縦の繋がり」がある環境を作

る。理想は２・３年生がずっと同じ教室にいる

環境であるが、現実的には難しい。定期的に

２・３年生の接点をつくる。 

・３年生は２年生の部屋に行き、自分たちの研究

をプレゼンテーションしたり、研究の助言をし

たりする。 

・PrincipiaⅢはあくまでも PrincipiaⅡまでの

研究をまとめるものであり、より発展させたい

場合は SuperPrincipiaを履修する。 

＜蟻川委員＞ 

・縦の繋がりは研究テーマを継承させるものか。 

＜龍見総括教諭＞ 

・研究テーマではなく、どのように課題研究を取

組んできたかを伝えていく。 

＜永山副委員長＞ 

・２・３年生の「縦の繋がり」がある環境つくり

を評価する。生徒による新しい横高文化の素地

として注目する。 

・PrincipiaⅢの目的が明確になっている。

SuperPrincipiaによってより深めたい生徒も

カバーしている。 

＜大竹委員長＞ 

・PrincipiaⅢによって１単位純増になるわけだ

が、その分他が減っているのか。 

＜柴田総括教諭＞ 

・70分授業にしたことで単位に空きができた。 

【3】全体への指導と助言 

＜永山副委員長＞ 

・SDGｓに対して取組みはあるのか。SSHでは高

い倫理観を持った人材の育成もしてほしい。 

＜柴田総括教諭＞ 

・平成 29年には SDGsに寄せて活動させたがうま

く研究とかみ合わなかったことがあり今は寄せ

ていない。一部 SDGsに寄せているところもあ

る。 

 

 

 

＜鈴木委員＞ 

・横須賀高校のＳＳＨは地域連携がポイントにな

っているように思えるので、継続してほしい。

SuperPrincipiaの見込み数は何人か。 

＜柴田総括教諭＞ 

・例年、全体の１割程度である。 

＜蟻川委員＞ 

・高校生の研究には、根底から勘違いしている場

合が少なくない。校内研究で担当教員ではカバ

ーできない分野を研究している場合に、相談で

きる先はあるのか。地域連携でカバーできると

いい。 

＜柴田総括教諭＞ 

・担当教員を複数人置くことでカバーしている。

今後は相談先を提示できるようにしていきた

い。 

＜鈴木委員＞ 

・外部に連絡する場合、最初のメールへの指導は

重要である。 

＜米持委員＞ 

・計画を完成させるには教員の力量が重要だと感

じた。全員が理念や身につけさせたい力を理解

したうえで、Principiaのみならず、普段の授

業の中でもその力を養えるようにしていく必要

がある。 

・身につけさせたい力を評価する方法について改

善が必要。教員だけが見るのではく、個人内評

価によって、本人も成長を感じられるとよい。 

＜大竹委員長＞ 

・先端的 SSHであり、今後が楽しみである。 

・理系が減ったことについては、短期的な評価で

はなく、長期的に評価していく必要がある。 

・海外連携のますますの発展も期待したい。 

＜比良指導主事＞今後のスケジュール確認 

・3月 17日に第 2回運営指導委員会を実施予定

である。 

＜鑪校長＞ 

・校長として教員の負担感を減らしていく必要が

ある。 

・STEAM教育推進校に指定された。地域連携等を

いかしていきたい。 

・科学技術を牽引していく人材を育てる。 

＜増田高校教育課長＞ 

・PrinicpiaⅡ・Ⅲのプログラムによって生徒の

力がもっと伸びることを期待したい。 

・今後は STEAM教育を絡めた視点でのご助言もい

ただきたい。 
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